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ご注意 

保証 

HP 製品、またはサービスの保証は、当該製品、およびサービスに付随する明示的な保証文によっ

てのみ規定されるものとします。ここでの記載で追加保証を意図するものは一切ありません。こ

こに含まれる技術的、編集上の誤り、または欠如について、HP はいかなる責任も負いません。 

本書に記載した内容は、予告なしに変更することがあります。 

権利の制限 

コンピュータ ソフトウェアの機密保持。所有、使用、または複製を行う場合には、HP からの正

規のライセンスが必要です。FAR 12.211 および 12.212 に従い、商用コンピュータ ソフトウェ

ア、コンピュータ ソフトウェア ドキュメンテーション、および市販品の技術データは、各販売

業者の標準営業許可のもとに米国政府にライセンスされています。 

著作権 

© Copyright 2007-2009 Hewlett-Packard Development Company, L.P. 

商標 

Linux は、Linus Torvalds の登録商標です。 

Microsoft®、Windows®、および Windows® XP は、Microsoft Corporation の米国およびその他

の国における登録商標です。 

OpenLDAP は、OpenLDAP Foundation の登録商標です。 

PREBOOT EXECUTION ENVIRONMENT (PXE) SERVER 
Copyright © 1996-1999 Intel Corporation. 

TFTP SERVER 
Copyright © 1983, 1993 
The Regents of the University of California. 

OpenLDAP 
Copyright 1999-2001 The OpenLDAP Foundation, Redwood City, California, USA. 
Portions Copyright © 1992-1996 Regents of the University of Michigan. 

OpenSSL License 
Copyright © 1998-2001 The OpenSSLProject. 

Original SSLeay License 
Copyright © 1995-1998 Eric Young (eay@cryptsoft.com) 
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ドキュメントの更新 

本書のタイトル ページには、次の識別情報が含まれています。 

ソフトウェア バージョン番号。ソフトウェアのバージョンを示します。 
— ピリオドの前の番号は、メジャー リリースの番号を識別します。 
— ピリオドの後の 初の番号は、マイナー リリースの番号を識別します。 
— ピリオドの後の 2 番目の番号は、マイナー-マイナー リリースの番号を示します。 

ドキュメントのリリース日。ドキュメントが更新されるごとに変わります。 
ソフトウェアのリリース日。ソフトウェアのこのバージョンのリリース日を示します。 

近の更新がないか確認したり、 新版を使用していることを確認するには、次の URL に移動
してください。 

http://h20230.www2.hp.com/selfsolve/manuals 

このサイトでは、HP Passport に登録し、サインインする必要があります。HP Passport ID に
登録するには、次のサイトにアクセスしてください。  

http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html 

または、HP Passport サインインのページの [New users - please register] のリンクをクリッ
クしてください。 

適切な製品サポート サービスを購読している場合にも、更新版や新版を受け取ることができま
す。詳細は、HP 営業担当者までご連絡ください。 

表 1 本ドキュメントの変更点を示します。 

表 1      ドキュメントの変更点 

章 バージョン 変更点 

第 3 章 7.50 54 ページ、Vista デバイス上にユーザーの介入が必要なアプリケ
ーションを配布するためには、リソース インストール メソッ
ド 法の「runasuser」修飾子を使用します。 

第 3 章 7.20 73 ページ、コンポーネントの選択モードでのパブリッシュ: シン 
クライアントのパブリッシュに関する情報を追加しました。 

第 3 章 7.20 73 ページ、コンポーネントの選択モードでのパブリッシュ: この
セクションを更新し、レジストリ キーおよび リンクをパブリッ
シュする際の検証オプションおよび配信オプションに関する詳
細情報を追加しました。 

第 3 章 7.50 79 ページ、Vista デバイス上にユーザーの介入が必要なアプリ
ケーションを配布するためには、リソース インストール メソ
ッド 法の「runasuser」修飾子を使用します。 

http://h20230.www2.hp.com/selfsolve/manuals
http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html
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章 バージョン 変更点 

第 3 章 7.50 88 ページ、Windows インストーラ ファイルをパブリッシュす

る: Windows インストーラ アプリケーションをパブリッシュ

し、それに応じた処理を行う際、Administrator Publisher によ

り VMware ThinApp から分離したアプリケーションを特定す

ることができます。 

第 3 章 5.10 
2008 年  
1 月 31 日 

100 ページ、コマンド ラインによるパブリッシュ: test.cfg コマ

ンド ラインを変更します。nvdtk.exe pubport.tkd –cfg 
"c:\program files\test.cfg" –user USER – password 
PASSWORD。 

第 3 章 5.10 
2008 年  
1 月 31 日 

100 ページ、表 17: パラメータ msi {body} に関する設定情報を

追加しました。 

設定名を additionalfiles および connectaiptosvc に修正し

ました。 

第 3 章 5.10 
2008 年  
1 月 31 日 

102 ページ: サンプル設定ファイルの 後に右角括弧を追加し

ました。 

第 3 章 5.10 
2008 年  
1 月 31 日 

103 ページ、コマンド ラインでパブリッシュするファイルを定

義する:–file パラメータを使用するコマンド ラインのサンプル

を次のとおり変更しました。nvdtk.exe pubport.tkd –cfg 
"c: \program files\test.cfg" -file "c:\program 
files\testfile" –user USER –password PASSWORD 

第 3 章 5.10 
2008 年  
1 月 31 日 

103 ページ、複数の .msi ファイルをパブリッシュする (バッチ 
モード): ディレクトリのスキャン方法に関する詳細と指定した場

所に配置されたファイルに関する詳細を追加しました。 

第 3 章 5.10 
2008 年  
1 月 31 日 

104 ページ、複数の .msi ファイルをパブリッシュする (バッチ 
モード): スキャンするための場所を指定するPublisherを実行する

際に使用することのできるコマンド ラインのサンプルを次のと

おり変更しました。nvdtk.exe pubport.tkd –batchmsi 

"c:\msifileslocation" –user USER –password PASSWORD 。 

第 3 章 5.10 
2008 年  
1 月 31 日 

104 ページ、複数の .msi ファイルをパブリッシュする (バッチ 
モード): Publisher ログ ファイルの名前を Publisher.log から 
pubport.log に変更しました。 
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章 バージョン 変更点 

第 3 章 5.10 
2008 年  
1 月 31 日 

106 ページ、シンボリック置換を使用して 設定ファイルの値を

カスタマイズする: MSI Properties Configuration ファイルに

組み込まれたサンプルを修正しました。本ファイルの以前パブリ

ッシュしたバージョンは作動しないため、使用しないでください。 

第 3 章 5.10 
2008 年  
1 月 31 日 

219 ページ: 大サイズ、合計サイズ、 選択したサイズなど機能

セット エディタのメニュー オプション を定義しなおしました。 
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サポート 

次の HP Software Web サイトを参照してください。 

www.hp.com/go/hpsoftwaresupport 

この Web サイトには、HP Software の製品、サービス、サポートに関するお問い合わせ先情報

が掲載されています。  

HP Software オンライン ソフトウェア サポートでは、お客様自身が問題を解決するのに有益な

情報を提供します。ビジネスを管理するのに必要な、対話型技術サポート ツールにアクセスす

る、素早く効率的な方法を提供しています。サポートを受けるお客様は、サポート サイトを使っ

て以下のことができます。 

関心がある知識ドキュメントの検索 

サポート事例および機能強化リクエストの提出とサポート状況の追跡 

ソフトウェア パッチのダウンロード 

サポート契約の管理 

HP サポート連絡先の確認 

利用可能なサービスに関する情報の確認 

他のソフトウェア顧客とのディスカッションへの参加 

ソフトウェア トレーニングの検索と登録 

サポート エリアのほとんどでは、HP Passport ユーザーとして登録し、サインインすることが

必要です。サポートのアクセス レベルに関する詳細については、次の URL を参照してください。 

http://h20230.www2.hp.com/new_access_levels.jsp 

HP Passport ID を登録するには、次の URL を参照してください。 

http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html 

http://www.hp.com/go/hpsoftwaresupport
http://h20230.www2.hp.com/new_access_levels.jsp
http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html
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1 はじめに 

はじめに 

『HP Client Automation Administrator ユーザー ガイド』(Admin ガイド) で
は、Windows、Linux、Macintosh に使用することのできるプラットフォーム向

け HP Client Automation Administrator (Administrator) の以下の 6 つの機能

について説明しています。 

• Agent Explorer (Windows、Linux) 

• AMP Editor (Windows) 

• CSDB Editor (Windows) 

• Packager (Windows) 

• Publisher (Windows、Linux、Macintosh) 

• Screen Painter (Windows) 

AMP Editor の詳細については、本書では説明していません。『HP Client Automation 
Application Management Profiles ユーザー ガイド』(AMPs ガイド) を参照して

ください。 

このマニュアルの Core Server および Satellite 
Server での使用 

 
お使いの環境で Core サーバーおよび Satellite サーバーを使用する場

合、まず『Core および Satellite Servers 入門ガイド』をお読みくださ

い。当該マニュアルに記載されているインストール、設定、トラブル

シューティングに関する情報はこのマニュアルに記載されている情報

より優先される可能性があります。 



 

16 第 1 章 

対象 

HP Client Automation (HPCA) 製品の管理者は 本書から、Administrator のイ

ンストール方法とその 5 つの機能の使用方法について習得することができます。 

前提条件 

Administrator を使用する前に、HP Client Automation Configuration Server 
(Configuration Server) および HP Configuration Management Configuration 
Server Database (CSDB) について理解する必要があります。『HP Client 
Automation Configuration Server ユーザー ガイド』(Configuration Server ガイ

ド) および『HP Client Automation Configuration Server Database リファレンス 
ガイド』(CSDB リファレンス ガイド) を参照してください。 

Administrator について 

Administrator には、Configuration Server Database (CSDB) の内容を操作す

るために使用するツール群が搭載されています。 

• Agent Explorer 
Client Automation オブジェクトを作成し、編集することができます。 

• AMP Editor 
デスクトップ クライアントで一般的に必要とされるソフトウェア製品 (Microsoft 
Office 2007、Symantec Antivirus、および Citrix Presentation Agent など) 
を迅速に配布および管理できます。『AMPs ガイド』を参照してください。 

• CSDB Editor 
CSDB の内容を検査し、操作することができます。 

• Packager 
パッケージに含めるべきコンポーネントがよくわからない場合に、インスト

ール モニタ モードと呼ばれるパッケージング方式を使用することができま

す。この方式では、ソフトウェアのインストールの前後にスキャンを実行し

ます。2 つのスキャン結果の相違点がパッケージの内容になります。 
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• Publisher 
コンポーネントの選択モードを使用してパッケージを作成し、それから 
CSDB にそのパッケージを追加できます。この方式を使用する場合には、パ

ッケージに追加する各コンポーネントを選択します。 

• Screen Painter 
ダイアログ ボックスを設計し、作成できます。 

各章のまとめ 

• 第 2 章, パッケージ化およびパブリッシュ  
パッケージ化プロセス、パブリッシュプロセスおよび特定のニーズに合わせ
て使用できる製品について説明します。 

• 第 3 章, Windows 用 Administrator  
Windows用Administratorのインストール方法およびその機能の使用方法に
ついて説明します。 

• 第 4 章, Linux および Macintosh 用 Administrator   
Linux および Macintosh 用 Administrator の使用方法およびその機能の使
用方法について説明します。 

• 付録A, コンポーネント インスタンスを修正する  
ファイルの配布済みコンテンツを、Admin CSDB Editor 内からダイナミッ
クに編集する方法について説明します。 

• 付録 B, 命名規則  
CSDB に格納されたデータを整理する点で、命名規則がどのように役立つか
について説明します。 

関連ドキュメント 

HP Client Automation Application Manager および Application Self-service 
Manager インストール および設定ガイド(Application Manager および Application 
Self-service Manager ガイド) 

HP Configuration Management Batch Publisher インストールおよび設定ガイ

ド(Batch Publisher ガイド) 

HP Client Automation Configuration Server Database リファレンス ガイド(CDSB 
リファレンス ガイド) 
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HP Client Automation Configuration Server ユーザー ガイド Configuration 
Server ガイド 

HP Client Automation Essential ガイド(Essential ガイド) 

HP Configuration Management Extension Windows インストーラ用入門ガイ

ド (Extensions WI 用入門ガイド) 

HP Configuration Management Extension Windows インストーラ用ユーザー 
ガイド (Extensions WI 用ガイド) 

HP Client Automation Knowledge Base Server インストールおよび設定ガイド

(KB Server ガイド) 

HP Client Automation OS Manager ハードウェア設定ユーザー ガイド ハード

ウェア設定ガイド 

HP Client Automation OS Manager System Administrator ガイド(OS Manager 
ガイド) 

HP Client Automation Application Management Profiles ユーザー ガイド(AMPs 
ガイド) 
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2 パッケージ化およびパブリッシュ 
この章は以下を目的としています。 

• データのパッケージングとパブリッシングの違いを理解する。 

• データのパッケージ化のためにどの Client Automation 製品を使用するかを

理解する。 

• データのパブリッシュのためにどの Client Automation 製品を使用するかを

理解する。 
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はじめに 

Client Automation では、データを環境に配布する前に、2 つの方法で処理する
必要があります。まずデータをパッケージ化し、それから  Configuration 
Server Database (CSDB) にパブリッシュします。Client Automation 製品のな
かには、このようなオペレーションを実行するものもあります。いずれの製品を
使用するかは、配布を行うデータのタイプ及びオペレーティングシステムによっ
て違いますが、HP Client Automation Administrator (Administrator) を実行
させます。 

本章では、パッケージ化プロセス及びパブリッシュプロセスおよび特定のニーズ
に合わせてどの製品を使用するかについて説明します。 

パッケージ化とパブリッシュの比較 

Client Automation では、データのパッケージ化とパブリッシュは 2 つの異なる

プロセスです。配布するデータには、会社の電話帳のような単一のデータ ファイ

ルから、Microsoft Office のようなアプリケーション スイート全体まで、様々な

種類があります。 

• Packaging 
管理するソフトウェアのコンポーネントを確認し、それらを パッケージ にま

とめるプロセスです。Packages には、ソフトウェアを構成するファイル、

ショートカット、リンク、およびレジストリ エントリが含まれます。 

• Publishing 
とは、パッケージとそれに組み込まれた情報を CSDB にインポートするプロ

セスです。パッケージのパブリッシュは、その内容をお使いの環境に分散し

て配布する前に行う必要があります。 

パッケージ化 

パッケージを作成する 2 つの主な方法は、インストール モニタ モードとコンポ
ーネント選択モードです。使用するモードを決める際には、アプリケーションがど
の程度複雑か、アプリケーションの構造についてユーザーがどの程度知識を持って
いるか、アプリケーションのネイティブ インストール機能を使用するかどうか
などが考慮の対象になります。 
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図 1      データのパッケージ化 

 

• インストール モニタ モードは、Packagerの機能です。  
インストール モニタ モードでは、Packager がソフトウェアのインストール
の前後にコンピュータをスキャンして、パッケージするものを決定します。
インストール前後のスキャンの差分により、コンピュータに対する変更が判
別されます。これらの差分が、CSDB に転送されるパッケージになります。
アプリケーションを構成するコンポーネントの一部が不明な場合は、インス
トール モニタ モードでパッケージ化することをお勧めします。このプロセ
スの詳細については、Packager (47 ページ) を参照してください。 

• コンポーネントの選択モードは、Publisher の機能です。  
コンポーネント選択モードでは、ファイル、ディレクトリ、レジストリ エ
ントリ、リンクなど、アプリケーションの個別のコンポーネントを選択しま
す。パッケージのすべてのコンポーネントを問題なく識別できる、単純なデ
ータやアプリケーションをパッケージ化する場合には、このモードを使用する
ことをお勧めします。このプロセスの詳細については、Publisher (72 ページ) 
を参照してください。 

パッケージを作成した後、それを CSDB にパブリッシュします。パッケージは 
CSDB にコピーされ、以下のような複数のインスタンスが作成されます。 

• Application Packages (PACKAGE) インスタンス。転送されたパッケージ

を表します。 

• パッケージ内の各ファイルに対し 1 つのファイル リソース (FILE) インスタンス。 
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• Desktop (DESKTOP) インスタンス。パッケージ内のプログラム グループ、
リンク、およびショートカットごとに 1 つずつ作成されます。 

• Path (PATH) インスタンス。ソフトウェアがインストールされる 一意のパ
スごとに 1 つずつ作成されます。 

• Registry Resources (REGISTRY) インスタンス。パッケージ内のハイブご
とに 1 つずつ作成されます。 

 
ここで説明した各インスタンスは、PACKAGE や FILE など、
SOFTWARE ドメインのデフォルト クラスのいずれかに格納され
ます。また、DLL クラスのような独自のクラスを CSDB に追加す
ることもできます。クラスの追加方法の詳細については、クラス
を追加する (142 ページ) を参照してください。 

パッケージの転送後に、CSDB Editor を使用して、サービスを作成し、ポリシ
ーを割り当てます。詳細は、『HP Client Automation Application Manager お
よび Application Self-service Manager インストールおよび設定ガイド』
（『Application Manager および Application Self-service Manager ガイド』）
の「Entitlement」の章を参照してください。 

パッケージ化の際の考慮アイテムのチェックリスト 

データをパッケージ化する前には、多くの点を考慮する必要があります。 

全般 

• パッケージ化されるデータの内容をどの程度把握していますか。 

— 単純なパッケージで、そのコンポーネントを問題なくすべて把握できる
場合には、 Publisher のコンポーネントの選択モードを使用します。 

— 複雑なパッケージで、含めるべきファイルが把握できていない場合は、
Packager のインストール モニタ モードを使用します。 

• パッケージ名の命名については、現在の組織の命名規則に従ってください。
付録 B (ページ 命名規則) を参照してください。 

• 一意のセッション ID を付けるかどうかについては、現在の組織の慣行に従っ
てください。 

システム設定 

必須のシステム 設定を設定する (59 ページ) を参照してください。 

• ターゲット コンピュータ (ワークステーションまたはサーバー) のオペレー

ティング システムは何ですか。 

• データの処理に必要な RAM は何 MB ですか。 
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• データの処理に 低限必要なプロセッサ速度は何 MHz ですか。 

64 ビット アプリケーション 

64 ビットコンピュータで 64 ビット アプリケーションをパッケージ化する場合、
ならびに 32 ビット コンピュータで 32 ビット アプリケーションをパッケージ化
する場合には、ターゲット コンピュータのビット アーキテクチャにはかかわり
なく、Packager を使用します。これにより、1 つのパッケージ化セッションで、
32 ビットおよび 64 ビットのレジストリおよびファイル システムの両方にアク
セスすることを避けられます。 

Program Files ディレクトリに配布される 32 ビット アプリケーションは、64 
ビット マシン上の Application Manager で Program Files (x86) ディレクトリ
にリダイレクトされることはありません。これは、環境変数によって実装されて
いる規則で、ハード的な要求ではありません。32 ビット アプリケーションを 
Program Files ディレクトリにインストールしたとしても、同じデバイス上で、
同じ Program Files ディレクトリにアプリケーションの 64 ビットバージョン
を配布することがない限り、悪影響はありません。もしもこのような状況が生じ
た場合には、解決する方法は 2 通りあります。 

• CSDB を Editor 使用して 32 ビットのパッケージをコピーし、Program Files 
PATH インスタンスを Program Files (x86) を参照するように変更します。 

• アプリケーションを MSI インストールに変換し、MSI に正しい Program Files 
の場所を決定させる。 

64 ビット オペレーティング システム上のパッケージ化およびパブリッシュ ツ
ールは自動的に ZSTOP 式を生成します。2 つの例を示します。 

• WORDPOS(EDMGETV(ZMASTER,ZOSTYPE),'WINX64_NT')=0 

• WORDPOS(EDMGETV(ZMASTER,ZOSTYPE),'WINIA64_NT')=0 

アクティブ化オプション 

• アプリケーションを配布後すぐにアクティブ化しますか、後でアクティブ化
しますか。日付と時刻の制約を設定する (60 ページ) を参照してください。 

• 配布するアプリケーションのバージョンは何ですか。また、それをいつア
クティブ化しますか。詳細については、『Application Manager および 
Application Self-service Manager ガイド』の「サービスを準備する」の章
を参照してください。 

データ オプション 

[データ オプション] タブ (51 ページ) を参照してください。 

• 使用する圧縮のタイプは何ですか。 

• データの保存先は CSDB ですか、プロキシ サーバーですか。 
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• NTFS ボリュームに配布中のファイルとフォルダに対して、セキュリティ設
定を保持しますか。 

• Application Self-service Manager エージェントにメンテナンスを配布しま
すか。  

• リソースはどのように転送しますか。[ロック メソッドを強制する] を使用
しますか。ロック ファイル メソッド (52 ページ) を参照してください。 

• 更新を送信し、変更部分のみを配布しますか。 

検証オプション 

[管理エージェント] タブ (48 ページ) を参照してください。 

• 標準のデフォルト検証オプションを使用しますか。 

• インストールは今回が初めてですか。検証しなければならないものがありま
すか。 

• ファイルの配布時に、日、時刻、サイズのどの統計情報をチェックしますか。 

• すべてのファイルを更新しますか、新しいファイルのみを更新しますか。 

• ファイルが既に存在する場合、新しいファイルを再配布することで、既存の
ファイルの変更内容が上書きされても良いですか。 

• ファイルを配布するかどうかを判別する基準として内部バージョンを使用し
ますか。 

配信オプション 

[管理エージェント] タブ (48 ページ) を参照してください。 

• ファイルまたはメソッドを配布する順番は決まっていますか。  

• データは必須ですか、オプションですか。Application Manager がインスト
ールされている場合、配信できるのは必須ファイルのみです。 

• 必要なのは、ユーザー コンテキストで配布されたファイルですか、マシン 
コンテキストで配布されたファイルですか。 

エージェントの動作 

[エージェントの動作] タブ (53 ページ) を参照してください。 

• ファイルの配布後に実行するメソッドがありますか。ある場合は、どのメソッ
ドを実行しますか。 

• 配布されたファイルを有効にしなければならない事態が発生しますか。その
ような事態が発生する場合は、配布されたファイルを有効にするために、ど
のメソッドを実行しますか。 
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• サブスクライバがソフトウェアにこれ以上サブスクライブされない場合は、
ファイルを削除しますか。 

• 配布しているファイルの新旧バージョンを比較しますか。比較する場合は、
どのメソッドを使用しますか。 

どの製品を使用したらよいか 

HP Client Automation には、データのパッケージ化とパブリッシュで使用でき
る、いくつかのツールが用意されています。作成およびパブリッシュするリソー
ス パッケージのタイプを確認してから、必要な Client Automation パッケージ
化用製品およびパブリッシュ用製品を選択してください。 

図 2      パッケージ / パブリッシュ オプション 

 

• Windows インストーラ ファイルをパッケージ化する場合は、Packager for 
Windows Installer を使用します。『Extensions Windows インストーラ用ユ
ーザー ガイド』を参照してください。 

• Windows インストーラ ファイル、OS イメージ、またはハードウェア構成を
パブリッシュする場合は、Publisher を使用します。Publisher (72 ページ) 
を参照してください。 

• Windows 用のその他のすべてのタイプのファイルやアプリケーションをパ
ッケージ化およびパブリッシュする場合は、Packager を使用します。 
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Windows 

• Packager 
インストール モニタ モードを使用して Windows アプリケーションをパッ
ケージ化およびパブリッシュする場合に使用します。 

• Publisher 
OS イメージ、ハードウェア構成、および MSI ファイルをパッケージ化およ
びパブリッシュする場合、そしてコンポーネントの選択モードを使用する場
合に使用します。 

• Batch Publisher  
パブリッシュを自動化する場合に使用します。下記の Batch Publisher を参照
してください。 

• Packager for Windows Installer  
これは Extensions for Windows Install のコンポーネントで、MSI パッケ
ージを作成する場合に使用します。 

Linux 
Linux では 2 つのパッケージ化/パブリッシュ ツールを使用できます。 

• Publisher 
データをパッケージ化およびパブリッシュする場合に使用します。このツール
には、パブリッシュ用のコンポーネントの選択モードだけが含まれています。 

• Batch Publisher  
パブリッシュを自動化する場合、そしてネイティブな Linux ソフトウェア
パッケージをパブリッシュする場合に使用します。 

Macintosh 
Macintosh では、Administrator ツールのうち、Admin Publisher だけが使用でき
ます。アプリケーションをコンポーネントの選択モードでパッケージ化し、CSDB 
にパブリッシュするために使用します。 

Batch Publisher 

Batch Publisher は、コンポーネントの選択モードを使用する、コマンドラインの
代替プログラムです。パッケージを作成し、それらを CSDB に格納するための、
自動化された、コマンドラインのプロセスを提供します。『HP Configuration 
Management Batch Publisher インストールおよび設定ガイド』(Batch Publisher 
ガイド) を参照してください。 
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Batch Publisher は、以下のことが行えます。 

• 複数のドライブやファイル システム上でファイルを検索できます。 

• 任意のマップされたドライブやファイル システムからファイルを検索し、

パブリッシュできます。 

• 検索対象のサブディレクトリを制限するように設定できます。 

• ファイル レベルでファイルを含めたリ除外したりできます。 

• ファイルをタイプ別に選択できます。 

Batch Publisher は、内部的なアプリケーションに頻繁にパッチを適用するよう

に適応させることもできます。コンテンツを修正する機能には信頼性があり、指

定された時刻やあらかじめ設定された間隔で継続的に実行するように設定できま

す。Batch Publisher は、コマンド プロンプトを呼び出せる任意のスクリプトや

コード内から簡単に実行できます。 

Native Packaging 

Native Packaging は、特に UNIX 環境用にデザインされた、Batch Publisher 
の機能です。Native Packaging は、コマンドライン駆動型のコンテンツ パブリッ

シュ ツールで、ネイティブな HP-UX および Solaris ソフトウェアをサポートし

ます。Native Packaging は、Batch Publisher を UNIX システムに通常の方法

でインストールすると、インストールされます。 

Native Packaging は、UNIX ネイティブなソフトウェアの保管場所を調査して利

用可能なネイティブ パッケージを検索し、ネイティブなソフトウェアをラップ化

して Configuration Server にパブリッシュします。Native Packaging は、ネイティ

ブなソフトウェアをエンド エージェントに直接インストールするために必要な、

すべての情報をパブリッシュします。Application Manager エージェントをイン

ストールすると、Native Packaging を使用してパブリッシュされるパッケージを

配布するときに必要な Tcl スクリプトが IDMSYS ディレクトリに含められいます。

詳細については、『Batch Publisher ガイド』を参照してください。 

 
Batch Publisher は、HP が提供するオプション機能です。詳細につい

ては、営業担当者にお問い合わせください。 
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3 Windows 用 Administrator 
この章は以下を目的としています。 

• HP Client Automation Administrator (Administrator) とその機能コンポー

ネントのインストール方法を理解する。 

• Agent Explorer を使用してオブジェクトを作成し、編集する方法を理解する。 

• Packager を使用してデータを CSDB にパッケージ化し、パブリッシュする

方法を理解する。 

• Publisher を使用してデータを CSDB にパッケージ化し、パブリッシュする

方法を理解する。 

• Screen Painter を使用してダイアログボックスを設計し、作成する方法を理

解する。 

• CSDB Editor を使用して、希望する状態を作成し、維持する方法を学ぶ。 
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インストール 

Administrator インストール プログラムでは、Microsoft Windows インストー

ラを使用します。プログラムは、6 つの機能セット、つまり⎯ Agent Explorer、
Packager、Publisher、Screen Painter、CSDB Editor、および AMP Editor を
含む、1 つの MSI パッケージから構成されています。 

システム要件 

• クリーンなコンピュータ(クリーンなコンピュータ とは、ターゲット サブスク
ライバのオペレーティング システムのみがインストールされているコンピュ
ータのことです。) 

• Windows 2000、Server 2003、XP、または Vista (x86 または適用可能な場
合には x64)。 

• HP Client Automation Configuration Server (Configuration Server) への 
TCP/IP 接続。 

• 800 x 600 の 低解像度。 

• Windows 2000、Windows Server 2003、Windows XP、Vista の場合、
Administrator をインストールするには、コンピュータの管理者権限が必要
です。 

プラットフォーム サポート 

サポートされているプラットフォームの詳細については、本リリースに付属の 
HPCA 7.20 リリース ノートを参照してください。 

インストール ファイルについて 
このセクションでは、インストールで使用するファイルについて説明します。 

setup.exe 

setup.exe は Client Automation infrastructure メディアの Configuration 
Server\management_infrastructure\administrator_workstation\win32\ 
フォルダにあります。これは、すべてのコマンドライン パラメータを受け付け、
Windows インストーラに渡します。 

ネットワーク インストール用に Windows インストーラの管理インストール ポ
イント (AIP: Administrative Installation Point) を作成することもできます。 
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Windows インストーラの管理インストール ポイント (AIP) は、管理
制御ポイント (ACP：Administrative Control Point) とも呼ばれます。 

AIP は、Windows インストーラを起動し、指定したパラメータをインストーラ
に渡します。指定のターゲット ディレクトリに Windows インストーラの管理
インストール ポイント (AIP) を作成するには、次のように入力します。 

SETUP.EXE /a TARGETDIR=drive:\targetdirectory /qb 

ターゲット ディレクトリには HPCAE-ADMIN72.MSI、インストール フォルダ、

および setup.exe が格納されます。 

HPCAE-ADMIN72.MSI 

HPCAE-ADMIN72.MSI は、インストールのデフォルト設定情報が格納されている MSI 
データベース ファイルです。このファイルは、Client Automation infrastructure 
メディアの Configuration Server 
\management_infrastructure\administrator_workstation\win32 フォルダ
に格納されています。 

 Administrator のインストール Windows 用 

この節では、Administrator for Windows をインストールする方法について説明

します。 

 
Configuration Management 4.2i 以上の Administrator は、Configuration 
Management 4.0 以下のエージェントと互換できません。エージェント 
オブジェクトは破損したようです。4.2i または 5.0 Administrator を 
4.0.x エージェント マシンにインストールすると、CENCODE 変数を 
LICENSE.EDM オブジェクトに追加します。これは、4.0 エージェントに
破損したようなバージョン 4.0 オブジェクトを作成するよう NVDKIT 
に指示します。4.2i 以上の Administrator と 4.0 以下のエージェント
は、同じマシンで共存できません。エージェントと Administrator は、
同じレベルである必要があります。4.0 エージェントをもう一度動作さ
せるには、LICENSE.EDM オブジェクトから CENCODE 変数を削除し、
マシンから Administrator を削除してください。 

インストール ウィザード 

Administrator for Windows をインストールするには、インストール ウィザー

ドを使用できます。 
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インストール ウィザードを使用して Administrator をインストールするには 

1 インストールメディアの Administrator インストール ファイルが格納され
ているフォルダで、setup.exe を実行します。Administrator インストール 
ウィザードが開きます。 

2 [次へ] をクリックします。[エンドユーザー ライセンス契約] ウィンドウが表
示されます。 

3 ライセンス契約を読み、ライセンス契約に同意して、[次へ] をクリックします。 

Client Automation agent がコンピュータにインストールされていない場合
は、[保存先フォルダ] ウィンドウが表示されます。 

 
Client Automation agent が既にコンピュータにインストールされ

ている場合、[保存先フォルダ] ウィンドウが開かず、Administrator 
は Client Automation agent と同じ場所にインストールされます。 

Administrator の別の保存先を選択する場合は、[ブラウズ] をクリックして
適切な保存先フォルダを指定し、[OK] をクリックして継続します。 

4 [次へ] をクリックします。[Configuration Server] ウィンドウが表示されます。 

5 [IP アドレス] テキスト ボックスに Configuration Server の IP アドレスを
入力します。 

6 [ポート] ボックスにポート番号を入力します（デフォルトは 3464 です）。 

7 [次へ] をクリックします。[ライセンス] ウィンドウが表示されます。 

8 有効なライセンス  ファイルを入力します  (Starter、Standard または 
Enterprise 版) または移動し、そのファイルを選択します。  

9 [次へ] をクリックします。[機能の選択] ウィンドウが表示されます。 

— 手順 8 で説明した Starter または Standard ライセンス ファイルを入力
した場合、いずれを選択したかによって 2 つの機能が得られます。HPCA 
Admin Agent Explorer および HPCA Admin Publisher。 

— 手順 8 で説明した Enterprise ライセンス ファイルを入力した場合、い
ずれを選択したかによって 6 つの機能が得られます。HPCA Admin 
Agent Explorer、HPCA Admin Packager、HPCA Admin Publisher、
HPCA Admin Screen Painter、HPCA Admin CSDB Editor、HPCA 
AMP Editor。 

 
手順 8 で説明した Enterprise ライセンス ファイルを入力した場

合、次のウィンドウが表示されます。 
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10  をクリックして、インストールする機能を選択します。 

 
すべての機能に同じオプションを設定するには、[HP Client 
Admin] の隣の  をクリックして適切なオプションを選択

し、すべての機能に設定を適用します。 

 をクリックするたびに、その機能のショートカット メニューが表示さ

れます。 

11 ショートカット メニューから、インストール オプションを選択します。こ

れらのオプションの説明は、下記の表 1 を参照してください。 

表 1      Administrator の機能の設定 

オプション 説明 

ローカル ハード ドライ

ブにインストールします 
上位に表示される機能をローカル ハード ドライ

ブにインストールします。ただし、下位機能はイ

ンストールしません。 
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オプション 説明 

機能全体をローカル ハ
ード ドライブにインス
トールします 

下位機能も含め、機能全体をインストールします。 
注意: このインストール プログラムでは、このオ
プションまたは [ローカル ハード ドライブにイン
ストールします] オプションをどの機能に対して
選択しても、これらの機能には下位機能がないた
め、インストール結果は同じになります。 

機能全体が使用できなく
なります 

機能はインストールされません。以前にインスト
ールした機能は削除されます。 

12 インストールに必要なディスク容量を確認するには、[必要ディスク容量] を
クリックします。 

13 [次へ] をクリックします。[アプリケーションをインストールする準備がで
きました] ウィンドウが表示されます。 

14 [インストール] をクリックしてインストールを開始します。インストールが
完了すると、Administrator には正常にインストールされたことを示すウィ
ンドウが表示されます。 

15 [完了] をクリックしてインストールを終了します。 

コマンド ラインによるインストール 

コマンド ラインを使用して Administrator をインストールすることもできます。

Administrator のインストール ファイルが格納されているディレクトリから、

次の構文でコマンド ラインを入力します。 

SETUP.EXE FeatureStateArgument=Feature1,Feature2 

ここで、FeatureStateArgument は、下記の表 2 に示す引数で、Feature1 
と Feature2 は、表 3 (35 ページ) に示す引数です。 

表 2      Administrator の  機能状態引数 

指定可能な引数 機能の状態の設定 

ADDLOCAL [ローカル ハード ドライブにインストールします] に
設定する機能のカンマ区切りリストを入力します。 

ADDSOURCE [ネットワークから実行する形式でインストールし

ます] に設定する機能のカンマ区切りのリストを

入力します。 
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指定可能な引数 機能の状態の設定 

ADVERTISE [機能は必要になったときにインストールできま

す] に設定する機能のカンマ区切りのリストを入

力します。 

REMOVE [機能全体が使用できなくなります] に設定する機

能のカンマ区切りのリストを入力します。 

この場合、削除されるのは機能のみであり、⎯製

品全体ではありません。したがって、REMOVE 
プロパティを使用して各機能名を入力しても、

Core の製品はコンピュータにインストールされた

ままとなります。 

製品全体を削除するには、「REMOVE=ALL」と

入力します。 

表 3      Admin の機能引数 

Admin の機能 機能引数 

Agent Explorer NVDINSTALLCLIENTEXPLORER 

Packager NVDINSTALLPACKAGER 

Publisher NVDINSTALLPUBLISHER 

Screen Painter NVDINSTALLSCREENPAINTER 

CSDB Editor NVDINSTALLSYSTEMEXPLORER 

AMP Editor NVDINSTALLAMPEDITOR 

例 

コンピュータに Admin Packager だけをインストールする場合には、以下のコ

マンドラインを入力します。 

SETUP.EXE ADDLOCAL=NVDINSTALLPACKAGER 

コンピュータに CSDB Editor と Agent Explorer をインストールする場合には、以

下のコマンドラインを入力します。 

SETUP.EXE ADDLOCAL= 
NVDINSTALLSYSTEMEXPLORER,NVDINSTALLCLIENTEXPLORER 
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コマンド ラインからインストールを実行する場合は、必ず Configuration 
Server の IP アドレスをインストール プログラムに渡してくださ

い。次に例を示します。 
SETUP.EXE NVDOBJZMASTER_ZIPADDR=10.10.10.1 

追加のコマンド ライン引数 

下記の表 4 では、コマンド ラインでインストール プログラムに渡すことができ

る追加の引数について説明します。 

表 4      コマンド ライン引数 

引数 説明 

/qn サイレント インストールを実行します。 

/qb インストール時に進行状況バーのみを表示します。 

/l*v 
drive:\install.log 

Windows インストーラの詳細なログを作成します。 

注意: このオプションを使用すると、インストールの

パフォーマンスに影響が生じる可能性があります。 

/a TARGETDIR= 
drive: 
\targetdirectory 

指定のターゲット ディレクトリに Windows インス

トーラの AIP を作成します。 

ターゲット ディレクトリには、HPCAE-ADMIN72.MSI 
インストール フォルダ、および setup.exe が格納

されます。 

AIP の作成後は、setup.exe を実行して、適切なコ

マンド ライン パラメータを渡すことができます。こ

れにより、Windows インストーラが起動し、指定し

たパラメータがインストーラに渡されます。 

INSTALLDIR=  使用するインストール ディレクトリを指定しま

す。パスにスペースが含まれる場合は、二重引用符

で囲みます。 

Administrator のインストールの変更 

Windows インストーラのインストール プログラムは、Administrator の変更、

修復、および削除を行う機能を備えています。 
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インストール ウィザードを使用して インストールを変更する 

この節では、インストール ウィザードを使用して Administrator の変更、修復、

および削除 (アンインストール) を行う方法について説明します。 

 
Administrator の特定の機能を削除するには、[アプリケーションのメン

テナンス] ウィンドウの [変更] オプションを使用します。 

インストール ウィザードを使用して Administrator インストールを変更するには 

1 インストールメディアの Administrator インストール ファイルが格納され
ているフォルダで、setup.exe を実行します。[アプリケーションのメンテ
ナンス] ウィンドウが表示されます。 

2 [変更]、[修復]、または [削除] オプションを選択します。 

3 [次へ] をクリックします。 

— [変更] を選択すると、[機能の選択] ウィンドウが表示されます。変更する
機能を選択して、[インストール] をクリックします。機能の設定について
の詳細は、インストール ウィザード (31 ページ) を参照してください。 

— [修復] を選択すると、[アプリケーションを修復する準備ができました] 
ウィンドウが表示されます。[インストール] をクリックします。 

— [削除] を選択する場合には、[削除] をクリックします。 

4 [完了] をクリックします。 

コマンド ラインを使用してインストールを変更する 

この節では、コマンド ラインを使用して Administrator の変更、修復、および
削除 (アンインストール) を行う方法について説明します。 

コマンド ラインを使用して Administrator をインストールするには 

• インストールメディアの Administrator インストール ファイルが格納され
ているフォルダで、以下のコマンドラインを入力します。 

SETUP.EXE FeatureStateArgument=Feature1,Feature2 

ここで、FeatureStateArgument は、表 2 (34 ページ) に示す引数で、
Feature1 と Feature2 は、表 3 (35 ページ) に示す引数です。 

例 

CSDB Editor および Agent Explorer を削除するには、次のとおり入力します。 
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SETUP.EXE REMOVE=NVDINSTALLSYSTEMEXPLORER, 
NVDINSTALLCLIENTEXPLORER /qn 

Packager をローカル ハード ドライブにインストールし、CSDB Editor および 
Agent Explorer を使用できないようにする場合は、次のコマンド ラインを使用

します。 

SETUP.EXE ADDLOCAL=NVDINSTALLPACKAGER 
REMOVE=NVDINSTALLSYSTEMEXPLORER,NVDINSTALLCLIENTEXPLORER 
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Agent Explorer 

この節では、Agent Explorer を使用して Client Automation オブジェクトを作
成し、編集する方法について説明します。 

Agent Explorer は Administrator と一緒に自動的にインストールされます。Agent 
Explorer を診断ユーティリティとして使用して、デスクトップ上のローカル オ
ブジェクトを表示できますし、必要であれば、既存のオブジェクトを編集したり、
新しいオブジェクトを作成したりすることができます。 

環境下で、単一のファイル サーバーに依存している複数の Client Automation 
agents がある場合には、Agent Explorer を使用して、ファイル サーバー上に格
納されたオブジェクトを編集することができます。 

Agent Explorer を使用して、その他の Client Automation agent デスクトップ
上のオブジェクトを編集することができます。診断目的では、ローカル エリア 
ネットワーク (LAN) に接続された他の Client Automation Agent 用に設定され
たオブジェクトを表示し、編集することができます。 

 
Client Automation 画面オブジェクトを Agent Explorer で表示すること
はできますが、実際の画面は表示されません。Client Automation 画面
は、Screen Painter を使用して作成し、編集する必要があります。
Agent Explorer で表示しているときに、画面オブジェクトの変数を破壊
しないように注意してください。 

Agent Explorer の開始 
次の手順は、Agent Explorer を開く、および閉じる方法を説明しています。 

Agent Explorer を開くには、 

• [HP Client Automation Administrator] フォルダの [Client Automation 
Administrator Agent Explorer] をクリックするか、 

または 

コマンド ラインで NVDOBJED.EXE と入力します。 

Agent Explorer が開き、右側にオブジェクト リストが表示されます。図 3 
(40 ページ) を参照してください。オブジェクト リストには、表示および編集可
能な Client Automation オブジェクトの名前が含まれます。 

 
「Z」で始まるオブジェクトは、 Client Automation で使用されます。作成

するオブジェクトに名前を付けるときには、「Z」から始まる名前をクリッ

クしないよう推奨します。 
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図 3      Agent Explorer ウィンドウ 

 

Agent Explorer ウィンドウのメニュー 

オブジェクトを管理したり、Admin Agent Explorer ウィンドウの外見を管理し

たりするには、Admin Agent Explorer ウィンドウのメニューを使用します。 
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[ファイル] メニュー 
ファイル メニューを使用して、新しいオブジェクトを開く、コピー、削除、名前

変更、および作成します。 

表 5      Agent Explorer の [ファイル] メニュー 

メニュー オプ
ション 

機能 

新規作成 [新規作成] をクリックし、新しいオブジェクトの名前を入力
して、[OK] をクリックします。 

開く オブジェクト リストからオブジェクトを選択して、[開く] をク
リックします。オブジェクトの表示ウィンドウが表示されます。 

コピー オブジェクト リストからオブジェクトを選択して、[コピー] 
をクリックし、オブジェクトの特性のコピー先となる新規オ
ブジェクトの名前を入力して、[OK] をクリックします。 

名前の変更 オブジェクト リストからオブジェクトを選択し、[名前の変更] 
をクリックして、リストの古い名前の部分に新しい名前を入
力します。  

ディレクトリ
を変更 

[ディレクトリを変更] をクリックし、希望するディレクトリ
を表示して、[Enter] を押します。 

指定されたデ
ィレクトリ 

[指定されたディレクトリ] をクリックします。ショートカット 
メニューから [Admin]、[Lib]、または [System] を選択します。 

終了 [終了] をクリックして Agent Explorer を終了します。 

[編集] メニュー 

オブジェクトを操作するには、[編集] メニューを使用します。 

表 6      Agent Explorer の [編集] メニュー 

メニュー オプション 機能 

すべて選択 カーソルを右ペインにおいて、[すべて選択] をクリッ
クします。 

バイト変換 オブジェクト リストからオブジェクトを選択します。
リトル エンディアンとビッグ エンディアンの間で変換
するには、[バイト変換] をクリックします。 

オブジェクトの中で
検索 

[オブジェクトの中で検索] をクリックし、検索基準を
入力して、[検索] をクリックします。返されたオブジェ
クトのリストから、表示するオブジェクトをクリック
すると、オブジェクト表示ウィンドウが開きます。 
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表示メニュー 

Agent Explorer ウィンドウの表示方法をカスタマイズするには、[ビュー] メニュ

ーを使用します。 

表 7      Agent Explorer の [ビュー] メニュー 

メニュー オプション 機能 

ツール バー ウィンドウの上部にツール バーを表示するには、[ツー
ル バー] をクリックします。 

ステータス バー ウィンドウの下部にステータス バーを表示するには、
[ステータス] をクリックします。 

行全体を選択 選択したときに、オブジェクト リストの中のオブジェ
クト情報の行全体 (インスタンス数、サイズ、 終更新
日を含む) を強調表示するには、[行全体を選択] をクリッ
クします。  

グリッド線を表示 オブジェクト リストにグリッド線を表示するには、[グ
リッド線を表示] をクリックします。 

リフレッシュ ウィンドウを更新するには、[リフレッシュ] をクリッ
クします。 

オブジェクト オプ
ション 

[オブジェクト オプション] をクリックして、以下のい
ずれか 1 つ、または複数を選択します。 

• ライブ エディタ 
メモリの代わりにディスクの内容を編集します。 

• ごみ箱を使用 
削除したオブジェクトをゴミ箱に送ります。 

• Esc でオブジェクトを閉じる 
Esc を押すと、オブジェクトを閉じます。 

ビュー スタイル [ビュー スタイル] をクリックしてから、オブジェクトをア
イコンまたはリストのどちらで表示するかを選択します。 

ユーザー定義のディ
レクトリ 

[ユーザー定義のディレクトリ] をクリックし、ロード
するパスの名前を入力します。 

フォント [フォント] をクリックして、すべてのウィンドウの表
示で使用するフォントを選択します。 

[ウィンドウ] メニュー 

すべてのオブジェクトを閉じるには、[ウィンドウ] メニューを使用します。 
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表 8      Agent Explorer の [ウィンドウ] メニュー 

メニュー オプション 機能 

すべて閉じる 開いているすべてのオブジェクトを閉じるには、[すべ
て閉じる] をクリックします。 

[ヘルプ] メニュー 

[ヘルプ] メニューでは、Agent Explorer について情報を表示し、これを .edm ファ
イルのデフォルトのエディタとして登録することができます。 

表 9      Agent Explorer の [ヘルプ] メニュー 

メニュー オプション 機能 

デフォルト ビューア
ーとして登録 

Agent Explorer を .edm ファイルのデフォルトのエデ
ィタとして設定します。 

Agent Explorer につ
いて 

バージョンおよび著作権情報を表示します。 

オブジェクト表示ウィンドウ 
オブジェクト表示ウィンドウには、表示または編集できる Client Automation 
オブジェクトの内容が表示され、次の 4 つのドロップダウン メニューがありま
す。[オブジェクト]、[変数]、[インスタンス]、および [オプション] 。 

オブジェクト メニュー 

オブジェクトの管理、表示、および印刷を行うには、[オブジェクト] メニューを

使用します。 

表 10      [オブジェクト] メニューのオプション 

メニュー オプション 機能 

情報 [オブジェクトの情報] 画面を表示します。 

ソート マルチヒープ オブジェクトのヒープを、変数の値に
基づいてソートします。 

ソート順 ソート順として昇順または降順を選択します。 

印刷 オブジェクト表示ウィンドウの内容を印刷します。 

エクスポート オブジェクトを .CSV ファイルにエクスポートし、オ
ブジェクトファイルと同じ場所に置きます。 
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メニュー オプション 機能 

保存 行った変更を保存します。 

閉じる オブジェクト表示ウィンドウを閉じます。 

変数メニュー 

[変数] メニューでは、変数の追加、削除、名前変更、およびオブジェクトをその

変数の値に基づいてヒープ内で管理し、表示するために使用します。 

表 11      [変数] メニューのオプション 

メニュー オプション 機能 

追加 ユーザー指定名を持つ変数をオブジェクトに追加し
ます。 

削除 オブジェクトから変数を削除します。 

編集 変数の値を変更します。 

すべてを修正 オブジェクト内のすべてのヒープのこの変数の値を変
更します。 

フィルタ ユーザー指定文字列を含むすべての変数を表示します。 

名前の変更 オブジェクト内の変数の名前を変更します。 

行の値を計算 選択した変数に対して、オブジェクト内のすべてのヒー
プに対するすべての十進数エントリのみを合計します。 

検索 ユーザー選択変数に対して、値にユーザー指定文字列
を含むヒープを検索します。マルチヒープ オブジェ
クトでのみ利用可能です。 

次へ検索 検索する文字列を入力するために [検索] コマンドを
使用した後に、このコマンドはその文字列の次のオカ
レンスを検索します。 

前へ検索 検索する文字列を入力するために [検索] コマンドを
使用した後に、このコマンドはその文字列の前のオカ
レンスを検索します。 

置換 変数の値の中の、ユーザーが指定した文字列を検索し
て、置換します。 



 

Windows 用 Administrator 45 

[インスタンス] メニュー 

オブジェクト内のインスタンスの追加、削除、コピーを行い、オブジェクト内の

インスタンスを表示するには、[インスタンス] メニューを使用します。 

インスタンスはヒープとも呼ばれます。オブジェクト内の各インスタンスを表示

するには、オブジェクト ビュー ウィンドウの一番下にある [>>] または [<<] を
クリックします。 

表 12      [インスタンス] メニューのオプション 

メニュー  オプ

ション 
機能 

追加 空白の値を持つインスタンスを追加します。[変数] → [編集] 
と選択して値を入力します。 

削除 選択したインスタンスを削除します。[>>] または [<<] を
クリックして、削除するインスタンスに移動します。 

ヒープを複製 選択したインスタンスのコピーを、値を含めて作成しま

す。[>>] または [<<] をクリックして、複製するインスタ

ンスに移動します。 

ヒープのコピー先 選択したインスタンスを [インスタンスのコピー先] ダイア

ログ ボックスに入力したオブジェクトにコピーします。 

移動先 [新しいインスタンスの数] ダイアログ ボックスに入力し

た番号のインスタンスに移動します。 

ホーム オブジェクトの 初のインスタンスに移動します。 

末尾 オブジェクトの 後のインスタンスに移動します。 

[オプション] メニュー 

オブジェクト表示ウィンドウを管理するには、[オプション] メニューを使用します。 
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表 13      [オプション] メニューのオプション 

メニュー オプション 機能 

解決値 名前の付いたオブジェクトと属性を、アンパサン

ド規則 &(変数) によって、変数で置き換えた結果

を表示します。 

• &(DATE) は、オブジェクトのヒープ内の 
DATE 変数の内容を表示します。 

• &(ZERROR.ZERRDATA) は、現在のディレ

クトリ内の ZERROR オブジェクトから、

ZERRDATA 変数の内容を表示します。 

長さを表示 インスタンスの値で許されている文字数を表示し

ます。 

ビューを分割 2 つの連続するインスタンスの変数の値を同時に表

示します。 

ウィンドウの位置を保存 [オプション] メニューで行った、ウィンドウの形

式の変更を保存します。 

オブジェクトの形式 PC 用にはリトル エンディアン、UNIX および Mac 
用にはビッグ エンディアンを選択します。 

CSDB Editor から他のデータベースへのリダイレクト 

Agent Explorer を使用すれば、CSDB Editor を他のデータベースにリダイレク

トすることができます。 

CSDB Editor を他のデータベースにリダイレクトするには 

1 Agent Explorer を開きます。 

2 ZMASTER オブジェクトを選択し、右クリックして、オブジェクト表示ウィ

ンドウを開きます。 

3 ZIPADDR の値を、他の Configuration Server が動作しているコンピュー

タの名前または IP アドレスに変更します。 

CSDB Editor は、そのコンピュータに置かれているデータベースにダイレクト

されます。 
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Packager 
インストール モニタ モードでパッケージを作成するには、Packager for Windows 
を使用します。 

[インストール モニタ モード] では、Packager がソフトウェアのインストール
の前後にコンピュータをスキャンして、パッケージするものを決定します。イン
ストール前後のスキャンの差分により、インストール後のコンピュータに対する
変更が判別されます。これらの差分が、CSDB にパブリッシュされるパッケー
ジになります。アプリケーションを構成するコンポーネントの一部が不明な場合
は、インストール モニタ モードでパッケージ化することをお勧めします。 

パッケージのプロパティの設定 
データのパッケージ化を行う前に、[グローバル デフォルト プロパティ] ダイア
ログ ボックスで、パッケージに含めるファイルのデフォルトのプロパティを設
定することができます。デフォルトのプロパティに加えた変更は、新規の 
Packager セッションに適用されます。 

必要であれば、後ほど、インストール モニタ モードの [インスタンス プロパティ] 
ダイアログ ボックスで、任意のファイルまたはフォルダのプロパティを変更す
ることができます。 

CSDB Editor を使用して、ベース インスタンスのデフォルトのプロパティを変
更することもできます。または、パッケージを CSDB に転送した後で、FILE、
REGISTRY、または DESKTOP クラスの個々のインスタンスのプロパティを変
更することができます。 

[グローバル デフォルト プロパティ] および [インスタンス プロパティ] には、[管理
エージェント]、[データ オプション]、および [エージェントの動作] という 3 つ
のタブがあります。  

 [グローバル デフォルト プロパティ] ダイアログ ボックスにアクセスするには 

1 [スタート] → [プログラム] → [HP Client Automation Administrator] → [Client 
Automation Administrator Packager] へ移動します。 

2 [Packager のセキュリティ情報] ダイアログ ボックスの [ユーザー ID] にユ
ーザー ID、 [パスワード] にパスワードを入力します。 

 
出荷時のユーザー ID は RAD_MAST です。パスワードは必要ありま
せん。この設定は、インストールの過程で変更している場合がありま
す。この設定は、[パスワードの変更] チェック ボックスをオンにし
て、[新しいパスワード] と [新しいパスワードの確認] の両テキスト 
ボックスに新しいパスワードを入力して変更することもできます。 

3 [OK] をクリックします。 
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4 [編集] メニューで、[グローバル デフォルトを変更する] を選択します。

[Packager – グローバル デフォルト プロパティ] ダイアログ ボックスには、

[管理エージェント]、[データ オプション]、および [エージェントの動作] と
いう 3 つのタブがあります。 

[管理エージェント] タブ 

[管理エージェント] タブを使用すると、パッケージ内の選択したファイルまたは

フォルダの検証オプションおよび配信オプションが設定できます。このパッケー

ジを CSDB にパブリッシュした後でも、CSDB Editor を使用すればこれらの設

定を変更することができます。 

• [検証オプション] では、選択したファイルまたはフォルダに対して Client 
Automation Agent が実行する検証アクションを指定します。 

• [配信オプション] では、ファイルが配布される順序など、配信に関するオプ

ションを指定します。 
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検証オプション 

• マネージャで指定されているデフォルトを使用する (デフォルト)  
このオプションを選択すると、そのファイルまたはフォルダの検証オプショ
ンが、CSDB データベースの FILE クラスのベース インスタンスから継承
されます。 

CSDB Editor で、FILE クラスのベース インスタンスの ZRSCVRFY 属性
を参照すると、デフォルトの検証オプションが確認できます。 

• 検証する統計値  
このオプションを選択すると、エージェントは、自分のコンピュータにある
ファイルの統計情報（日付、時刻、ファイル サイズ）をチェックします。ファ
イルの統計値がエージェント コンピュータのファイルと異なる場合、CSDB 
データベース (または Proxy Server) からファイルが配布されます。このオプ
ションを設定するには、CSDB Editor を使用します。ZRSCVRFY=D、
ZRSCVRFY=S、ZRSCVRFY=T、または ZRSCVRFY=Y。 

• コンテンツ (CRC チェック)  
このオプションを選択すると、Client Automation Agent は、エージェント 
コンピュータにあるファイルの統計値をチェックします。検証する際、ファ
イルは 初に 日付、時刻、およびファイル サイズを基にチェックされます。
検証の時間を節約するために、日付、時刻、およびファイル サイズの検証
に合格した場合にのみ、CRC がチェックされます。その統計値がエージェ
ント コンピュータの統計値と異なる場合に、Configuration Server (または 
Proxy Server) はファイルを配布します。このオプションを選択すると、
Packager は、CRC を計算し、ZRSCCRC 属性に値を設定します。 

• 新でない場合にのみ更新する  
このオプションを選択すると、そのファイルの日付および時刻のタイムスタ
ンプがエージェント コンピュータのものよりも新しい場合に、CSDB (また
は Proxy Server) からファイルが配布されます。このオプションを設定する
には、CSDB Editor を使用します。ZRSCVRFY=U と設定します。 

• 存在しない場合にのみ配布する  
このオプションを選択すると、そのファイルは、エージェント コンピュー
タに存在しない場合にのみ配布されます。エージェント コンピュータにフ
ァイルが既に存在する場合は、統計値が CSDB のものと異なっていても何
も実行されません。このオプションを設定するには、CSDB Editor を使用
します。ZRSCVRFY=E と設定します。 

• 内部バージョンをチェックする  
このオプションを選択すると、エージェント コンピュータにファイルが存在す
る場合はそのファイルのバージョンと配布されるファイルのバージョンが比
較されます。これにより、複数のバージョンが存在する場合でも、適切なファ
イルが更新されます。このオプションを設定するには、CSDB Editor を使用し
ます。この機能で比較されるファイル タイプは、.DLL, .EXE, .OCX, .SYS, .VBX 。 
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• 検証しない  
このオプションを選択すると、アプリケーションが初めて配布されるときにフ
ァイルが配布されます。それ以降は何も実行されません。このオプションを設
定するには、CSDB Editor を使用します。ZRSCVRFY=N と設定します。 

配信オプション 

• デフォルト プロパティを使用する  
このチェック ボックスをオンにすると、配信の優先度がデフォルトの 50 にな
ります。この優先度の高さによって、配布の順序が決まります。このオプショ
ンを設定するには、CSDB Editor を使用します。ZRSCPRI=50 と設定します。 

• 上書きの優先度 (01 ～ 99)  
1 ～ 99 の値を入力すると、デフォルトの優先度 50 が上書きされます。 も
高い優先度は 1、 も低い優先度は 99 です。このオプションを設定するに
は、CSDB Editor を使用します。ZRSCPRI=1 と設定します。 

以下のオプションは、アプリケーション全体をインストールするのに十分な容量
がエージェント コンピュータにない場合にのみ適用されます。 

• 必須  
このオプションを選択すると、そのファイルはアプリケーションの必須ファ
イルになります。 

— アプリケーション全体を格納するのに十分な容量がエージェント コンピュー
タにない場合は、Client Automation では必須ファイルのみが配布されます。 

— 必須ファイルを格納するのに十分な容量がない場合、アプリケーション
は配布されません。 

このオプションを設定するには、CSDB Editor を使用します。ZRSCMO=M 
と設定します。 

• オプション (デフォルト)   
このオプションを選択すると、ファイルはアプリケーションの必須ファイル
ではなくなります。 

— アプリケーション全体を格納するのに十分な容量がエージェント コンピュー
タにない場合は、Client Automation では必須ファイルは配布されません。 

このオプションを設定するには、CSDB Editor を使用します。ZRSCMO=O と設
定します。 

以下のオプションは、Windows NT 4.0、2000、Windows Server 2003 など、複数
のユーザーのサインオンをサポートしているオペレーティング システムに対し
てのみ適用されます。 

• ユーザー  
[ユーザー] を選択すると、アプリケーションが 初に配布される際にログオ
ンしているサブスクライバにだけファイルが配布されます。このオプションを
設定するには、CSDB Editor を使用します。ZCONTEXT=U と設定します。 



 

Windows 用 Administrator 51 

• マシン  
[マシン] を選択すると、コンピュータのすべてのユーザーにファイルが配布
されます。このオプションを設定するには、CSDB Editor を使用します。
ZCONTEXT=M と設定します。 

• ユーザー指定  
このオプションは、現時点では利用できません。 

[データ オプション] タブ 
[データ オプション] タブを使用すると、データ圧縮方法など、配布予定のファ

イルまたはフォルダに関する詳細が指定できます。 

 

• 圧縮設定  
必要に応じて、選択したファイルを CSDB データベースに格納する際の圧
縮設定を選択します。ファイルを圧縮すると、データの転送時間が短縮され、
格納に必要なディスク容量が軽減されます。 

— [Deflate] を選択すると、 も効率的にファイルが圧縮できます。
[Deflate] は、データを圧縮してファイル サイズを小さくします。  
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— ファイルが既に圧縮されている場合は、[なし] を選択します。パッケー

ジ化するアプリケーションに圧縮ファイルが含まれている場合は、

Packager でファイルをさらに圧縮しないでください。圧縮すると、フ

ァイルのサイズが大きくなる可能性があります。 

• データのないインスタンスを転送させる  
このチェック ボックスをオンにすると、ファイルがパッケージの一部として 
CSDB データベースに送信されなくなります。ファイルを表す インスタン

ス のみがパッケージに含まれます。データは、圧縮された状態で、コンピュ

ータの IDMDATA 内に保存されたままとなります。IDMDATA のデフォルト ロ
ケーションは、SystemDrive:\Program Files\Hewlett-
Packard\CM\Agent\Lib\Data\ です。 

 
NT オペレーティング システムのセキュリティについて詳しい知

識を持っていない場合は、このプロパティを使用しないことをお

勧めします。 

リソースの転送設定 

• 普通  
このオプションを選択すると、そのファイルはアプリケーションの一部とし
て配布されます。 

• メンテナンス  
これは旧バージョンの機能で、バージョン 4.0 では使用されていません。 

• ロック ファイル メソッド  
このチェック ボックスをオンにすると、選択したファイルの配布に対して 
ロック ファイル メソッドが強制的に使用されます。Client Automation が
ファイルの新しいコピーを配布する際に、エージェント コンピュータでそ
のファイルが使用中の場合は、通常、ロック ファイル メソッドでファイル
が配布されます。必要に応じて、ファイルは解凍され、ローカルのフォルダ
に格納されます。エージェント接続プロセスが終了すると強制的に再起動さ
れ、起動時に適切な場所にファイルが配布されます。 

• システム ファイルを保護する (Windows 2000 および Windows Server 
2003 のみ)  
このチェック ボックスをオンにすると、Windows のシステム ファイル保護 
(SFP) が強制されます。 初に、現在の検証オプション (FILE クラスにあ
る ZRSCVRFY 属性で指定されているオプション) に従ってリソースが検証
されます。 

— 検証に成功した場合、リソースは要求ステートにあり、これ以上の検証
は不要になります。 



 

Windows 用 Administrator 53 

— 検証に失敗した場合、システム ファイル保護によってファイルが保護さ

れているかどうかが チェックされます。保護されている場合、ファイル

は配布されません。 

後にこの属性がチェックされ、SFP を強制する設定になっているかどうか

が確認されます。 

— このチェック ボックスをオンにしている場合、ZRSCVRFY 属性は P に
設定されており、このリソースとサービスの配布は SFP 処理が原因で

失敗したものとして記録されます。  

— SFP を強制するように設定していない場合、ファイルは検証に成功した

ものとして記録されます。  

SFP ファイルに対して行われたアクションを説明するために、ZERROR イ
ンスタンスが作成されます。 

この WinZip の例では、デフォルトのデータ オプションを使用しています。 

[エージェントの動作] タブ 

[エージェントの動作] タブを使用すると、エージェント コンピュータに対して 
Client Automation が実行するメソッド (プログラム) が指定できます。 
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このダイアログ ボックスに入力したコマンド ラインは、SOFTWARE ドメイン

の FILE クラス インスタンスの属性に格納されます。 

エージェント メソッドのコマンド ライン 

• [リソース初期化メソッド] (データベース内の属性: ZINIT)  
クライアント コンピュータにファイルが格納されたときに実行するメソッ

ドを入力します。 

• リソース インストール メソッド (データベース内の属性: ZCREATE)  
エージェント コンピュータにファイルが格納された後に実行するメソッド

を入力します。このメソッドは、エージェント コンピュータでファイルを

使用可能にする処理が要求された場合に使用します。 

 
Vista デバイス上でユーザーの介入が必要なアプリケーションを配布
するためには、「runasuser」メソッド修飾子を使用します。パブリッ
シュ中に、「runasuser」修飾子を リソース インストール メソッド 
テキスト ボックスに加えます。 
次に例を示します。 
runasuser setup.exe 
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注意: メソッド修飾子「runasuser」は修飾子「hide」と一緒には

使用できません。これらは互いに矛盾する修飾子です。 

• [リソース アンインストール メソッド] (データベース内の属性: ZDELETE)  
通常、ソフトウェアへのサブスクリプションがキャンセルされると、ファイ
ルは削除されます。共有 DLL ファイルなど、ソフトウェアのサブスクリプ
ションをキャンセルしたときでもエージェント コンピュータから削除すべ
きでないファイルの場合は、[リソース アンインストール メソッド] に
_NONE_(アンダースコア付き) と入力する必要があります。 

• インスタンス更新メソッド (データベース内の属性: ZUPDATE)  
ファイルを配布した後に、エージェント コンピュータでインスタンスが変
更されたときに実行するメソッドを入力します。 

• ファイル更新/追加メソッド (データベース内の属性: ZFILEUPD)  
新しいファイルが追加されたとき、またはファイルが更新されたときに実行
するメソッドを入力します。このメソッドは、エージェント コンピュータ
にファイルが配布される直前に実行されます。 

• [ファイル アービトレーション メソッド] (データベース内の属性: ARBITRAT) 
ファイルを置き換えようとする場合に実行するメソッドを入力します。この
メソッドは、現在クライアント コンピュータに存在するファイルまたはフ
ォルダのバージョン情報と、置き換えるファイルまたはフォルダのバージョ
ン情報を比較し、どちらを保持するかを判別します。 

 
このフィールドを使用するには、CSDB データベースに ARBITRAT 
メソッドを追加する必要があります。詳細については、HP ソフトウェ
ア Web サイトにある技術文書『About the File Arbitration Method』
を参照してください。 

コンポーネント選択モード 
Package では今後コンポーネント選択モードをサポートしません。しかし、リンク 
または レジストリ キーをパッケージ化する場合は、 Packager のコンポーネント選
択モードを使用することができます。Packager のコンポーネント選択モードを使用
する場合は、PKGCOMP という ZMASTER 変数を加え、その値を 「Y 」に設定し
ます。その後、Packager でコンポーネント選択モードを使用することができます。 

インストール モニタ モード 
インストール モニタ モードでは 5 つのフェーズ利用してパッケージを作成します。 

1 アプリケーションのハードウェア、ソフトウェア、およびオペレーティング 
システムの要件を定義します。 

2 コンピュータ上のハードウェアおよびソフトウェアを解析 (スキャン) します。 
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3 パッケージ化するアプリケーションをインストールします。 

4 コンピュータ上のハードウェアおよびソフトウェアを解析 (スキャン) しま

す。インストール前とインストール後のスキャンの差分が、インストールし

たソフトウェアを表します。 

5  パッケージを CM-CSDB にパブリッシュ します。 

推奨事項 

インストール モニタ モードでは、精度の高いスキャンが実行されます。ここで
は、考慮しておくと役に立つ細かい点をいくつか挙げておきます。システム管理
ソフトウェアを理解しているユーザーであれば、既に認識済みの情報もあるかも
しれません。 

インストール モニタ モードでアプリケーションをパッケージ化する場合は、以
下の点に留意してください。 

• クリーンなコンピュータを用意します。  
クリーンなコンピュータには、ターゲット オーディエンスと同じオペレー
ティング システムおよび Administrator をインストールします。コンピュ
ータの設定を変更しないでください。 

• パッケージ化のどの段階でも、ターゲット コンピュータと同じオペレーティ
ング システムと言語バージョンを使用します。 

 
オペレーティング システムの各言語バージョンには、明らかな違

いがあります。レジストリ キー名およびディレクトリ ロケーショ

ンが違っている場合は、パッケージ担当者が想定している動作と

実際の動作の間に大きな差異が生じる可能性があります。 

たとえば、フランス語版の Windows 2000 または Windows Server 
2003 にフランス語版 Office 2000 for Windows をインストールす

る場合は、配布対象と同じフランス語版オペレーティング システ

ムを実行しているコンピュータでアプリケーションをパッケージ化

してください。 

• スタティック IP アドレスを持つコンピュータでパッケージ化します。 

パッケージ化を実行するコンピュータがダイナミック ホスト設定プロトコ

ル (DHCP) を使用してダイナミック IP アドレスを取得している場合は、コ

ンピュータを再起動するたびに、異なる IP アドレスが適用されます。イン

ストール モニタ モードを使用しているときに、パッケージ化対象のソフト

ウェアによってコンピュータが再起動されると、レジストリ内の IP アドレ

スが変更されます。そのため、スタティック IP アドレスを持つコンピュー

タでパッケージ化することをお勧めします。 
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• Visual Basic アプリケーションをパッケージ化する場合は、Visual Basic 6 のサ

ポート ファイルを含む Client Automation パッケージを作成してください。 

Administrator と一緒にインストールする場合、CSDB Editor は Visual Basic 6 
アプリケーションなので、以下の Visual Basic 6 サポート ファイルがイン

ストールされます。 

ASYCFILT.DLL COMCAT.DLL 

COMCTL32.OCX COMDLG32.OCX 

MSVBVM60.DLL OLEAUT32.DLL 

OLEPRO32.DLL STDOLE2.TLB 

インストール モニタ モードを使用し、CSDB Editor がインストールされて

いるコンピュータで Visual Basic 5 アプリケーションをパッケージ化する場

合、上記のサポート ファイルはパッケージには含まれません。これらのフ

ァイルは、インストール前のスキャンを実行する前からコンピュータに存在

し、インストール後のスキャンでも、ソフトウェアのインストールでファイ

ルが追加されたと認識されないためです。 

必要なサポート ファイルを Visual Basic アプリケーションと共に配布する

場合は、コンポーネントの選択モードで、Visual Basic 6 サポートファイル

のみを含むパッケージを作成し、Visual Basic 6 用にこのパッケージをアプ

リケーション パッケージにまとめます。 

もう 1 つの方法は、CSDB Editor がインストールされていないコンピュー

タで Visual Basic 6 アプリケーションをパッケージ化することです。CSDB 
Editor を使用せずに Administrator をインストールする場合、ドライブに 
CD-ROM を挿入して、以下のコマンドラインを入力します。 

CDDrive:\HPCAE-Admin72.msi –ne 

インストール モニタ モードでパッケージを作成する 

ここでは、インストール モニタ モードによるパッケージ化の手順を示し、表示

される各画面の詳細を説明します。 

Task 1 Packager へログオンする 

1 [Start] → [Programs] → [HP Client Automation Administrator] → [Client 
Automation Administrator Packager] 

2 [Packager のセキュリティ情報] ダイアログ ボックスの [ユーザー ID] にユ

ーザー ID、 [パスワード] にパスワードを入力します。 
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出荷時のユーザー ID は RAD_MAST です。パスワードは必要あり
ません。この設定は、インストールの過程で変更している場合があ
ります。この設定は、[パスワードの変更] チェック ボックスをオンに
して、[新しいパスワード] と [新しいパスワードの確認] の両テキスト 
ボックスに新しいパスワードを入力して変更することもできます。 

3 [OK] をクリックします。 

Task 2 [パッケージ セッションを開きます] ウィンドウで必要な情報を指定する 

[パッケージ] セッションを開きます] ウィンドウを使用すると、パッケージ化の
モードを選択し、パッケージ化セッションを識別するための情報が入力できます。 

パッケージ化セッションを完了すると、ソフトウェアまたはデータを配布可能
な形式にまとめたパッケージが作成されます。このパッケージを後でサービスに
接続することになります。ターゲット サブスクライバにソフトウェアまたはデ
ータを配布するためのポリシーを設定します。 

 
パッケージ化セッションを開始する前にグローバル デフォルトを確
認してください。パッケージのプロパティの設定 (47 ページの始め) 
を参照してください。 

 
旧バージョンの Packager では、Windows インストーラでインスト
ールまたは管理されるアプリケーションに対してインポート モード
が使用できました。これらのアプリケーションのパッケージ化につい
ては、『HP Configuration Management Extensions Windows イン
ストーラ用ユーザー ガイド』(Extensions WI 用ガイド)を参照してく
ださい。これは、個別のライセンスが必要な製品です。 

1 [セッション タイプ] 領域では [インストール モニタ モード] だけが選択可
能なオプションです。Publisher では、現在、コンポーネントの選択モード
のみ使用することができます。Publisher (72 ページ) を参照してください。 

2 [開く対象] 領域で、[新しいセッション] を選択して、新しいパッケージ化セ
ッションを開始します。[セッション ID] および [説明] フィールドに入力す
る必要があります。  

または 

[セッションを終了しています] を選択して、前回のセッションを再開します。 

3 [Session ID] フィールドに、このセッションの名前として、1～ 6 文字の一
意の名前を入力します。パッケージ化セッションを完了しなかった場合に、後
でこのセッションに戻るには、この ID を覚えておく必要があります。 

4 [説明] フィールドに、セッションの説明を入力します。 

5 [次へ] をクリックします。[パッケージ プロパティ] ウィンドウが表示されます。 
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Task 3 パッケージのプロパティの入力 

[パッケージ プロパティ] ウィンドウを使用すると、パッケージ名を指定し、パ

ッケージの補足説明となる情報が入力できます。 

1 [パッケージ名] フィールド にパッケージ名を入力します。これは、CSDB 
データベースで PACKAGE クラス インスタンス名となるものです。現在の

組織の命名規則に従って命名してください。名前にスペースを入れることは

できません。 

識別子が一意になるように命名規則を策定できます。Packager 
は、この識別子を基にデータ オブジェクトとファイル名を生成します。 

既存のパッケージの名前を入力すると、エラー メッセージが出ま

す。戻って新しいパッケージに別の名前を入力するか、戻って既存

のパッケージを開いてください。 

2 [ドメイン] フィールドで、インスタンスを格納するドメインを選択します。CSDB 
を固有のドメインでカスタマイズした場合を除いて、通常は SOFTWARE ドメイ

ンです。 

3 [説明] フィールドに、パッケージの説明を入力します。 

4 [リリース] フィールドに、ソフトウェアのリリース番号を入力します。 

 
現在のセッション情報は、お使いのコンピュータの SystemDrive: 
\Program Files\Hewlett-Packard\CM\Agent\LIB\ZPAKSESS.EDM 
に保存されています。Agent Explorer を使用するとこのオブジェ

クトを表示できます。 

現在のパッケージ化セッションを終了し、再開しない場合は、この

オブジェクトを削除できます。CSDB Editor を使用して、CSDB 
から PACKAGE インスタンスを削除します。SOFTWARE ドメイ

ン、PACKAGE クラス内でオブジェクトを指定してください。 

5 [次へ] をクリックして [システム コンフィグレーション] ウィンドウに進みます。 

Task 4 必須のシステム 設定を設定する 

[システム設定] ウィンドウ を使用すると、特定の条件を満たしたコンピュータ
にのみパッケージを配布できます。配布条件は、コンピュータのオペレーティン
グ システム、RAM、およびプロセッサ速度を基に指定します。 

1 [ターゲット オペレーティング システム] を指定する場合は、[Operating System] 
ボックスが使用可能になります。.このパッケージで必要な 1 つまたは複数
のオペレーティング システムを選択してください。 
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— 選択するオペレーティング システムが一覧内で連続している場合は、キ

ーボードの Shift キーを押しながらクリックします。 

— 選択するオペレーティング システムが一覧内で連続していない場合は、

キーボードの Ctrl キーを押しながらクリックします。 

オプションを選択しなかった場合、パッケージはすべてのプラットフォーム

で利用可能です。 

2 [必要な 小メモリ サイズ] チェック ボックスをオンにすると、[メモリ サイ

ズ (MB)] ボックスが使用可能になります。このパッケージで 低限必要な 
RAM サイズを選択してください。 

オプションを選択しなかった場合、パッケージは任意のメモリ量のサブスク

ライバが利用可能です。 

3 [必要な 低プロセッサ速度] チェック ボックスをオンにすると、[プロセッ

サ] ボックスが使用可能になります。このパッケージで 低限必要なプロセッ

サ速度を選択してください。 

オプションを選択しなかった場合、パッケージは任意のプロセッサのサブス

クライバが利用可能です。 

上記の 3 つのオプションのいずれも選択しなかった場合、パッケージは資格

のあるすべてのサブスクライバが利用できます。 

4 [次へ] をクリックして [可用部分] ウィンドウに進みます。 

Task 5 日付と時刻の制約を設定する 

[可用部分] ウィンドウでは、パッケージを配布できる日付または時刻 (あるいは

その両方) を指定します。日付と時刻は、Configuration Server が動作している

コンピュータのシステム クロックに基づきます。 

日付と時刻の制約を指定しなかった場合、パッケージは CSDB に転送され、配

布の設定が行われると、すぐに利用できます。 

1 [前] チェック ボックスをオンにすると、指定した日付と時刻より前には配

布できなくなります。[月]、[日]、[年]、[時]、および [分] の各テキスト ボッ

クスで日付と時刻を指定します。 

2 [後]  チェック ボックスをオンにすると、指定した日付と時刻より後には配

布できなくなります。[月]、[日]、[年]、[時]、および [分] の各テキスト ボッ

クスで日付と時刻を指定します。 

3 [次へ] をクリックして [パッケージ オプションを設定してください] ウィン

ドウの [スキャン対象] に進みます。 
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Task 6 スキャン対象を特定する 

[スキャン対象] に進みます。[パッケージ オプションを設定してください] ウィ
ンドウの [スキャン対象] を使用すると、ソフトウェアによってターゲット コン
ピュータのどこが変更されたかが特定できます。指定できるオプションは、デス
クトップ、レジストリ、またはファイル システムのスキャン、ファイルのコン
テンツの比較です。 

Packager は、アプリケーションをインストールする前に、選択した領域をスキャ
ンし、各領域の現在の状態を記録するスナップショットを作成します。
Packager は、アプリケーションをインストールした後で、もう一度スナップショ
ットを作成します。この 2 つのスナップショットが比較され、その結果の差分
によってパッケージが構成されます。 

アプリケーションのインストールによってターゲット コンピュータがどのよう
に変更されるかを把握していない場合は、全領域をスキャンし、アプリケーショ
ンによる変更がすべて記録されるようにします。 

パッケージ化するソフトウェアに関して認識する情報が増えるほど、パッケージ化お
よび配布は簡単になります。アプリケーションについて認識することで、スキャン時
間が節約できるというメリットが生まれます。次に、その例をいくつか示します。 

• アプリケーションがレジストリを変更しないことが明らかな場合は、[レジ
ストリ] チェック ボックス をオフにすると、Packager はレジストリをスキャ
ンしません。 

• Internet Explorer に対してお気に入りの一部をパッケージ化する際、お気
に入りが個別の .URL ファイルで Internet Explorer に格納されていること
が明らかな場合は、ファイル システムのみをスキャンすれば、変更内容が
取得できます。 

• Netscape Navigator に対して複数のブックマークをパッケージ化する際、ブ
ックマークが単一の .HTM ファイルで Netscape Navigator に格納されている
ことが明らかな場合は、そのファイルを [スキャンするファイル コンテンツ] 
ボックスの一覧に追加し、[ファイルのコンテンツを比較する] チェック ボッ
クスをオンにすると、ブックマーク ファイルに対する変更が取得できます。 

 
Client Automation は IDMSYS、IDMLIB、または IDMLOG ディレクト

リにあるファイルのパッケージ化はサポートしてれていません。 

1 コンピュータのどの領域をスキャンするかを指定するには、以下のチェック

ボックスの 1 つまたは複数を選択します。 

— ファイル システム 

— デスクトップ (アイコン、ショートカット、グループ) 

— レジストリ 

— ファイルのコンテンツを比較する 
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2 [ファイルのコンテンツを比較する] を選択した場合には、[File Contents to 
be Scanned] ボックスにファイル名を指定する必要があります。そうするに
は、[ファイル名] ボックスにファイル名をフルパスで入力するか、[ブラウズ] 
をクリックして目的のファイルを指定します。[追加] をクリックします。 

3 [次へ] をクリックします。ステップ 1 でファイル システムのスキャンを選
択していた場合には、[スキャンするドライブを設定してください] ウィンド
ウが表示されます。そうでなかった場合には、[インストール前] ウィンドウ
が表示されます (タスク 8 に移動してください)。 

Task 7 ファイル システム内のスキャン対象を特定する 

[スキャン対象] ウインドウの [ディレクトリ]を使用すると、スキャンするファイ
ル システムの領域が選択できます。コンピュータに接続されているすべての (ロ
ーカルおよびネットワーク) ドライブがファイル システムと見なされます。コン
ピュータのハードウェアおよびソフトウェアなど、さまざまな要素がシステムの
スキャン時間に影響します。 

 
このウィンドウは、[パッケージ オプションを設定してください] ウィ
ンドウの [スキャン対象] の [ファイル システム] チェック ボックスを
オンにした場合にのみ表示されます。[スキャン対象] ウィンドウ。 

1 インストールによって変更されるすべての フォルダまたはドライブを選択します。 

 
ネットワーク ドライブはスキャン しない ことをお勧めします。
ネットワークの通信オーバーヘッドが原因で、スキャンに時間が
かかる場合があります。また、ネットワーク ドライブのマッピン
グがユーザーごとに異なる可能性もあります。 

2 [追加] をクリックして、選択したフォルダまたはドライブを [スキャンする
ディレクトリ] リストに移動します。 

3 [次へ] をクリックして [インストール前] ウィンドウに進みます。 

Task 8 インストール前のスキャンを開始する 

[インストール前] ウィンドウでスキャンを開始します。 

1 [スキャンを開始] をクリックします。スキャン済みの領域の横には、チェッ
ク マークが表示されます。 

2 スキャンが完了すると、メッセージ ボックスが表示されます。 

3 [OK] をクリックします。 

Task 9 ソフトウェアをインストールする 

インストール前のスキャンが完了したら、ソフトウェアをインストールする必要
があります。 

1 [インストール前] ウィンドウの [次へ] をクリックします。メッセージが表示

されます。 
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2 [OK] をクリックします。Packager が 小化され、システム トレイに Packager 
のアイコンが表示されます。 

3 ネイティブ インストールでアプリケーションをインストールします。 

 
アプリケーションのインストール以外の操作を行わないでくださ
い。アプリケーションのインストール以外の操作を行った場合は、
ファイル システム、レジストリ、デスクトップなどが変更される
可能性があります。インストール後のスキャン時に、これらの (無
関係な) 変更が検出され、パッケージに含まれてしまいます。 

 
アプリケーションのインストールでコンピュータの再起動が要求
された場合、システム トレイ内の [Packager] アイコンは、再び
ログオンしたときに有効になります。 

4 アプリケーションがインストールされたら、システム トレイ内の Packager 
アイコンをダブルクリックします。インストールに成功したかどうかを確認
するメッセージが表示されます。 

5 [はい] をクリックします。Packager にログオン ウィンドウが表示されます。 

6 ユーザー ID とパスワードを入力し、[OK] をクリックします。[インストー
ル後] ウィンドウが表示されます。 

Task 10 インストール後のスキャンを開始する 

[インストール後] ウィンドウで 終的なスキャンを開始します。  

 
レジストリ スキャンの比較には、時間がかかる場合があります。ま
た、ディスク アクティビティが大幅に制限される可能性もあります。
この手順では、進捗状況にまったく変化がないように見える場合もあ
りますが、しばらく待っていると、レジストリ スキャンの比較は正常
に完了します。処理時間をできる限り短縮するために、クリーンなコ
ンピュータを使用してください。 

インストール後のスキャンを開始するには 

1 [スキャンを開始] をクリックします。スキャンが完了すると、メッセージ 
ボックスが表示されます。 

2 [OK] をクリックします。インストール前のスキャンと比較して、異なるア
イテムがどのくらい見つかったかを示すリストが表示されます。 

 
インストール前とインストール後のスキャンで差異を検出した後
で、Packager は、REGISTRY クラスに 3 つのレジストリ (.EDR) 
ファイルを作成します。各ファイルは、Configuration Server に
転送されます。 

3 [次へ] をクリックして [要約] ウィンドウに進みます。 
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Task 11 ファイル システムの変更内容を確認する 

[要約] ウィンドウで、コンピュータにソフトウェアをインストールしたときに加
えられた変更点を確認します。 

1 [ファイル] タブをクリックすると、追加、削除、または更新されたファイル
が確認できます。 

2 [デスクトップ] タブをクリックすると、追加、削除、または更新されたプロ
グラム グループ、リンク、またはショートカットが確認できます。 

3 [レジストリ] タブをクリックすると、レジストリで検出された変更内容が確
認できます。 

[ファイル]、[デスクトップ]、および [レジストリ] タブの詳細については、下記
のファイルのプロパティとロケーションを表示するで説明します。 

Task 12 ファイルのプロパティとロケーションを表示する 

[要約] ウィンドウの [ファイル] タブを使用すると、パッケージに含まれるファ

イルとフォルダが参照できます。 

選択したアイテムを表示するには 

1 ツリーの 上部の [選択] ブランチを右クリックし、[すべてを展開] をクリッ
クします。チェック  マークは、ファイルのプロパティが指定済みで、
Packager が転送の準備を完了していることを示します。 

2 ツリー ビューのアイテムをクリックし、リスト ビューにプロパティを表示しま
す。[検証]、[優先度]、[必須/オプション] など、プロパティの一部は、
[Packager – グローバル デフォルト プロパティ] ダイアログ ボックス (47 ページ
の説明を参照) で選択した内容に従ってあらかじめ設定されています。 

表示されたファイルとフォルダに対してフィルタを実行するには 

パッケージに含まれるアイテム数が多い場合、フィルタを使用すると、ウィンド
ウに表示するアイテムのタイプが制限できます。 

1 フィルタ ボタン  をクリックし、ツリー ビュー内のアイテムに対してフ
ィルタを実行します。 

2 [フィルタの設定] ダイアログ ボックスで、アイテムのタイプを「.DLL」な
どの文字列で入力します。フィルタ条件の文字列を含むアイテムがあると、
一致したと見なされます。 

3 [OK] をクリックします。フィルタの条件を満たしたアイテムだけが表示さ
れます。 
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フィルタを削除するには 

1 フィルタ ボタン  をクリックし、[フィルタの設定] ダイアログ ボックス

を表示します。 

2 [クリア] をクリックします。 

3 [OK] をクリックします。すべてのファイルが表示されます。 

4 [次へ] をクリックして続行します。 

Task 13 ファイルのプロパティとロケーションを設定する 

[ファイル] タブに表示されているファイルとフォルダのプロパティは変更できま

す。ファイルまたはフォルダをパッケージから除外することもできます。 

ファイルのプロパティを編集するには 

1 ファイルを右クリックします。以下の 3 つのオプションがあるショートカッ

ト メニューが表示されます。 

— プロパティを設定 

— アクティブ 

— 非アクティブ 

2 このファイルをパッケージから除外するには、[非アクティブ] をクリックし
ます。 

3 このファイルをパッケージに含めるには、[アクティブ] をクリックします。
これはデフォルトの設定です。 

4 ファイルのプロパティを変更するには、[プロパティを設定] をクリックしま
す。[インスタンス プロパティ] ダイアログ ボックスが表示されます。 

5 [インスタンスのプロパティ] ダイアログ ボックスは、パッケージのプロパ
ティの設定 (47 ページ) で説明されている方法で使用します。 

フォルダのプロパティを編集するには 

1 フォルダを右クリックします。以下の 3 つのオプションがあるショートカッ

ト メニューが表示されます。 

— プロパティを設定 

— アクティブ 

— 非アクティブ 

2 このフォルダをパッケージから除外するには、[非アクティブ] をクリックし

ます。このフォルダ内のすべてのファイルが非アクティブになります。 
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3 このフォルダをパッケージに含めるには、[アクティブ] をクリックします。
これはデフォルトの設定です。このフォルダ内のすべてのファイルがアクティ
ブになります。 

4 フォルダのプロパティを変更するには、[プロパティを設定] をクリックしま
す。また、[ディレクトリのみ] または [ディレクトリとファイル] のいずれか
をクリックして、ディレクトリのみを変更するか、ディレクトリとファイル
の両方を変更するかを指定する必要があります。 

5 [ディレクトリとファイル] を選択します。[インスタンスのプロパティ] ダイ
アログ ボックスが表示されます。 

このダイアログ ボックスで、パッケージ内のファイルの属性を変更します。
ファイルのプロパティは、CSDB データベースの各インスタンスに格納され
ます。これらのプロパティのデフォルト値は、[グローバル デフォルト プロ
パティ] ダイアログ ボックスで設定します。詳細については、パッケージの
プロパティの設定 (47 ページ)を参照してください。 

Task 14 ファイルを更新する 

追加されたファイルに加えて、更新されたファイルが存在する場合もあります。 

更新されたファイルは、設定ファイルなど、その ASCII テキストが変更された
制御ファイルです。標準 ASCII テキスト ファイルのプロパティを設定する方法
については、ファイルのプロパティとロケーションを設定する (65 ページ) で説
明します。 

WIN.INI などの制御ファイルが更新された場合、変更された .INI ファイルで、
デスクトップ オブジェクトのファイル名がセクションの名前の前に表示されま
す。セクション名の下に、各行の変更内容が表示されます。各行は個別に表示さ
れているので、必要に応じて編集できます。 

制御ファイル内の行を編集するには 

ツリー ビューで、変更する行を右クリックします。 

• テキスト ファイルの変更内容をパッケージに含める場合は、[アクティブ] 
をクリックします。 

または 

• テキスト ファイルの変更内容をパッケージに含めない場合は、[非アクティ
ブ] をクリックします。 

または 

• テキスト ファイルの変更内容を編集する場合は、[値を上書き] をクリックし
ます。[テキスト ファイル データの上書き] ダイアログ ボックスが表示されます。 

[値を上書き] 機能を使用するには 

1 [値を上書き] をクリックします。 

2 [新しい値] ボックスに、行の新しい値を入力します。 



 

Windows 用 Administrator 67 

3 [OK] をクリックします。 

テキスト行を復元するには 

1 ツリー ビューで、変更する行を右クリックします。 

2 [値を上書き] をクリックします。 

3 [リセット] をクリックします。 

4 [OK] をクリックして変更を保存し、ダイアログ ボックスを閉じます。 

Task 15 デスクトップのプロパティとロケーションを設定する 

[プロパティとロケーションを設定してください] ウィンドウの [デスクトップ] 
タブを使用すると、パッケージ内の選択したプログラム グループ、リンク、お
よびショートカットを表示し、それぞれのプロパティが変更できます。 

選択したプログラム グループ、リンク、およびショートカットを表示するには 

• [選択したリンク] を右クリックし、[すべてを展開] をクリックします。 

プログラム グループ、リンク、およびショートカットのプロパティを設定するには 

• ツリー ビューで、リンクを右クリックします。下に示すオプションのある
ショートカット メニューが表示されます。 

 
フォルダまたはリンクを選択すると、ツリー ビューのフォルダ内

またはリンク内のすべてのリンクに変更が適用されます。 

— ジャスト イン タイム (アプリケーション マネージャのみ)  
HPCA Application Manager (App Mgr) を使用すると、アプリケーショ
ンがセルフ メンテナンスを実行するように指定できます。セルフ メン
テナンスとは、アプリケーションを起動するたびに、Configuration 
Server に自動接続してアプリケーションを検証し、必要に応じて更新ま
たは修復することです。 

マシン / ユーザー アプリケーションでの [ジャスト イン タイム] を使用
した場合、サービスのマシンまたはユーザーの部分のいずれか一方だけ
を検証または修復することに注意してください。[ジャスト イン タイム] 
アイコンを context=M で使用する場合、startdir は SYSTEM に設定し
ます。サービスのユーザーの部分は検証/修復されません。[ジャスト イン 
タイム] アイコンを context=U で使用する場合、startdir は $USER に
設定します。サービスのユーザーの部分だけが検証/修復されます。 

— アクティブ  
[アクティブ] を選択すると、このリンクまたはフォルダはパッケージに
含まれます。 
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— 非アクティブ  
[非アクティブ] を選択すると、このリンクまたはフォルダはパッケージ
から除外されます。 

— [プロパティ]  
[プロパティ] をクリックすると、[検証] および [タイプ] サブメニューが
表示されます。 

[検証] メニュー コマンド 

• 完全な検証  
このコマンドを選択すると、リンクは、エージェント コンピュータに既に存在
する場合でも、サブスクライバが CM Configuration Server に接続するた
びに配布されます。これにより、破損したリンクまたは変更されたリンクが
修復されます。 

• 検証しない  
初の配布以降、リンクを検証しない場合は、このコマンドを選択します。

リンクを変更または削除した場合でも、リンクは修復されません。 

• 存在  
このコマンドを選択すると、リンクは 初の配布時に配布されます。それ以
降は、接続したときにクライアント コンピュータにリンクが存在しない場
合にのみ配布されます。リンクが再配布されるのは、削除された場合のみで
す。このことから、ユーザーはリンクを変更することができます。 

[タイプ] メニュー コマンド 

以下のオプションは、Windows 2000、XP、または Windows Server 2003 など、
複数のユーザーをサポートしているオペレーティング システムに対してのみ適
用されます。 

• ユーザー  
このコマンドを選択すると、アプリケーションが 初に配布される際にログ
オンしているサブスクライバにだけリンクが配布されます。 

• マシン  
このコマンドを選択すると、コンピュータのすべてのユーザーにファイルが
配布されます。 

Task 16 レジストリのプロパティと値を設定する 

[プロパティとロケーションを設定してください] ウィンドウの [レジストリ] タブを
使用すると、アプリケーションが配布される際に変更されたレジストリの内容が確
認できます。また、レジストリ キーの値を変更し、配布オプションが設定できます。 

選択したレジストリを表示するには 

• [選択したレジストリ キー] を右クリックし、[すべてを展開] をクリックします。 
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レジストリ キーの値を編集するには 

1 ツリー ビューでレジストリ キーをクリックします。 

2 リスト ビューでレジストリ キーをダブルクリックします。 

3 [新しい値] ボックスでデータを編集します。 

4 [OK] をクリックして変更を保存し、ダイアログ ボックスを閉じます。 

レジストリ キーを元の値に戻すには 

1 リスト ビューでレジストリ キーをダブルクリックします。 

2 [リセット] をクリックします。 

3 [OK] をクリックして変更を保存し、ダイアログ ボックスを閉じます。 

レジストリ キーのプロパティを設定するには 

• ツリー ビューで、リンクを右クリックします。ショートカット メニューが

表示されます。 

 
レジストリ キーを右クリックすると、ツリー ビューのレジスト

リ キーのすべてのキーに変更が適用されます。 

— アクティブ  
このコマンドを選択すると、レジストリの変更がパッケージに含まれます。 

— 非アクティブ  
このコマンドを選択すると、レジストリの変更はパッケージに含まれま

せん。 

— プロパティ – 配布 / 検証 

– 無条件 / 強制  
このコマンドを選択すると、レジストリ キーは、エージェント コン

ピュータに既に存在している場合でも配布されます。レジストリ キ
ーを変更する場合、サブスクライバが次回 Configuration Server に
接続するときに、パッケージ化された値にリセットされます。この

設定は、アプリケーションの動作を保証するために変更してはなら

ないレジストリ キーに使用します。 

– [無条件 / 存在] (デフォルト)  
このコマンドを選択すると、レジストリ キーは、 初の配布の時点

か、削除されたときに配布されます。ただし、レジストリ キーの値

はリセットされません。 
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– 存在 / 存在  
このコマンドを選択すると、レジストリ キーは、エージェント コンピュ
ータに存在しない 場合にのみ配布されます。この機能では、レジス
トリ キーを変更してもかまいません。レジストリ キーは削除された
場合にのみ再配布されるので、変更内容は上書きされません。 

Task 17 パッケージのパブリッシュ 

ここで、CSDB のパッケージのためのインスタンスを作成する必要があります。 

• すべてのファイルのプロパティとロケーションを設定したら、[次へ] をクリ

ックします。Packager は、パブリッシュされるオブジェクトを作成します。

これは、CSDB にパブリッシュされるパッケージです。 

 
パッケージをパブリッシュさせると、セッションのオブジェクトは削
除されるので、セッションを再開することはできません。後で再びセ
ッションを開く場合に備えて、セッションを保存した方が良いケース
もあります。たとえば、パッケージの配布をテストしているときに問
題が見つかり、パッケージを修正しなければならない場合、次の方法
でセッションを保存します。 
LIB ディレクトリ (およびそのサブディレクトリ) を 
SystemDrive:\Program Files\Hewlett-Packard\CM\Agent\LIB か
らバックアップ先にコピーします。LIB ディレクトリには、パッケージ
化セッション中に Packager によって構築されたオブジェクトが含まれ
ています。 
LIB ディレクトリを保存すると、パッケージを転送させた後でも、LIB 
ディレクトリが復元できます。Packager ウィンドウで設定を変更すれ
ば、パッケージを再びパブリッシュさせることができます。ツールバー 
ボタンをクリックすると、Packager の各ウィンドウに直接ジャンプでき
ます。 
以上の方法を用いれば、転送後のパッケージの配布をテストしている
ときに問題が見つかっても修復することができます。 

 
選択内容を変更する場合は、目的の設定ウィンドウが表示されるまで 
[前へ] をクリックします。パッケージの設定を変更したら、[次へ] を
クリックしてこのウィンドウに戻ります。 

ツールバーのボタンをクリックして、前の画面に戻ることもできます。 

転送させるファイルを表示するには 

• [転送させるファイル] を右クリックし、[すべてを展開] をクリックします。 

パッケージをパブリッシュするには 

1 [転送させるファイル] を右クリックし、[すべてを展開] をクリックして、転

送させるファイルを表示します。 
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2 [転送] をクリックします。 

3 パッケージが正常に転送されたことを示すメッセージが表示されたら [OK] 
をクリックします。 

4 [完了] をクリックして Packager を終了します。 

5 Packager の終了を確認するメッセージが表示されたら [はい] をクリックし

ます。 

次に、CSDB Editor を使用して、サービスを作成します。詳細については、新規

アプリケーション ウィザードでサービスを作成する (170 ページ) を参照してくだ

さい。 
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Publisher 

Administrator Publisher (Publisher) は、Client Automation が管理しやすい形

式でデータをパッケージ化し、CSDB にパブリッシュするツールです。 

 
Vista への配布を目的とするアプリケーションをパブリッシュするとき、
システム アカウントでインストールを選択した場合には、ターゲットの 
Vista マシン上でユーザーの操作を必要とせずに配布できるようになっ
ていることを確認してください。 

概要 

Publisher は、4 種類のパブリッシュ方法をサポートしています。下記の 表 
14 では、パブリッシュのタイプと、タイプごとの参照箇所を示しています。本
書では、コンポーネントの選択と Windows インストーラ ファイルの 2 種類に
ついてのみ、説明します。 

表 14      Publisher でパブリッシュできるファイルのタイプ 

パブリッシュのタイプ 参照先 

コンポーネントの選択 コンポーネントの選択モードでのパブリッシュ (73 ページ) 

ハードウェア設定 HP Client Automation OS Manager ハードウェア
設定ガイド 

OS イメージ HP Client Automation OS Manager システム管理
者ガイド 

Windows インストー
ラ ファイル 

Windows インストーラ ファイルをパブリッシュする 
(88 ページ) 

バッチ モード 

Publisher では、バッチ モードでファイルがパブリッシュできます。これによ
り、1 つの設定ファイルを使用して、1 回のパブリッシュ セッション中に、複数
の .msi ファイルを CSDB にパブリッシュすることができます。詳細について
は、 複数の .msi ファイルをパブリッシュする (バッチ モード) (103 ページ) を
参照してください。 

標準的なパブリッシュのステップ 

まず、Publisher を開始してログオンする必要があります。 
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Publisher を起動するには 

1 Publisher をインストールしたデバイスで、[スタート] メニューを使用して、

以下のように移動します。 

[スタート] → [すべてのプログラム] → [HP Client Automation Administrator] → 
[HP Client Automation Administrator Publisher] 

2 Publisher にログオンするには、Administrator のパスワードを使用します。

デフォルトでは、ユーザー名は rad_mast で、パスワードは secret です。 

本書で扱うパブリッシュ モード、つまりコンポーネントの選択と Windows イン

ストーラは、どちらも以下の 4 つの基本的なタスクから構成されます。 

タスク 1 - [選択] ウィンドウ—パッケージ化するファイルを選択します。 

タスク 2 - [編集] ウィンドウ—ファイルのプロパティを編集します。 

タスク 3 - [コンフィギュレーション] ウィンドウ—パッケージおよびサービス情

報を入力します。 

タスク 4 - [パブリッシュ] ウィンドウ—パッケージを CSDB にパブリッシュします。 

コンポーネントの選択モードでのパブリッシュ 

Publisher の 5.1 リリースには、新しい機能が含まれています。コンポーネント

選択モードパブリッシュのこのモードは、このリリースの前には Packager で利

用できたものです。現在、Packager では利用できず、Publisher でのみ利用で

きます。 

コンポーネントの選択モードでパブリッシュするには 

1 Publisher を起動します。[パブリッシュ オプション] ウィンドウが表示され

ます。 
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2 [パブリッシュ オプション] ウィンドウでは、 

— シン クライアントにパブリッシュする場合は、[シン クライアントのパ

ブリッシュ] を選択します。 

— ドロップダウン リストから [コンポーネントの選択] を選択します。 

3 [OK] をクリックします。[選択] ウィンドウが開きます。 

Task 1 パブリッシュするファイルを選択する 

[選択] ウィンドウでパッケージに含めるファイル、フォルダ、レジストリ キー、

アイコン、リンクを選択します。 
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1 ファイル システム (左パネル) を移動して、パッケージに含めるすべてのア

イテムを選択します。 

2 [次へ] をクリックします。 

— 1 つまたは複数のレジストリ ファイルを選択した場合は、 [コンテンツ

管理の確認] ダイアログ ボックスが表示されます。コンテンツを個別に

管理するレジストリ ファイルを選択し、 [OK]をクリックします。 
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— 1 つまたは複数のリンク ファイルを選択した場合は、[コンテンツ管理

の確認] ダイアログ ボックスが表示されます。コンテンツを個別に管理

するリンク ファイルを選択し、[OK]をクリックします。 

[編集] ウィンドウが表示されます(タスク 2 プロパティおよびメソッドを編

集する.に進みます） 

Task 2 プロパティおよびメソッドを編集する 

[編集] ウィンドウでプロパティとメソッドを編集します。 

ファイルおよびフォルダのプロパティを編集する 

1 [ファイル] タブを選択します。 

2 パッケージに含められるすべてのファイルとフォルダは、左パネルに一覧表

示されます。 
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3 編集するプロパティのファイルまたはフォルダを選択します。 

4 [プロパティ] タブをクリックして、ファイルやフォルダの検証および配信オ
プションを編集します。 

検証オプション 

— [サーバー上のデフォルトを使用] (デフォルト)  
このオプションを選択すると、CSDB データベースにある FILE、
REGISTRY、DESKTOP クラスのベース インスタンスから検証オプショ
ンを継承します。 

— ファイルの統計値  
このオプションを選択すると、Client Automation エージェントは、自
分のコンピュータにあるファイルの統計情報 (日付、時刻、ファイル サ
イズ) をチェックします。[検証オプション] ドロップリストの下のチェッ
クボックスで、[日付]、[時刻]、[サイズ] を選択してください。コンピュ
ータ上のファイルやフォルダの統計値がデータベースのファイルやフォ
ルダの統計値と異なる場合、CSDB データベースからファイルやディレ
クトリが配布されます。このオプションを設定するには、CSDB Editor 
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を使用します。ZRSCVRFY=D、ZRSCVRFY=S、ZRSCVRFY=T、また
は ZRSCVRFY=Y。 

— CRC を使用したコンテンツのチェック  
このオプションを選択すると、HPCA Application Manager は、エージェ
ント コンピュータにあるファイルの統計値をチェックします。検証する
際、ファイルは 初に 日付、時刻、およびファイル サイズを基にチェッ
クされます。検証の時間を節約するために、日付、時刻、およびファイ
ル サイズの検証に合格した場合にのみ、CRC がチェックされます。そ
の統計値がエージェント  コンピュータの統計値と異なる場合に、
Configuration Server (または Proxy Server) はファイルを配布します。
このオプションを選択すると、Publisher は、CRC を計算し、ZRSCCRC 属
性に値を設定します。ZRSCVRFY は Y に設定されます。 

 
コンテンツの CRC チェックは時間のかかるプロセスなので、
控えめに使用してください。 

— 新でない場合に更新する  
このオプションを選択すると、そのファイルの日付および時刻のタイム
スタンプがエージェント コンピュータのものよりも新しい場合に、
CSDB (または CM Proxy Server) からファイルが配布されます。このオ
プションを設定するには、CSDB Editor を使用します。ZRSCVRFY=U 
と設定します。 

— 存在のみ  
このオプションを選択すると、そのファイルは、エージェント コンピュ
ータに存在しない場合にのみ配布されます。エージェント コンピュータ
にファイルが既に存在する場合は、統計値が CSDB のものと異なって
いても何も実行されません。このオプションを設定するには、CSDB 
Editor を使用します。ZRSCVRFY=E と設定します。 

— なし  
このオプションを選択すると、アプリケーションが初めて配布されると
きにファイルが配布されます。それ以降は何も実行されません。このオ
プションを設定するには、CSDB Editor を使用します。ZRSCVRFY=N 
と設定します。 

配信オプション 

以下のオプションは、アプリケーション全体をインストールするのに十分な
容量がサブスクライバのコンピュータにない場合にのみ適用されます。アプ
リケーションに対し、[必須] または [オプション] を選択してください。 

— 必須  
このオプションを選択すると、これらのファイルやフォルダはアプリケ
ーションの必須ファイルになります。アプリケーション全体を格納する
のに十分な容量がエージェント コンピュータにない場合は、必須ファイ
ルのみが配布されます。必須ファイルを格納するのに十分な容量がない
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場合、アプリケーションは配布されません。このオプションを設定する
には、CSDB Editor を使用します。ZRSCMO=M と設定します。 

— [オプション] (デフォルト)   
このオプションを選択すると、ファイルまたはフォルダはアプリケーショ

ンに必須ではなくなります。アプリケーション全体を格納するのに十分

な容量がクライアント コンピュータにない場合は、オプション ファイ

ルは配布されません。このオプションを設定するには、CSDB Editor を
使用します。ZRSCMO=O と設定します。 

— デフォルト プロパティを使用する  
このチェック ボックスをオンにすると、 配信の優先度がデフォルトの

50 になります。配布は、優先度が高いものから低いものという順でおこ

わなわれます。このオプションを設定するには、CSDB Editor を使用し

ます。ZRSCPRI=50 と設定します。 

このチェック ボックスをオフにした場合、1 ～ 99 の値を入力でき、デ

フォルトの優先度 50 が上書きされます。 も高い優先度は 1、 も低

い優先度は 99 です。このオプションを設定するには、CSDB Editor を
使用します。ZRSCPRI=1 と設定します。 

5 ファイルのプロパティの編集を終えたら、[メソッド] タブをクリックしてメ

ソッドを編集します。[メソッド] タブのダイアログ ボックスに入力したコ

マンド ラインは、SOFTWARE ドメインの FILE クラス インスタンスの属

性に格納されます。 

— [リソース初期化メソッド] (データベース内の属性: ZINIT)  
エージェント コンピュータにファイルまたはフォルダが格納されたとき

に実行するメソッドを入力します。 

— [リソース インストール メソッド] (データベース内の変数: ZCREATE)   
エージェント コンピュータにファイルが格納された後に実行するメソッ

ドを入力します。このメソッドは、エージェント コンピュータでファイ

ルを使用可能にする処理が要求された場合に使用します。 

 
Vista デバイス上でユーザーの介入が必要なアプリケーション

を配布するためには、「runasuser」メソッド修飾子を使用し

ます。パブリッシュ中に、「runasuser」修飾子を リソース 
インストール メソッド テキスト ボックスに加えます。 

次に例を示します。 
runasuser setup.exe 

注意: メソッド修飾子「runasuser」は修飾子「hide」と一緒

には使用できません。これらは互いに矛盾する修飾子です。 
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— [リソース アンインストール メソッド] (データベース内の変数: ZDELETE)  
通常、ソフトウェアへのサブスクリプションがキャンセルされると、フ

ァイルは削除されます。共有オブジェクト ファイルなど、ソフトウェア

のサブスクリプションをキャンセルしたときでもエージェント コンピュ

ータから削除すべきでないファイルの場合は、[リソース アンインスト

ール メソッド] に「_NONE_」(アンダースコア付き) と入力する必要が

あります。 

— [インスタンス更新メソッド] (データベース内の変数: ZUPDATE)   
ファイルを配布した後に、エージェント コンピュータでインスタンスが

変更されたときに実行するメソッドを入力します。 

— [ファイル更新/追加メソッド] (データベース内の変数: ZFILEUPD)   
新しいファイルが追加されたとき、またはファイルが更新されたときに

実行するメソッドを入力します。このメソッドは、エージェント コンピュ

ータにファイルが配布される直前に実行されます。 

— [ファイル アービトレーション メソッド] (データベース内の変数: ARBITRAT)  
ファイルまたはフォルダを置き換えようとする場合に実行するメソッド

を入力します。このメソッドは、現在クライアント コンピュータに存在

するファイルまたはフォルダのバージョン情報と、置き換えるファイル

またはフォルダのバージョン情報を比較し、どちらを保持するかを判別

します。 

 
このフィールドを使用するには、CSDB データベースに 
ARBITRAT メソッドを追加する必要があります。詳細につい

ては、HP ソフトウェア Web サイトにある技術文書『About the 
File Arbitration Method』を参照してください。 

6 ファイルとメソッドのプロパティの編集を終えたら、[次へ] をクリックして、

[コンフィギュレーション] ウィンドウに移動します (パッケージおよびサー

ビス情報を入力する (83 ページ) に移動します)。 

レジストリ ファイル プロパティを編集します 

このウィンドウでは、選択したレジストリ キーの検証オプションおよび配信オ

プションを編集することができます。 

1 [レジストリ] タブを選択します。パッケージに含められるすべてのレジスト

リ キーは左パネルに一覧表示されます。 
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2 編集するプロパティのレジストリ キーを選択します。 

3 検証オプションおよび配信オプション ボックスでは、以下の組み合わせの

検証オプションおよび配信オプションから選択します。 

— 無条件 / 存在  
このコマンドを選択すると、レジストリ キーは、エージェント コンピュ

ータに既に存在している場合でも配布されます。レジストリ キーを変更

する場合、 サブスクライバが次回 Configuration Server に接続すると

きに、パッケージ化された値にリセットされます。この設定は、アプリ

ケーションの動作を保証するために変更してはならないレジストリ キー

に使用します。 

— 無条件 / 存在  
このコマンドを選択すると、レジストリ キーは、 初の配布の時点か、

削除されたときに配布されます。ただし、レジストリ キーの値はリセッ

トされません。 



 

82 第 3 章 

— 存在 / 存在  
このコマンドを選択すると、レジストリ キーは、エージェント コンピュ

ータに存在しない 場合にのみ配布されます。この機能では、レジストリ 
キーを変更してもかまいません。レジストリ キーは削除された場合にの

み再配布されるので、変更内容は上書きされません。 

 
[存在の値を配信する] と組み合わせて [強制の値を検証する] 
を選択しないことも可能です。この組み合わせは有効なもの

ではありません。このような選択を行う場合は、値を [強制

の値を検証する] および [無条件の値を配信する] に復帰させ

ます。 

リンク プロパティを編集します 

1 リンク タブを選択します。 

2 パッケージに含められるすべてのリンクは、左パネルに一覧表示されます。 
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3 編集するプロパティのリンクを選択します。 

4 検証オプション ボックスでは、ドロップダウン リストから [完全]、[なし] 
または [存在] を選択します。 

— 完全  
このコマンドを選択すると、リンクは、エージェント コンピュータに既

に存在する場合でも、サブスクライバが Configuration Server に接続す

るたびに配布されます。これにより、破損したリンクまたは変更された

リンクが修復されます。 

— なし  
初の配布以降、リンクを検証しない場合は、このコマンドを選択しま

す。リンクを変更または削除した場合でも、リンクは修復されません。 

— Exist 
このコマンドを選択すると、リンクは 初の配布に配布されます。それ

以降は、接続したときにエージェント コンピュータに存在 しない 場合

にのみ配布されます。リンクが再配布されるのは、削除された場合のみ

です。このことから、ユーザーはリンクを変更することができます。 

5 [配信オプション] ボックスでは、ドロップダウン リストから [ユーザー] ま
たは [マシン] を選択します。 

— ユーザー  
このオプションを選択すると、アプリケーションが 初に配布される際

にログオンしているエージェントにだけファイルが配布されます。この

オプションを設定するには、CSDB Editor を使用します。 

— マシン  
[マシン コンポーネント] を選択すると、コンピュータのすべてのユーザ

ーにファイルが配布されます。このオプションを設定するには、CSDB 
Editor を使用します。: 

6 ファイルとメソッドのプロパティの編集を終えたら、[次へ] をクリックして、

[コンフィギュレーション] ウィンドウに移動します (下記のパッケージおよ

びサービス情報を入力するに移動します)。 

Task 3 パッケージおよびサービス情報を入力する 

パッケージとサービスについての情報は、[コンフィギュレーション] ウィンドウ

で入力します。パッケージに名前を付けて、説明となる付加的な情報を含め、そ

してハードウェアおよびオペレーティング システムの設定に基づくパッケージ

配布の制限を設定してください。また、サービスについての説明となる情報、お

よび配布後にどのように管理するかについての情報も入力します。 
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1 [パッケージ情報] 領域で、以下の情報を入力します。 

a [名前] フィールドにパッケージ名を入力します。これは、CSDB データ
ベースで PACKAGE クラス インスタンス名となるものです。現在の組
織の命名規則に従って命名してください。名前にスペースを入れること
はできません。 

 
識別子が一意になるように命名規則を策定できます。
Publisher は、この識別子を基にデータ オブジェクトとファ
イル名を生成します。詳細については、付録 B (ページ 命名規
則) を参照してください。 

b [表示名] フィールドに、パッケージの表示名を入力します。これは、
CSDB Editor で使用されている簡略名です。 

c [ドメイン] ドロップダウン リストで、インスタンスを格納するドメイン
を選択します。CSDB を固有のドメインでカスタマイズした場合を除い
て、通常は SOFTWARE ドメインです。出荷時のデフォルトのドメイ
ンは、ADMIN、AUDIT、CLIENT、PATCH、POLICY、PRDMAINT、
SOFTWARE、および SYSTEM です。 
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d [説明]  フィールドに、パッケージの説明を入力します。 

e [リリース] フィールドに、ソフトウェアのリリース番号を入力します。 

f [クラス] ドロップダウン リストで、インスタンスを格納するクラスを選

択します。 

2 [パッケージを適用する対象システム] 領域で、以下の情報を入力します。ど

のオプションも選択しなかった場合、パッケージは資格のあるすべてのサブ

スクライバが利用できます。 

a オペレーティング システム 
このパッケージを適用するオペレーティング システムを選択してください。 

b ハードウェア  
小 RAM またはプロセッサ速度に基づいて配布を制限するには、適切

な設定オプションの隣にあるチェック ボックスをオンにし、テキスト 
ボックスに必要な 小値を入力します。 

3 [次へ] をクリックして [サービス情報] ウィンドウに進みます。 
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4 新しいサービスを作成する ([新規作成])、既存のサービスを使用する ([既存
のサービスを使用])、現時点ではサービスを作成しない ([サービスなし])、
のいずれかを選択します。 

 
1 つのパッケージの作成のみ行う場合は、[サービスなし] をクリ
ックします。サービスが 1 つあり、複数のパッケージを作成して
後から CSDB Editor を使ってそのサービスにそれらのパッケー
ジを接続する場合などに便利です。 

5 [名前]、[表示名]、[ベンダー]、[Web URL]、[説明]、および [作成者] を入力
します。 

既存のサービスを使用する場合には、サービス名を正しく入力した
ことを確認してください。 

6 [割り当てのタイプ] セクションで、サービスが [必須] か、或いは [オプショ
ン] かを選択します。デフォルトは [必須] です。これはサービスをすべての
有効なサブスクライバに配布します。オプション  サービスは  HPCA 
Application Self-service Manager を使用している場合のみ指定可能です。 

7 [管理のタイプ] セクションで、配布後のアプリケーションの管理方法を指定
します。 

管理のタイプと割り当てのタイプは、ZSVCMO サービスの属性値に対応し
ています。各タイプの選択内容に応じて、このフィールドには 2 つの値が格
納できます。下の表に、設定可能な属性値を示します。 

表 15       ZSVCMO 変数 

割り当てのタ

イプ 
管理のタイプ ZSVCMO 値 説明 

必須 自動 M サービスはすべてのサブス

クライバに配布され、Client 
Automation によって管理さ

れます。 

必須 手動 MO サービスはすべてのサブスク

ライバに配布されます。

Client Automation は配布後

のサービスを管理しません。 

オプション 自動 OM サービスは設定されたサブス

クライバのみに配布されます。

サービスは Client Automation 
によって管理されます。 
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割り当てのタ

イプ 
管理のタイプ ZSVCMO 値 説明 

オプション Manual O サービスは設定されたサブ

スクライバのみに配布され

ます。Client Automation は
配布後のサービスを管理し

ません。 

8 [イベントについてのレポート] セクションで、記録を残すイベントの横にあ

る各チェック ボックスをオンにします。ベース インスタンスで利用可能な

デフォルトのアプリケーション レポート イベントを使用する場合には、[ベ
ース インスタンスを使用する] を選択します。  

9 [次へ] をクリックして、[パブリッシュ] ウィンドウを開きます。 

Task 4 パッケージのパブリッシュ 

[パブリッシュ] ウィンドウでは、パッケージおよびサービス情報を表示して、そ

れをパブリッシュします。 

 選択内容を変更する場合は、目的の設定ウィンドウが表示されるまで 
[前へ] をクリックします。パッケージの設定を変更したら、[次へ] を
クリックしてこのウィンドウに戻ります。 

ツールバーのボタンをクリックして、前の画面に戻ることもできます。 

パッケージをパブリッシュするには 

1 [パブリッシュ] をクリックします。パッケージはデータベースにパブリッシュ

されます。 

2 ウィンドウの下部のステータス バーに「プロセスは正常に完了しました」

というメッセージが表示されたら、[完了] をクリックします。 

3 確認するメッセージが表示されたら、[はい] をクリックして、終了します。 

CSDB Editor で、パブリッシュされたサービスを確認できます。 
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図 4      サンプル アプリケーション 

 

Windows インストーラ ファイルをパブリッシュする 
Windows インストーラは、MSI ファイルを使用してオペレーティング システ
ムにソフトウェア パッケージを配布します。Publisher では、この MSI ファイ
ルを使ってパッケージおよびサービスを作成し、CSDB にパブリッシュします。
CSDB にパブリッシュした後、ソフトウェア パッケージを環境へ配布する準備
が整いました。 

VMware ThinApp 分離アプリケーション 

Administrator Publisher は更新され、MSI にパッケージ化された VMware 
ThinApp 分離アプリケーションの存在を認識しています。検出された場合、詳
細パブリッシュ モード ([詳細] パブリッシュ モード (91 ページ)参照してくださ
い) が無効になり、関連するサービスは VMware ThinApp に含まれているかど
うかを確認します。管理者は VMware AppSync 機能を使用して、ThinApp の
自動更新をするかどうかを尋ねられます。選択した場合、 このオプションは今
後処理を行う関連サービス内にも表示されます。この変更は仮想アプリケーショ
ンと統合させる 初の段階であり、 この領域で今後改善する際に活用します。 
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Windows インストーラ ファイルをパブリッシュするには 

1 Publisher を起動します。 

2 パブリッシュするデータのタイプ ドロップダウンリストから [Windows イ
ンストーラ] をクリックします。 

3 [OK] をクリックします。[選択] ウィンドウが開きます。 

Task 1 パブリッシュするファイルを選択する 

[選択] ウィンドウでパッケージに含めるすべてのファイルを選択します。 

 

1 左パネルで、パブリッシュする Windows インストーラ ファイルを選択しま

す。右パネルには、選択した .msi ファイルで使用可能な情報が表示されます。 

2 [パブリッシュ モード] セクションで、[基本] または [詳細] のいずれかをク

リックします。 

3 [次へ] をクリックして [編集] ウィンドウに進みます。 
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Task 2 ファイルのプロパティおよびメソッドを編集する 

このタスクは、以下のうちのどれを選択するかによって異なります。 

• タスク 1、ステップ 1 で Microsoft パッチ ファイル (.msp) を選択した場合
には、下記の MSP ファイルを使用してに進みます。 

• タスク 1、ステップ 2 で [詳細] パブリッシュ モードを選択した場合には、
[詳細] パブリッシュ モード (91 ページ) に進みます。 

• タスク 1、ステップ 2 で [基本] パブリッシュ モードを選択した場合には、基本
パブリッシュ モード (98 ページ) に進みます。 

MSP ファイルを使用して既存のパッケージをアップグレードする 
Microsoft パッチ ファイル (.msp) をパブリッシュするように選択した場合、[編
集] ウィンドウには [アップグレード] というオプションだけが表示されます。ア
ップグレード[既存のパッケージのアップグレード] ウィンドウには、選択したファ
イルでアップグレードできる、CSDB 内の利用可能なすべてのパッケージが表
示されます。 

1 [既存のパッケージのアップグレード] ウィンドウで、アップグレードする、
対応するパッケージを選択します。 

 

2 既存のパッケージの機能、プロパティまたは変換を使用するには、ウィンド
ウの下部にある [使用する対象] セクションの対応するチェック ボックスを
オンにします。 
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別の Windows インストーラ ファイルを使用して既存のパッケージをアップグ

レードすることもできます。このタイプのファイル (.msi) をパブリッシュする場

合には、[詳細] パブリッシュモードに [アップグレード] オプションが表示されま

す。詳細については、下記の [詳細] パブリッシュ モードを参照してください。 

 
Publisher は、アップグレード用の新しいパッケージを作成します。

作成した新しいアップグレード パッケージを CSDB にパブリッシュ

したら、CSDB Editor を使用して、そのパッケージを既存のパッケ

ージに接続します。 

[詳細] パブリッシュ モード 

[詳細] パブリッシュ モードでは、パッケージの作成で使用する多くのパブリッ

シュ オプションを編集することができます。 

[詳細] パブリッシュ モードでパブリッシュを行うには 

1 [管理インストール ポイント] (AIP) ウィンドウが開いていない場合には、左

側の [管理インストール ポイント] オプションをクリックします。[管理イン

ストール ポイント] （AIP）ウィンドウが表示されます。 
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Windows インストーラ AIP の作成 
以前は、Windows インストーラのパブリッシュ プロセスでは、パブ
リッシュ プロセスの外部で AIP を手動で作成する必要がありまし
た。Publisher 4.0 から、これは必要なくなりました。今は、変更を加
えていないオリジナルの状態の .msi ファイルを用意すれば、
Publisher は自動的に、短いファイル名の形式で AIP を作成します。 

2 このウィンドウで、以下の項目を選択して、AIP を作成します。 

表 16      AIP を作成する 

AIP を使用してパブ
リッシュ 

AIP を使用してパブリッシュを行う場合には、この
チェック ボックスをオンにします。 

AIP のロケーション 入力するか、[ブラウズ] をクリックして、AIP の場
所を指定します。 

ユーザー インターフェ
イスを実行 

パッケージのインストール後に、詳細なユーザー イ
ンターフェイスと基本のユーザー インターフェース
のどちらを実行するかを選択します。 
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AIP を使用してパブ
リッシュ 

AIP を使用してパブリッシュを行う場合には、この
チェック ボックスをオンにします。 

パブリッシュ完了時
に AIP を削除 

パッケージが CSDB にパブリッシュされた後で AIP 
を削除する場合には、オンにします。 

AIP パッケージをサ
ービスに接続 

AIP パッケージを関連するサービスに接続する場合
には、オンにします。 

MSI リダイレクタ用
にローカルの AIP サ
ポートを使用 

インストール時に、Client Automation の詳細なデー
タ管理およびキャッシングをサポートする一時的な
ローカル AIP を作成する場合には、オンにします。
この機能は、本来 HTTP ベースの MSI インストール
をサポートしていないインストールの場合に使用し
てください。オンにして、長いファイル名を使用す
る場合には、[長いファイル名を使用] チェックボック
スをオンにします。 

AIP 作成用のオプショ
ンの引数 

AIP 作成時に含める付加的な引数があれば、入力し
ます。 

 

 
AIP パッケージをサービスに接続するには、[AIP パッケージをサ
ービスに接続] チェック ボックスをオンにします。このチェック 
ボックスをオンにすると、AIP パッケージがサービスに接続さ
れ、その ZSTOP000 は 1 に設定されます。この結果、AIP パッ
ケージはデスクトップに配布されませんが、Proxy Server の稼動
中、サービスへの接続が保証されます。 

3 まず [インストール シミュレータ]を、それから [ユーザー インターフェイ
スを実行] をクリックします。これによりインストールがシミュレートされ
ますが、ソフトウェアは実際にはインストールされません。 

 

4 [機能] をクリックします。[機能] ウィンドウが表示されます。このウィンド

ウでは、利用可能な MSI 機能を設定します。 



 

94 第 3 章 

 

5 それぞれの機能を右クリックし、非表示にするか、または無効にするかを選

択します。 

6 [プロパティ] をクリックします。 

 

7 [プロパティ] ウィンドウで、msi ファイルのプロパティを確認し、変更しま

す。Windows インストーラ ファイルには、正しく配布するために追加のコ

マンド ライン パラメータが必要な場合があります。たとえば、アプリケー

ションはインストール中にシリアル番号を渡すカスタムのプロパティを必要

とすることがあります。付加的なパラメータを含めるには、[プロパティ] ウィ

ンドウを使用します。 

— 新しいプロパティを追加するには [追加] をクリックします。 

— 既存のプロパティを削除するには [削除] をクリックします。 

— プロパティの [名前] または [値] を変更するには、変更するアイテムを

クリックして新しい値を入力します。 

8 [変換] をクリックします。このウィンドウでは、Windows インストーラ フ
ァイルに関連付けられた変換ファイルの適用を再設定します。 
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9 [マシン / ユーザー] をクリックします。このウィンドウでは、マシン / ユー

ザーのパラメータを定義します。 

 

— [ユーザーごとのインストールを有効にする] – マシン/ユーザー コンポ
ーネントのインストールを管理するために使用する、新しいユーザー 
MSI パッケージを自動的に生成する場合には、このチェック ボックス
をオンにします。 

— [ユーザーごとの使用可能なリソース] – ユーザー単位でどのリソースを
利用可能にするかを選択します。 

10 [アップグレード] をクリックします。このウィンドウには、現在の Windows
インストーラ パッチ (.MSP)を使用してアップグレード可能な、CSDB 内に
ある既存の MSI パッケージを表示します。適切なチェック ボックスをクリッ
クして、使用する既存の機能プロパティまたは変換を選択します。 
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11 [追加のファイル] をクリックします。AIP の一部として含める追加のファイ

ルがあれば、選択します。 

 

12 [動作] をクリックします。このウィンドウには、ローカル MSI ファイルキャッ

シュの使用、ローカルな修復の有効化、インターネット キャッシュの保存、

MSI 機能の制御、およびサルベージ ステータスの決定のためのオプション

が含まれています。 
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— [MSI ファイル用にローカル キャッシュを使用] – キャッシュの場所を
サイズを決める場合には、オンにします。キャッシュの場所を [キャッ
シュのロケーション]  テキスト ボックスに入力し、[ディスクに占める
割合] テキスト ボックスに使用するディスク スペースの割合の上限値を
入力します。 

[MSI ファイル用にローカル キャッシュを使用] をオンにすると、アプ
リケーションのインストール中、指定した場所にキャッシュ ディレクト
リが作成されます。ターゲット マシンでのディスク使用状況がキャッシュ
の割合の限界を超えると、キャッシュ機能は自動的にオフになります。 

— [ローカルでの修復を使用] – ローカルな修復を有効にする場合は、オン
にします。このオプションをオンにすると、ローカルのエージェント コ
ンピュータに MSI キャッシュが保持されるので、データが失われた、
または必要になった場合、CSDB に要求する代わりに、修復をローカル
に行うことが可能になります。 

— [インターネット キャッシュを使用]– HTTP インストールの後にインタ
ーネット キャッシュを消去しないようにする場合には、オンにします。 

— [復旧] – ターゲット コンピュータの既存のファイルを利用することを可
能にします。パッケージをインストールするときに、パッケージの一部
が見つかった場合には、重複するデータを CSDB に要求する代わりに、
既存のファイルを使用します。HPCA が管理する、および管理しないア
プリケーションで [復旧] を有効にするオプションがあります。適切なチ
ェック ボックス ([管理対象アプリケーション]、[非管理対象アプリケー
ション]) をオンにして、どのタイプのアプリケーションでこの機能を有
効にするかを選択してください。両方のタイプのアプリケーションを選
択することができます。 
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— [ユーザーが MSI 機能を管理] – インストール中にどの MSI 機能をイン

ストールするかをエンド ユーザーが制御できるようにする場合に、オン

にします。このオプションをオンにすると、アプリケーションのインス

トール時に機能エディタが表示されます。 

13 [次へ] をクリックして [コンフィギュレーション] ウィンドウに進みます。 

基本パブリッシュ モード 

基本パブリッシュモードには 4 つのオプションがあります。これらは [パブリッ

シュ オプション] ウィンドウで利用できます。 

[基本] パブリッシュ モードでパブリッシュを行うには 

1 [選択] ウィンドウでパブリッシュ モードを選択したら、[次へ] をクリックし

ます。[編集] ウィンドウが表示されます。このウィンドウには 4 つのオプショ

ンがあります。任意のリンクをクリックして、基本パブリッシュ モードの

オプションを設定します。 

 

— 管理オプション  
適用する管理オプションを選択します。選択した管理オプションに従っ

て、配布後のアプリケーションの実行方法が定義されます。 

– setup を使用 

– msiexec を使用 

– コマンド ライン 
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— 変換   
Windows インストーラ ファイルに関連付けられた変換ファイルの適用

を再設定します。 

— 追加のファイル   
利用可能な追加ファイルを適用します。 

— アップグレード  
現在の Windows インストーラ パッケージを使用してアップグレード可能

な、CSDB 内にある既存の MSI パッケージを表示します。適切なチェッ

ク ボックスをクリックして、使用する既存の機能プロパティまたは変換

を選択します。 

2 パブリッシュ オプションの編集を終えたら、[次へ] クリックして、[コンフィ

ギュレーション] ウィンドウに移動します。 

Task 3 パッケージおよびサービス情報を入力する 

パッケージとサービスについての情報は、[コンフィギュレーション] ウィンドウ

で入力します。これらのウィンドウの詳細については、パッケージおよびサービ

ス情報を入力する (83 ページ) を参照してください。 

1 [パッケージ情報] セクションで、パッケージ情報を入力します。 

2 [パッケージを適用する対象システム] セクションを使用して、パッケージを

特定のオペレーティング システムまたはハードウェアに限定します。いず

れかのリンクをクリックして、設定可能なオプションを表示します。 

3 [次へ] をクリックします。[サービス情報] ウィンドウが表示されます。 

4 このウィンドウでサービス情報を入力します。 

5 [次へ] をクリックして [パブリッシュ] ウィンドウに進みます。 

Task 4 パッケージのパブリッシュ 

1 [要約] セクションで、以前の手順で設定したパッケージおよびサービスの情

報を確認します。情報を確認したら、[パブリッシュ] をクリックします。 

2 パブリッシュ プロセスが完了したら、[完了] をクリックして Publisher を
終了します。オペレーティング システムのパッケージまたはサービスを表

示するには、CSDB Editor を使用します。 

これで、サービスを配布する準備が整いました。 
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コマンド ラインによるパブリッシュ 

Publisher では、非グラフィカルのパブリッシュ モードもサポートされていま

す。Publisher のユーザー インターフェイスによるパブリッシュ時に入力する

値の代わりに、設定ファイルで事前定義した値を使用します。設定ファイルを使

用すると、パッケージやサービスの値を事前に定義して、テキスト ファイルに

保存しておくことができます。その後、コマンドラインで Publisher に –cfg パ
ラメータを付け、パブリッシュ セッション中に使用する設定ファイルを指定し

て実行します。 

test.cfg という設定ファイルを使用して Publisher を実行するコマンド ライン

の例を次に示します。 

nvdtk.exe pubport.tkd –cfg "c:\program files\test.cfg" –user 
USER –password PASSWORD 

 
設定ファイルを指定する時は、フルパスのファイル名を使用して

ください。 

下記の表 17 では、設定ファイルのパラメータについて説明します。 

表 17      設定ファイルのパラメータ 

パラメータ 説明 

パッケージ PACKAGE クラス インスタンスの名前を定義します。 

pkgname PACKAGE クラス インスタンスの簡略名 (NAME 属性) を指
定します。 

pkgdesc PACKAGE クラス インスタンスの説明 (DESCRIPT 属性) を
指定します。 

サービス オプションで作成される ZSERVICE クラス インスタンスの
名前を定義します。 

svcname ZSERVICE クラス インスタンスの簡略名 (NAME 属性) を指
定します。ZSVCNAME 属性もこの値から設定されます。 

svcdesc ZSERVICE クラス インスタンスの説明 (DESCRIPT 属性) を
指定します。 

addtosvc このセッションのサービス インスタンスを作成するかどうか
を指定します。 
1 = サービスを作成します 
0 = 作成しません 
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パラメータ 説明 

path パッケージがパブリッシュされるファイルやドメインの CSDB 
パス (たとえば PRIMARY.SOFTWARE) を定義します。 

attr CLASS 
{body} 

パブリッシュ プロセスで追加されるインスタンスの属性値。
CLASS の値として指定できるのは、PACKAGE と 
ZSERVICE のみです。この 2 つのクラスの値は、ユーザー 
インターフェイスではサポートされていなくてもコマンド ラ
インに渡すことができます。例: 
    attr ZSERVICE { 
    AUTHOR {John J. User} 
    URL        {http://www.nowhere.com} 
    OWNER    {Microsoft Corp} 
                  } 
 
    attr PACKAGE { 
    RELEASE    {1.0} 
   } 

値は中かっこ ({ }) で囲みます。 

msi {body} MSI ユーザー インターフェイスの設定を指定します。以下の
値が設定できます。 

• aiplocation 
必要に応じて AIP の作成場所を指定します。 

• publishmode 
詳細なパブリッシュまたは基本パブリッシュを指定し
ます。 

• execui 
AIP 作成時の MSI のユーザー インターフェイスの実
行方法を定義します。設定可能な値は Full、Basic、ま
たは None です。 

• deleteaip 
 パブリッシュ後に AIP を削除するかどうかを指定しま
す。設定可能な値は [y] または [n] です。 

• aiparguments 
AIP 作成用のオプションの引数 

• enableperuser 
このパッケージのユーザーごとのインストールを無効
にする (N) かどうかを指定します。または、S (ショー
トカット)、R (レジストリ)、E (プライベート exe)、D 
(プライベート dll) の各値を組み合わせることもできま
す。たとえば、「SD」を指定すると、ショートカット
およびプライベート dll のユーザーごとのインストール
が有効になります。 

http://www.nowhere.com/
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パラメータ 説明 

• additionalfiles 
追加のファイルを含めるかどうか。設定可能な値は [y] 
または [n] です。 

• connectaiptosvc 
AIP を含めるかどうか。設定可能な値は [y] または 
[no] です。 

msi セクションの例を次に示します。 
msi { 
        aiplocation    {c:\testaip} 

        publishmode    advanced 
        execui         none 
        deleteaip      n 
        aiparguments   "" 
        enableperuser  sre 
} 

注意: 値では大文字と小文字が区別されます。 

サンプル設定ファイルは次のとおりです。 

pkgname   MYTESTPKG 
package   CJMTEST 
pkgdesc   {This is a test package} 
path      PRIMARY.SOFTWARE 
addtosvc  1 
service   CJMTESTS 
svcname   MYTESTSVC 
svcdesc   {This is a test service} 
attr PACKAGE { 
    RELEASE 1.0 
    BEHAVIOR 
} 
attr ZSERVICE { 
    AUTHOR    me 
    URL       {HTTP://WWW.NOWHERE.COM} 
    OWNER     {Microsoft Corp.} 
        PRICE     {5} 
} 
msi { 
        aiplocation     {g:\aip} 
        publishmode     advanced 
        deleteaip       n 
        aiparguments    {} 
        enableperuser   n 
} 
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コマンド ラインでパブリッシュするファイルを定義する 

コマンド ラインで設定ファイルを定義するほかに、パブリッシュするファイル
を定義することもできます。パブリッシュ セッションで使用するファイルを定
義するには、–file パラメータを使用します。 

nvdtk.exe pubport.tkd –cfg "c: \program files\test.cfg" -file 
"c:\program files\testfile" –user USER –password PASSWORD 

複数の .msi ファイルをパブリッシュする (バッチ モード) 

Publisher では、1 回のパブリッシュ セッション中に、複数の .msi CSDB ファ
イルを CSDB にパブリッシュすることができます。そのためには、Publisher 
をコマンド ラインから呼び出し、–batchmsi パラメータで場所を指定します。
Publisher によってスキャンされ、.msi ファイル、設定ファイルまたは変換 (.mst) 
ファイルが検出されます。 

 
Publisher で複数の .msi ファイルをまとめてパブリッシュする場合、
コマンド ラインを使用して単独の .msi ファイルをパブリッシュする
場合とは異なり、コマンド ライン パラメータ –cfg で設定ファイルを
指定することはできません。代わりに、.msi ファイルのディレクトリ
内に少なくとも 1 つの設定ファイルが格納されている必要があります。 

一致するディレクトリが検出されるまでディレクトリをスキャンします。各ディ
レクトリには、CSDB にパブリッシュされる Client Automation パッケージの
コンポーネント (設定ファイル、利用可能な変換ファイル、1 つ以上の.msi ファ
イルなど) が格納されていなければなりません。一致するディレクトリを処理し
た後、さらに一致するディレクトリが開始ディレクトリの下にあるか引き続きス
キャンを行います。 

指定した場所に配置されたファイルは、以下の簡単な規則に準拠する必要があり
ます。 

• 1 つのディレクトリに複数の .msi ファイルがある場合、エラーが記録され、
パブリッシュ セッションのスキャンが続行します。 

• 1 つのディレクトリに複数の設定ファイルがある場合、エラーが記録され、
パブリッシュ セッションのスキャンが続行します。 

• 必要であれば、検出されたすべての.msi ファイルに対して 1 つの設定ファ
イルを使用するようにすることができます。ルート ディレクトリの場所で
見つかった設定ファイルが 1 つのみの場合は、以降に検出されるすべて
の.msi ファイルにその設定ファイルが適用されます。この後、シンボリッ
ク置換を使用して 設定ファイルの値をカスタマイズする (106 ページ) で説
明するシンボリック置換を使用して各パッケージの一意の名前を定義します。 
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• スキャンが成功するためには、ルート ディレクトリの場所にまたは検出さ

れた MSI と共存する少なくとも 1 つの設定ファイルが必要です。 

• MSI ファイルが検出されるまでスキャンの再帰呼び出しをします。この時、

MSI ファイルを処理し、スキャンはディレクトリ ツリーのなかでこれ以上

深いところで再帰呼び出しが行われることはありません。検出された MSI 
ファイルの親ディレクトリで引き続きスキャンを行います。 

• 「additionalfiles」キーワードを設定ファイルの [y] 値で定義した場合、MSI 
ファイル以下の追加ファイルはいずれも AIP (詳細モードの場合) または パ
ッケージ（基本モードの場合）に含まれません。 

• バッチ モードでは、MSI ファイルと共存している変換ファイルはいずれも

パッケージに含まれます。 

Publisher を実行し、スキャンする場所を指定するコマンド ラインのサンプル

を次に示します。 

nvdtk.exe pubport.tkd –batchmsi "c:\msifileslocation" –user USER –
password PASSWORD 

この例では、 Publisher はディレクトリ " c:\msifileslocation "とすべてのサ

ブディレクトリをスキャンして、.msi ファイル、設定ファイルまたは変換ファ

イルを検出します。 

パブリッシュ セッションが終了したら、log ディレクトリ内の pubport.log ファ

イルを参照してセッションを検証します。 

複数の設定ファイルを使用する 

シンボリック置換を使用して 設定ファイルの値をカスタマイズする (106 ページ) 
に説明するように、シンボリック置換を使用して一意のパッケージ名を割り当て

る場合、パブリッシュするすべての .msi ファイルに必要な設定ファイルは 1 つ
のみです。ただし、各 .msi に異なる設定ファイルを適用する場合は、.msi の

ディレクトリ内に、適用する設定ファイルを個別に配置する必要があります。 

あるディレクトリ内で設定ファイルが検出されると、その後に同じディレクトリ

内で検出された .msi ファイル、および各サブディレクトリ内の .msi ファイル

に適用されます。この設定ファイルは、別の設定ファイルが検出されるまで使用

されます。 

たとえば、図 5 (105 ページ) に表示されている Acrobat Reader 6.msi ファイ

ルは、\Acrobat Reader 6.0 ディレクトリ内に設定ファイルがないため、ルート 
ディレクトリ \Adobe MSI Apps to Publish にある設定ファイル global.cfg 
を使用します。 
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図 5      設定ファイルが格納されているルート ディレクトリ 

 

 

図 6      ディレクトリ構造内の設定ファイル 

 

変換 (.mst) ファイルを格納する 

.msi ファイルに複数の変換ファイルを適用するには、その .msi ファイルと同
じディレクトリ内に該当する変換ファイルを格納します。変換ファイルは、ディ
レクトリを共有している .msi ファイルにのみ適用されます。 
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下記の図 7 に表示されている 2 つの変換ファイルは、どちらもパブリッシュ時

に Photoshop 7.msi パッケージに格納されます。 

図 7      ディレクトリ構造内の変換ファイル 

 

シンボリック置換を使用して 設定ファイルの値をカスタマイズする 

類似する複数の .msi ファイルをパブリッシュするときに使用する設定ファイル

を 1 つのみにする場合、シンボリック置換を使用して一意の値を割り当てるこ

とができます。たとえば、一意のパッケージ名を作成するには、設定ファイルの 
pkgname 変数に、%MSIPROP.VARNAME% または .msi ファイル内にある別のシン

ボリック変数を設定します。Publisher は、パブリッシュを実行中の各 .msi 

ファイルを検索し、指定されたシンボリック値に基づいて、pkgname の値

を .msi ファイル内の対応する値と置換します。 

シンボリック置換の使用方法を示す、下記のサンプル設定ファイルをご覧ください。 

 
path 属性にシンボリック置換を使用することはできません。 

# ------------------------------------------------------------------------- 
#      Publisher – Sample imbedded MSI Properties Configuration File  
# ------------------------------------------------------------------------- 
#-------------------------------------------------------------------------- 
#   Package related variables 
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#-------------------------------------------------------------------------- 
pkgname         {%MSIPROP.RADIA_PKG_DISPLAY_NAME%} 
package         {%MSIPROP.RADIA_PKG_INSTANCE_NAME%} 
pkgdesc         {%MSIPROP.RADIA_PKG_DESCRIPTION%} 
path            PRIMARY.SOFTWARE 
#-------------------------------------------------------------------------- 
#   Service related variables 
#-------------------------------------------------------------------------- 
addtosvc        {%MSIPROP.RADIA_ADDTOSVC%} 
service         {%MSIPROP.RADIA_SVC_INSTANCE_NAME%} 
svcname         {%MSIPROP.RADIA_SVC_DISPLAY_NAME%} 
svcdesc         {%MSIPROP.RADIA_SVC_DESCRIPTION%} 
 
attr PACKAGE { 
RELEASE         {%MSIPROP.RADIA_PKG_RELEASE%} 
} 
 
attr ZSERVICE { 
AUTHOR          {%MSIPROP.RADIA_SVC_AUTHOR%} 
URL             {%MSIPROP.RADIA_SVC_URL%} 
OWNER           {%MSIPROP.RADIA_SVC_OWNER%} 
PRICE           {%MSIPROP.RADIA_SVC_PRICE%} 
ZSVCMO          {%MSIPROP.RADIA_SVC_ZSVCMO%} 
ZCREATE         {%MSIPROP.RADIA_SVC_ZCREATE%} 
} 
msi { 
aiplocation     {%MSIPROP.RADIA_AIPLOCATION%} 
publishmode     {%MSIPROP.RADIA_PUBLISHMODE%} 
execui          {%MSIPROP.RADIA_EXECUI%} 
deleteaip       {%MSIPROP.RADIA_DELETEAIP%} 
aiparguments    {%MSIPROP.RADIA_AIPARGS%} 
enableperuser   {%MSIPROP.RADIA_ENABLEPERUSER%} 
additionalfiles {%MSIPROP.RADIA_ADDITIONALFILES%} 
} 

上の例では、作成されるパッケージおよびサービスのそれぞれの値は、関連す
る .msi ファイルのプロパティ テーブルから生成されます。 

MSI 置換値送信元には、主に次の 2 つがあります。 

• %MSISUMM_summary_variable_name% 
MSI ファイルに関連付けられた要約情報から抽出されます。 

• %MSIPROP_property_name% 
MSI ファイルに関連付けられたプロパティ テーブルから抽出されます。 
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組み込み MSI プロパティおよび Extensions for Windows Installer のユ

ーザー定義のプロパティ 

.msi パッケージの作成のために Extensions for Windows Installer を使用する

場合には、自動的に MSI プロパティのセットと、そのデフォルト値を追加でき

ます。そのためには、統合されたパッケージャ セッションの終わりに表示される、 
→ [Windows Installer Options] ダイアログボックスを使用します。[情報] タブ

を選択して、ユーザー定義のプロパティを定義します。これらのプロパティは、

Wise、InstallShield、または他のベンダーで作成されたものなど、どのパッケー

ジにも手動で追加できます。詳細は『Extensions WI 用ユーザーガイド』を参照

してください。 

ハードウェア構成要素のパブリッシュ 

お使いの環境のデバイスに配布するハードウェア構成要素をパブリッシュするに

は Publisher を使用します。詳細は、『HP Client Automation OS Manager ハ
ードウェア設定ガイド』 (OS Manager ガイド) を参照してください。このガイ

ドには、ハードウェア構成要素をパブリッシュするための詳細なステップが含ま

れています。 
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Screen Painter 

ここでは、ダイアログボックスを設計し、作成するためのツールである、

Screen Painter について説明します。これにはグラフィカル ユーザー インター

フェイスがあり、ドラッグアンドドロップを使用して、チェック ボックス、リ

スト ボックス、ボタンなど、よく使うコントロールを作成して、配置すること

ができます。 

Screen Painter を開くには 

• HP Client Automation Administrator フォルダの Client Automation 
Administrator Screen Painter をクリックします。Screen Painter のウィンド

ウが開きます。 

 

[ファイル] メニュー 

表 18 (110 ページ) [File] ドロップダウン メニューのナビゲーション機能につい

て説明しています。 
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表 18      Screen Painter の [File] メニュー 

オプション 機能 

新規作成 ダイアログボックスを新規作成します。 

開く [Select a Panel Object File for Editing] ダイアログ ボックス

を開きます。リストから、編集するパネル オブジェクトを選

択します。 

閉じる 現在の編集セッションを閉じます。 

保存 現在のパネル オブジェクトを同じ名前で保存します。 

Save As 現在のパネル オブジェクトを新しい名前で保存します。 

Revert 前に保存されたバージョンのパネル オブジェクトに復帰します。 

Page Setup 現在のダイアログ ボックスの一部を選択すると、このオプショ

ンが使用可能になります。これは Windows の標準的な [Print 
Setup] ダイアログ ボックスです。 

印刷 ダイアログ ボックスのコピーを印刷します。 

注意: Screen Painter の印刷機能は、現在のダイアログ ボック

スを、1 ピクセルがプリンタの 1 ドットになるように印刷しま

す。600 DPI の高解像度プリンタを使用する場合、プリントア

ウトは非常に小さくなり、読みにくくなります。この点を改善

するには、[Page Setup] ダイアログ ボックスの [Properties] 
ボタンをクリックし、プリンタの解像度を画面解像度に近くな

るように小さくしてください。これにより、プリントアウト

は、画面上の表示とほぼ同じサイズになります。 

終了 Screen Painter を閉じます。 

[編集] メニュー 

[Edit] メニューには、Windows の標準的な編集機能が含まれています。 

[Font] メニュー 

[Font] メニューでは、選択したダイアログ ボックス要素で表示されるテキスト

のフォントを変更できます。 
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コントロール 

次に、ダイアログ ボックスにコントロールを追加し、設定する方法、およびダ
イアログ ボックスにタイトルを追加する、またはタイトルを変更する方法につ
いて、説明します。これは、コントロール ツールバーまたは [Controls] メニュ
ーから行えます。 

コントロール ツールボックス 
コントロール ツールボックスには、コントロールをダイアログ ボックスに追加
するためのボタンがあります。下は、ボタンと、それに関連付けられているコン
トロールの機能についての説明です。 

表 19      コントロール ツールボックス 

ボタン ボタン名 機能 

 

スタティック  テ
キスト 

ラベル、説明、およびオブジェクトの変数値
の表示のために使用します。 

 

編集 テキストの入力と、オブジェクトの変数値の
表示のために使用します。 

 

チェック ボックス [Yes/No] または [On/Off] タイプのコントロー
ル用に使用します。 

 
プッシュ ボタン [EXIT] などのアクションを実行するため、ま

たは他のダイアログ ボックスを表示するため
に使用します。 

 
ラジオ ボタン 1 つのアイテムだけを選択できる、複数の選

択オプション用に使用します。 

 

List Box 1 つのアイテムだけを選択できる、選択肢の
スクロール可能なリスト用に使用します。 

 

リスト ボタン 1 つのアイテムだけを選択できる、選択肢の
ドロップダウン リスト用に使用します。 

 

グループ ボックス コントロールのグループ化および整理のため
に使用します。 

 

Image ビットマップ イメージの表示用に使用します。 

 

テスト ダイアログ ボックスをリアルタイム モードで
実行するために使用します。 
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ボタン ボタン名 機能 

 
選択 ダイアログ ボックス、コントロール、および

プロパティの選択と変更のために使用します。 

[Properties] ボックス 

[Properties] ボックスは、画面上のオブジェクトの各要素にプロパティを割り当
てるために使用します。画面上のオブジェクトの各コントロールに対し、これら
のすべてのプロパティを割り当てる必要はありません。一部のコントロールでは、
少数のプロパティだけが必要です。プロパティを追加するには、Screen Painter 
のウィンドウの下部にある [設定] ボックスを使用します。 

図 8      Screen Painter の [設定] ボックス 

 

下記の表 20 では、これらのプロパティについて説明します。 

表 20      [Properties] ボックスの要素 

プロパティ 説明 

名前 コントロールに表示されるラベルです。ターゲット名を示すた
めにも使用されます。 

オブジェクト コントロールがデータを読み書きするオブジェクトです。 

変数 コントロールがデータを読み書きする変数です。 

ターゲット [Action] フィールドで指定した事柄によって影響を受けるダイ
アログ ボックス、ファイル、またはコントロールです。 

値 チェック ボックス、ラジオ ボタン、およびリスト ボックスの
場合にのみ有効です。このフィールドの指定方法についての説
明は、これらのセクションを参照してください。 

Group ID 複数コントロールをまとめるための、ユーザー指定の識別子です。 
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プロパティ 説明 

アクション 選択したときに、コントロールが行う事柄を指定します。 

Alignment スタティック テキスト コントロールの [Static] フィールドに

入力したテキストの揃え方です。プッシュ ボタン テキストの

デフォルトは「center」です。 

Tab Order ユーザーが Tab キーを押したときにフォーカスが移動する順序

を指定します。デフォルトは、コントロールがダイアログ ボ
ックスに追加された順序になります。 

アクティブ コントロールが初期状態で選択可能か、またはグレー表示かを

決めます。(デフォルト：Active.) 

Visible コントロールが初期状態で表示されているか、または非表示か

を決めます。(デフォルト：Visible.) 

Responds to 
<Enter> 

Enter キーを押すことにより、ユーザーが強調表示されたプッ

シュ ボタンを選択できるようにします。この機能はプッシュ 
ボタンでのみ動作します。設定できるのは、ダイアログ ボッ

クスごとに 1 箇所だけです。 

Revert コントロールの値を、コントロールが直前に更新されたときの

値に戻します。 

キャンセル 変更を保存せずに、編集セッションを閉じます。 

ヘルプ オンライン ヘルプを呼び出します (現時点では使用できません)。 

[Controls] メニュー 
ここでは、[Controls] メニューで利用可能なコントロールについて説明します。 

コントロールの削除 

ここでは、コントロールの削除方法について説明します。 

コントロールを削除するには 

• 1 つまたは複数のコントロールを選択して、削除 キーを押します(キーボー

ド上)。 

スタティック テキスト 

このコントロールは、他のコントロールにラベルを付けるため、またはダイアロ
グボックスに説明や指示を追加するために使用します。 
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スタティック テキストを挿入するには 

1 ツールバーのスタティック テキスト ツールを選択するか、[コントロール] 
メニューの [スタティック テキスト] を選択します。 

2 ダイアログボックス内で、クリックアンドドラッグにより四角形を描きます。
必要であれば、このコントロールのサイズを変更します。 

3 作成したスタティック テキスト コントロールをクリックします。 

4 [Properties] ボックスで、アクティブなフィールドの値を指定します。 

スタティック テキスト コントロールの場合、[名前] フィールドが [スタティック] 
フィールドになります。詳細は、下記の表 21 を参照してください。 

表 21      [Static] フィールド 

フィールド 説明 

Static このフィールドには、このダイアログ ボックスのコントロール
にラベルをつけるためのスタティック テキストを入力できま
す。テキストがオブジェクトの変数から来る場合には、空白に
しておきます。 

編集 

このツールは、テキスト ボックスを追加するために使用します。テキスト ボッ

クスは、変数データを入力し、表示することができるコントロールです。 

テキスト ボックスを挿入するには 

1 ツールバーの編集ツールを選択するか、[コントロール] メニューの [編集] を
選択します。 

2 ダイアログボックス内で、クリックアンドドラッグにより四角形を描きます。
必要であれば、このコントロールのサイズを変更します。 

3 作成したテキスト ボックスをクリックします。 

4 [設定] ボックスで、アクティブなフィールドの値を指定します。 

編集コントロールの場合、[名前] フィールドが [編集] フィールドになります。
詳細は下記の表 22 を参照してください。 

表 22      [Edit] フィールド 

フィールド 説明 

編集 グループで参照するための、このコントロールの名前です。 
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プッシュ ボタン 

プッシュ ボタンを使えば、ユーザーはアクションを開始できます。 

プッシュ ボタンを挿入するには 

1 ツールバーのプッシュ ボタン ツールを選択するか、[コントロール] メニュ

ーの [プッシュ ボタン] を選択します。 

2 ダイアログボックス内で、クリックアンドドラッグにより四角形を描きます。

必要であれば、このコントロールのサイズを変更します。 

3 作成したプッシュ ボタンをクリックします。 

4 [設定] ボックスで、アクティブなフィールドの値を指定します。 

プッシュ ボタン コントロールの場合、[名前] フィールドが [コントロール] 
フィールドになります。詳細は、下記の表 23 を参照してください。 

表 23      [Push] フィールド 

フィールド 説明 

Push ボタンに表示されるラベルです。 

下の表は、プッシュ ボタンに割り当てることができるアクションの説明です。 

表 24      プッシュ ボタンのアクション 

アクション 説明 

EXIT ダイアログ ボックスの内容を保存して閉じます。 

CANCEL 変更を保存せずに、ダイアログ ボックスを閉じます。 

SHOW [Target] フィールドで指定された名前のコントロールの、表示と
非表示を切り替えます。[Target] フィールドに、ダイアログ ボッ
クス内のコントロールのグループのグループ ID が含まれている
場合、コントロールのグループの表示と非表示が切り替わります。 

ENABLE [Target] フィールドで指定された名前のコントロールの、有効 (入
力のフォーカスになれること) と無効 (入力のフォーカスになれな
いこと) を切り替えます。[Target] フィールドに、ダイアログ ボッ
クス内のコントロールのグループのグループ ID が含まれている場
合、コントロールのグループの有効と無効が切り替わります。 
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アクション 説明 

PANEL 現在のダイアログ ボックスを終了して、[Target] フィールドで
指定されたダイアログ ボックスを表示します。[Target] フィー
ルドが空白の場合、[Object] および [Variable] フィールドが、表
示されるダイアログ ボックスの名前を含む変数を指定します。 

プッシュ ボタンとリスト ボックスを組み合わせると、ユーザー
が、次に表示するダイアログ ボックスをリストから選択できる
ようになります。ユーザーがリスト ボックスからアイテムを選
択し、関連するプッシュ ボタンを押すと、その選択対象が起動
されます。これを行うには、プッシュ ボタンの [ターゲット] フィ
ールドにリスト ボックスの名前を含め、プッシュ ボタンの [オ
ブジェクト] および [変数] フィールドで、リスト ボックスのデ
ータ ソースとなるマルチヒープ オブジェクトの何らかの変数を
識別するようにする必要があります。リスト ボックスの データ 
ソース オブジェクトの各ヒープで、この変数には、次に表示す
るダイアログ ボックスに対応するパネル オブジェクトの名前を
含めます。ユーザーは、ヒープから、リスト ボックスに表示さ
れるデータと関連付けられた項目を選択します。 

LAUNCH [Target] フィールドで指定されたアプリケーションを起動しま
す。 [Target] フィールドが空白の場合、 [Object] および 
[Variable] フィールドが、起動されるファイルのパスとファイル
名を含む変数を指定します。 
プッシュ ボタンとリスト ボックスを組み合わせると、ユーザー
が、起動するプログラムをリストから選択できるようになりま
す。ユーザーがリスト ボックスからアイテムを選択し、関連する
プッシュ ボタンを押すと、その選択対象が起動されます。これを
行うには、プッシュ ボタンの [ターゲット] フィールドにリスト 
ボックスの名前を含め、プッシュ ボタンの [オブジェクト] およ
び [変数] フィールドで、リスト ボックスのデータ ソースとなる
マルチヒープ オブジェクトの何らかの変数を識別するようにする
必要があります。リスト ボックスの データ ソース オブジェクト
の各ヒープで、この変数には、起動するプログラムのパスとファ
イル名を含めます。ユーザーは、ヒープから、リスト ボックスに
表示されるデータと関連付けられた項目を選択します。 

PREVHP マルチヒープ オブジェクトの前のヒープ ( 初のヒープでなけ

れば) にページを切り替え、そのオブジェクトを使用するすべて

のコントロールを再読み込みします。ページ切り替えされるオ

ブジェクトは、[Object] フィールドで指定します。[Value] フィ

ールドで指定された変数が表示されます。 
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アクション 説明 

NEXTHP マルチヒープ オブジェクトの次のヒープ ( 後のヒープでなけ
れば) にページを切り替え、そのオブジェクトを使用するすべて
のコントロールを再読み込みします。ページ切り替えされるオ
ブジェクトは、[Object] フィールドで指定します。[Value] フィ
ールドで指定された変数が表示されます。 

LNCHEX 起動して終了します。LAUNCH アクションと同じ動作をし
て、ダイアログ ボックスは終了します。 

STDFILE Windows の標準の [ファイルを開く] ダイアログ ボックスを表
示して、ユーザーが選択したものを (フルパスの情報とともに) 
[オブジェクト] および [変数] フィールドで指定された変数に入
れます。 

STDFOLD Windows の標準の [フォルダの選択] ダイアログ ボックスを表
示して、ユーザーが選択したものを (フルパスの情報とともに) 
[オブジェクト] および [変数] フィールドで指定された変数に入
れます。 

チェック ボックス 

チェック ボックスを使えば、ユーザーは ([yes/no] のような) 二者択一の選択を
行えます。 

チェック ボックスを挿入するには 

1 ツールバーのチェック ボックス ツールを選択するか、[コントロール] メニュ
ーの チェック ボックス を選択します。 

2 ダイアログボックス内で、クリックアンドドラッグにより四角形を描きます。
コントロールは、後でサイズを変更することができます。 

3 作成したチェック ボックスをクリックします。 

4 [設定] ボックスで、アクティブなフィールドの値を指定します。 

チェック ボックス コントロールの場合、[名前] フィールドが [確認] フィー
ルドになります。詳細は、下記の表 25 を参照してください。 

表 25      [チェック] フィールド 

フィールド 説明 

Check チェック ボックスのラベルで、他のコントロールからターゲッ

トとして参照されるときの、このコントロールの名前です。 
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ラジオ ボタン 

ラジオ ボタンを使えば、ユーザーはセットになっているものから 1 つのアイテ
ムをクリックできます。ラジオボタンは個別に挿入しますが、セットにするため
に複数をグループ化します。 

ラジオ ボタンを挿入するには 

1 ツールバーのラジオ ボタン ツールを選択するか、[コントロール] メニュー
の [ラジオ ボタン] を選択します。 

2 ダイアログボックス内で、クリックアンドドラッグにより四角形を描きます。
必要であれば、このコントロールのサイズを変更します。 

3 作成したラジオ ボタンをクリックします。 

4 [設定] ボックスで、アクティブなフィールドの値を指定します。 

ラジオ ボタン コントロールの場合、[名前] フィールドが [ラジオ] フィール
ドになります。詳細は、下記の表 25 を参照してください。 

作成時には、ラジオ ボタンのサイズはデフォルトのプリセットサ
イズになります。入力したテキストがテキスト ボックスの限界を
超えた場合には、横方向に拡張してください。グレーの領域のサイ
ズは変わりませんが、ユーザーにはテキスト全体が表示されます。 

表 26      [Radio] フィールド 

フィールド 説明 

Radio ラジオ ボタンに表示されるラベルです。また、他のコントロー
ルからターゲットとして参照されるときの、このコントロール
の名前です。 

グループ ボックス 

グループ ボックスを使えば、コントロールのセットを、ダイアログ ボックスの
特定の領域内でグループ化することができます。 

グループ ボックスを挿入するには 

1 ツールバーのグループ ボックス ツールを選択するか、[コントロール] メニュ
ーの [グループ ボックス] を選択します。 

2 ダイアログボックス内で、クリックアンドドラッグにより四角形を描きます。
必要であれば、このコントロールのサイズを変更します。 

3 作成したグループ ボックスをクリックします。 

4 [設定] ボックスで、アクティブなフィールドの値を指定します。 
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グループ ボックス コントロールの場合、[名前] フィールドが [グループ] フィ

ールドになります。詳細は、下記の表 27 を参照してください。 

 
まずコントロールを作成し、整列してから、その周りにグループ ボック

スを配置してください。こうすれば、グループ化するコントロールの位

置変更、追加、または削除を行う場合に、時間の節約になります。 

表 27      [Group] フィールド 

フィールド 説明 

グループ グループ ボックスのテキスト ラベルです。 

List Box 

リスト ボックスは、ユーザーが 1 つのアイテムだけを選択できる、スクロール

可能なボックスです。 

リスト ボックスを挿入するには 

1 ツールバーの リスト ボックス ツールを選択するか、[コントロール] メニュ

ーの [リスト ボックス] を選択します。 

2 ダイアログボックス内で、クリックアンドドラッグにより四角形を描きます。

必要であれば、このコントロールのサイズを変更します。 

3 作成したリスト ボックスをクリックします。 

4 [設定] ボックスで、アクティブなフィールドの値を指定します。 

リスト ボックス コントロールの場合、[名前] フィールドが [リスト ボックス] 
フィールドになります。詳細は、下記の表 28 を参照してください。 

表 28      [List Box]フィールド 

フィールド 説明 

List Box ターゲットとして指定するためのコントロールの名前で、他の

コントロールからターゲットとして参照されるときの、このコ

ントロールの名前です。 

リスト ボタン 

リスト ボタンはドロップダウン リスト コントロールで、ユーザーは提示されて

いる選択肢のいずれかを選択できます。 
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リスト ボタンを挿入するには 

1 ツールバーのリスト ボタン ツールを選択するか、[コントロール] メニュー

の [リスト ボタン] を選択します。 

2 ダイアログボックス内で、クリックアンドドラッグにより四角形を描きます。

必要であれば、このコントロールのサイズを変更します。 

3 作成したリスト ボタンをクリックします。 

4 [設定] ボックスで、アクティブなフィールドの値を指定します。 

リスト コントロールの場合、[名前] フィールドが [List] フィールドになり

ます。詳細は、下記の表 29 を参照してください。 

 
リスト ボタンにドロップダウンの機能を持たせるには、デザイン スペー

スでコントロールを縦に拡張する必要があります。 

表 29      [List]フィールド 

フィールド 説明 

一覧 ターゲットとして指定するための、このコントロールの名前で

す。また、他のコントロールからターゲットとして参照される

ときの、このコントロールの名前です。 

Image 

ビットマップ イメージを挿入するには 

1 ツールバーのビットマップ イメージ ツールを選択するか、[コントロール] 
メニューの [画像] を選択します。 

2 ダイアログボックス内で、クリックアンドドラッグにより、表示するイメー

ジに適した四角形を描きます。必要であれば、このコントロールのサイズを

変更します。 

イメージは、フレーム全体に収まるようにスケーリングされます。 

3 作成したフレームをクリックします。 

4 [設定] ボックスで、アクティブなフィールドの値を指定します。 

イメージコントロールの場合、[名前] フィールドが [画像] フィールドになり

ます。詳細は、表 30 (121 ページ) を参照してください。 
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表 30      [Image] フィールド 

フィールド 説明 

Image 表示するビットマップ イメージのフルパスです。.bmp 拡張子

を含めます。 

選択 

マウスカーソルは、選択 (矢印) ツールとして機能します。このモードでダイア

ログ ボックス内のコントロールをクリックすると、Screen Painter は、そのコ

ントロールをハンドルの付いた状態で強調表示します。 

コントロールのサイズを変更するには 

• コントロールのハンドルのいずれかをクリックし、希望するサイズにドラッ

グします。 

コントロールの位置を変更するには 

• アイテム (ハンドル以外の部分) をクリックして、希望する場所にドラッグ

します。 

タイトルの設定 

ダイアログボックスに名前を付ければ、ユーザーはその機能を覚えやすくなります。 

ダイアログ ボックスにタイトルを付けるには 

1 [Controls] メニューから [タイトルの設定] を選択します。または、ダイアロ

グ ボックスの青いタイトル バーをダブルクリックします。 

2 ダイアログ ボックスのタイトルを入力して、Enter を押します。 

[Alignment] メニュー 

挿入したコントロールを配列して、読み取りやすくします。下の表は、コントロ

ールの整列で利用できる 9 つのオプションについて説明しています。 

それに続く部分では、コントロールの整列方法について説明しています。コント

ロールを適切に配列すれば、ユーザーがダイアログ ボックスを使用しやすくな

ります。これらの機能は、[Alignment] メニューからのみ使用できます。 
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表 31      整列の機能 

オプション 機能 

Align Tops 選択したコントロールの上端を、選択したコントロールの
中で も上にあるものに揃えます。 

Align Bottoms 選択したコントロールの下端を、選択したコントロールの
中で も下にあるものに揃えます。 

Align Lefts 選択したコントロールの左端を、選択したコントロールの
中で も左にあるものに揃えます。 

Align Rights 選択したコントロールの右端を、選択したコントロールの
中で も右にあるものに揃えます。 

Align Centers 選択したすべてのコントロールの中央を、選択したコント
ロールの中で も右にあるものの右端と、 も左にあるもの
の左端の間を二等分する、仮想的な垂直線に合わせます。 

Align Same 
Height 

選択したすべてのコントロールの高さを変更して、( 初
に) 選択した参照コントロールの高さに合わせます。 

Align Same 
Width 

選択したすべてのコントロールの幅を変更して、( 初に) 
選択した参照コントロールの幅に合わせます。 

Align Even 
Vertical 

選択したコントロールのグループ内での間隔を調整し、隣
接する 2 つのコントロールの縦方向の間隔がどれも等しく
なるようにします。 

Align Even 
Horizontal 

選択したコントロールのグループ内での間隔を調整し、隣
接する 2 つのコントロールの横方向の間隔がどれも等しく
なるようにします。 

 

 
[Align Even Vertical] および [Align Even Horizontal] 機能を使用する

ためには、少なくとも 3 つのコントロールを選択する必要があります。 

コントロールを整列するには 

[Alignment] メニューの 初の 5 つのオプションを使えば、標準的な外見になる
ようにコントロールの位置を調整することができます。 

1 基準となるコントロールを、希望する位置にドラッグアンドドロップします。 

2 [Shift] キーを押しながらクリックして、基準コントロールに揃えるコントロ
ールを、少なくとも 3 つ選択します。 
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— コントロールを縦方向に整列するには、[整列] メニューから [左揃え] ま
たは [右揃え] を選択します。 

— コントロールを横方向に整列するには、[整列] メニューから [上揃え] ま
たは [下揃え] を選択します。 

— コントロールを中心線に合わせて整列するには、[整列] メニューから 
[中央揃え] を選択します。 

 
コントロールの整列は、その周囲にグループ ボックスを配置する前に行っ

てください。ここで行った整列や位置の変更は、後ほど変更できます。 

コントロールの高さと幅を調整するには 

コントロールのサイズを変更して、一貫した外見を持たせることができます。 

1 基準として使用するコントロールを選択します。(このコントロールのサイ

ズは変化しません。他のコントロールの高さまたは幅が、この基準コントロ

ールと同じになるように変更されます)。 

2 サイズを変更する、残りのコントロールを選択するには、[Shift] キーを押し

ながらクリックします。 

3 [整列] メニューから、[高揃え] または [幅揃え] を選択します。 

コントロールの間隔を調整するには 

コントロールの間隔を変更して、一貫した外見を持たせることができます。 

1 [Shift] キーを押しながらクリックして、少なくとも 3 つのコントロールを

選択します。 

2 [整列] メニューから、[左右揃え]または [上下揃え] を選択します。 

[System] メニュー 

[System] メニューには、ダイアログ ボックスのテスト用の選択項目が含まれて
います。 

ダイアログ ボックスの作成中には定期的に、そして完成後には特に、ダイアログ 
ボックスをテストして、デザインし、意図したとおりに動作することを確認するの
がよいでしょう。テストを行うと、現在のダイアログ ボックスを使用して、Panel 
Manager プログラムである edmpnlwr.exe が実行されます。これにより、実運用
時にダイアログ ボックスがどのように表示されるかを確認できます。 

ダイアログ ボックスのテスト方法としては、次に説明する 2 通りがあります。 

• 共通 
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• REXX 処理 

共通 

共通メソッドを使用して画面をテストするには 

1 コントロール ツールバーの テスト ツールを選択するか、[システム] メニュ

ーの [テスト] を選択します。 

2 テストを終了するには、表示されているダイアログ ボックスの「close」ア

イコンをクリックするか、そのアクションによってダイアログ ボックスを

終了させるプッシュ ボタンをクリックします。 

REXX プログラミング 

REXX 処理を使用して画面をテストするには 

1 [システム] メニューから [Use REXX for Test] をクリックします。 

2 テストを終了するには、表示されているダイアログ ボックスの「close」ア

イコンをクリックするか、そのアクションによってダイアログ ボックスを

終了させるプッシュ ボタンをクリックします。 

Do Not Resolve Panel 

オブジェクトを解決せずに変数名を表示するには 

1 解決しないままにしておくコントロールの [Name] フィールドで、シンボル記法

を指定します。Client Automation は、[Properties] ボックスの [Object] お
よび [Variable] フィールドで指定したデータは、常に解決することに注意し

ててください。 

2 [システム] メニューから、[Do Not Resolve Panel] を選択します。 

[ヘルプ] メニュー 

現時点で動作する機能は、[バージョン情報] だけです。この機能は Client 
Automation のバージョン番号を表示します。 
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CSDB Editor 

ここでは、CSDB Editor を使用して CSDB を管理する方法について説明します。 

はじめに 

ここでは、CSDB Editor を使用する前に知っておき、行う必要のある事柄につ
いて説明します。 

CSDB Editor を開くには、 

1 [Start] → [Programs] → [HP Client Automation Administrator] → [Client 
Automation Administrator CSDB Editor] をクリックします。[ログオン] 
ダイアログ ボックスが表示されます。 

2 ユーザー ID とパスワードを入力します。 

 
出荷時のユーザー ID は RAD_MAST です。パスワードは必要あ
りません。この設定は、インストールの過程で変更している場合
があります。 
管理者が CSDB Editor でパスワードが必要なように設定していた場
合には、割り当てられたパスワードで正常にログオンしてから、[パ
スワードの変更] チェック ボックスをオンにして、[新しいパスワー
ド] と [新しいパスワードの確認] の両テキスト ボックスに新しいパ
スワードを入力して、パスワードを変更することができます。 

3 [OK] をクリックします。CSDB Editor の初期ウィンドウが表示されます。 
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CSDB Editor ウインドウ 

これは、CSDB Editor のメイン ウィンドウです。ここでは、その外見をカスタ
マイズする方法と、それぞれのメニューの使用方法について説明します。 

CSDB Editor のウインドウをカスタマイズする 

CSDB Editor の外見と、ショートカット メニューのオプションによる動作は、カ
スタマイズすることができます。 もよく使う機能は、 CSDB Editor のツール
バーから利用できます。これらの機能の詳細については、CSDB Editor ツール
バー (128 ページ) を参照してください。 

CSDB Editor ウインドウメニュー 

ここでは、メインの [CSDB Editor] ウィンドウの各メニューについて説明します。 

[ファイル] メニュー 

これらのオプションは、付加的な [CSDB Editor] ウィンドウを開く、または現
在のものとを閉じるために使用します。同時に複数のウィンドウを開くことがで
きます。複数のウィンドウ間で、アイテムをドラッグすることができます。 

[編集] メニュー 

これらのオプションは、CSDB を編集するために使用します。 初の 6 つの選
択項目は、アクティブなペインまたはダイアログ ボックス内の選択したアイテ
ムに適用されます。 

表 32      [編集] メニューのオプション 

オペレーション 説明 

新規作成 ドメイン、クラス、インスタンスなど、選択したアイテムの
新しいオカレンスが作成できます。 

切り取り 選択したテキストを削除して、Windows のクリップボード
にコピーします。 

コピー 選択したテキストを Windows のクリップボードにコピーし
ます。 

貼り付け Windows のクリップボードのコンテンツを、現在のカーソ
ル位置にコピーします。 

名前の変更 選択したアイテムの簡略名や内部名を変更します。 

削除 選択しているアイテムを CSDB から削除します。 

すべて選択 [CSDB Editor] ウィンドウのリスト ビューのすべてのイン
スタンスを選択します。 
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オペレーション 説明 

選択を反転 リスト ビューにあるすべてのインスタンスの選択ステータス
を切り替えられます。選択されていたインスタンスが選択解
除され、選択されていなかったインスタンスが選択されます。 

検索 指定したテキストを含むインスタンスが、選択したクラスの 
[名前] カラムおよび [インスタンス名] カラムで検索できま
す。検索結果は、リスト ビューのリストの 上部にソート
されて強調表示されます。 

[ビュー] メニュー 

これらのオプションは、CSDB Editor を開きます。ツールバーおよびステータ
ス バーの表示と非表示、アイコンのサイズと表示のコントロール、このメニュ
ー内での表示および動作オプションの設定を行えます。 

表 33      [表示] メニューのオプション 

オプション 説明 

ツール バー ツールバーを表示するかどうかを切り替えます。 

ステータス バー ステータス バーを表示するかどうかを切り替えます。 

ツリー アイコン アイコンを大きいアイコンと小さいアイコンのいずれで表
示するかを切り替えます。 

リスト ビュー リスト ビューの表示を 4 種類の表示 ([大きいアイコン]、[小
さいアイコン]、[リスト]、および [詳細]) の中から選択する
ことができます。 

アイコンの整列 アイコンの配列を縦並びまたは横並びにして、リスト ビュ
ーを再表示します。 

リフレッシュ 選択した [CSDB Editor] ウィンドウを見やすくするために
すべての要素を整列して、リスト ビューを再表示すること
がします。 

オプション CSDB Editor の [オプション] ダイアログ ボックスを開き
ます。詳細については、[オプション] ダイアログ ボックス
を使用して設定を行う (129 ページ) を参照してください。 

フォント [CSDB Editor] ウィンドウでテキストの表示に使用されるフォ
ントを変更することができるダイアログ ボックスが表示さ
れます。 

[ウィンドウ] メニュー 

複数の CSDB Editor ウインドウを表示している場合は、このオプションをご使
用ください。 
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表 34      [ウィンドウ] メニューのオプション 

オプション 説明 

重ねて表示 CSDB Editor インターフェイスの左上隅を起点にして、複数の
ウィンドウを少しずつずらしながら重ねて表示します。 

上下に並べて
表示 

ウィンドウの幅は自動的に CSDB Editor インターフェイスの
幅に表示されます。高さはインターフェイスの高さを等分し
たものになり、開いている複数のウィンドウを重ならないよ
うに縦並びに表示することができます。 

左右に並べて
表示 

ウィンドウの高さは自動的に CSDB Editor インターフェイ
スの高さになり、幅はインターフェイスの幅を等分したもの
になります。開いている複数のウィンドウを重ならないよう
に横並びに表示することができます。 

アイコンにする 複数の [CSDB Editor] ウィンドウを 小化して、インターフェ
イスの左下隅に表示します。 

1 1:CSname – 1 複数のセッション を表示しているときには、管理者は、開いて
いる複数の CSDB Editor セッションを切り替えられます。セッ
ションの横にあるチェックマークは、アクティブなウィンド
ウを示します。 

[ヘルプ] メニュー 

CSDB Editor についての詳細、または HP ソフトウェアの Web サイトへのリ
ンクを表示します。 

表 35      [ヘルプ] メニューのオプション 

オプション 説明 

目次 スタイルのヘルプ インターフェイスを表示します。  

Hewlett-
Packard 
の Web サ
イト 

Hewlett-Packard の Web サイトにある、テクニカル サポート ページや
ホーム ページに接続するためのサブメニューが表示されます。これ
らのリンクのいずれかを選択すると、デフォルトの Web ブラウザが
起動し、インターネットを通じて選択したページに接続されます。 

CS 
Database 
Editor に
ついて 

現在の CSDB Editor に関する情報が表示されます。バージョン番
号、Configuration Server の情報などは、ここで確認できます。[シ
ステム情報] をクリックすると、標準的な Microsoft の [システム情
報] ウィンドウが表示されます。このウィンドウでは、使用してい
るマシンを分析して、操作しやすい形式で結果を表示します。 

CSDB Editor ツールバー 

CSDB Editor のツール バーを使用すると、頻繁に使用する機能に簡単にアクセ
スできます: 
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図 9      CSDB Editor ツールバー 

 

下記の表 36 では、これらのツールバー ボタンの機能について説明します。 

表 36      CSDB Editor ツールバーボタン 

ボタン 機能 

 
新しい [CSDB Editor] ウィンドウを開きます。 

 
使用不可 

 
選択されたアイテムをコピーします。 

 
使用不可 

 選択されたアイテムを削除します。 

 
1 つ上のデータベース レベルを表示します。 

 ツリー ビューに大きなアイコンを表示します。 

 
ツリー ビューに小さなアイコンを表示します。CSDB Editor のツリ
ー ビューに一度に表示できるアイテムの数を 大限に増やせます。 

 
リスト ビューに大きなアイコンを表示します。 

 
リスト ビューに小さなアイコンを表示します。CSDB Editor のツリ
ー ビューに一度に表示できるアイテムの数を 大限に増やせます。 

 
縦並びにしてリスト ビューを表示します。CSDB Editor のツリー 
ビューに一度に表示できるアイテムの数を 大限に増やせます。 

 

縦並びにしてリスト ビューを表示します。縦並びにし、クラス、イ
ンスタンスなどの TYPE のカラムを追加してリスト ビューを表示
します。リスト ビューのアイテム数を 大限に増やすだけでな
く、詳細な説明も表示します。 

[オプション] ダイアログ ボックスを使用して設定を行う 

CSDB Editor には、[オプション] ダイアログ ボックスが用意されています。こ

のダイアログ ボックスを使用して、CSDB Editor の機能の一部をコントロール

することができます。 
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• [オプション] ダイアログ ボックスを開くには、[表示] → [オプション] の順

に選択します。 

[オプション] ダイアログ ボックスには、以下の 5 つのタブがあります。 

— 全般 

— インスタンス オプション 

— 詳細 

— KB AutoImport 

— 通知 

• 各タブの設定オプションにアクセスするには、そのタブをクリックします。 

[全般] タブ" 

図 10      CSDB Editor の [オプション] の [全般] タブ 

 

表 37 では、[全般] タブのオプションについて説明します。 
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表 37       [オプション] の [全般] タブの機能 

オプション 機能と使用方法 

ウィンドウとフォ
ントの設定 

[終了時に保存] チェック ボックスをオンにすると、 CSDB Editor セッショ
ンの終了時に、その時点のウィンドウの設定とテキストの表示に使用され
ているフォントを記録することができます 
ウィンドウの設定には、[CSDB Editor] ウィンドウのツリー ビューおよび
リスト ビューに対する表示設定 ([大きいアイコン]、[小さいアイコン]、[一
覧]、または [詳細])、各ペインの相対的な幅などがあります。ウィンドウの
設定は、CSDB のレベルごとに別々に保存されます。 
[今すぐ保存] をクリックすると、現在使用しているウィンドウの設定とフォ
ントを保存することができます。 
フォントは、[ビュー] → [フォント] をクリックすると表示されるダイアログ 
ボックスからフォントを選択して変更することができます。 

クラス  エディ
タを開くタイミ
ング 

[新しいクラスが追加されたとき] チェック ボックスをオンにすると、クラ
スの追加時に [クラス編集] ダイアログ ボックスが表示されます。 
[クラスがコピーされたとき] チェック ボックスをオンにすると、クラスの
コピー時に [クラス編集] ダイアログ ボックス を表示することができます。 
新しくコピーされたクラスに対しても追加されたクラスに対しても編集ができ
るように、これらのチェック ボックスを 2 つともオンにしておくこともできます。 

説明の横にクラ
ス名を表示 

ツリー ビューおよびリスト ビューで、クラスの簡略名の横にその Client 
Automation 内部名を表示します。内部名は簡略名の横にかっこ付きで表示
されます。 
この機能は、通常、リスト ビューで [詳細] ビューを使用しない場合に便利
です。リスト ビューの [詳細] ビューでは、常に [タイプ] カラムにクラスの
内部名が表示されます。 

ツリーに n 個の
インスタンス プ
レフィックスを
表示 

このオプションは、0、1、2、または 3 に設定できます。これにより、ツリー 
ビューで折りたたんだり展開したりすることができる、インスタンス名のプ
レフィックスのレベル数を指定することができます。CSDB Editor の操作 
(137 ページ) を参照してください。 

リストが詳細ビュ
ーに設定されて
いる場合はグリッ
ド線を表示 

表示オプションが [詳細] の場合にリスト ビューにグリッド線を表示します。 

CSDB Editor の
ログオンではユ

ーザー ID が大

文字 

ユーザー ID が自動的にすべて大文字に変換されます。 
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オプション 機能と使用方法 

分割バーを画面

右側に固定  
[CSDB Editor] ウィンドウのサイズ変更時に右側の幅を固定することがで

きます。 

このチェック ボックスがオフになっている場合にウィンドウのサイズを変

更すると、ウィンドウの左側の幅が固定され、右側の幅が変化します。 

[インスタンス オプション] タブ 

図 11      CSDB Editor の [オプション] の [インスタンス オプション] タブ 

 

表 38 では、[インスタンス オプション] タブのオプションについて説明します。 

表 38      [オプション] の [インスタンス オプション] タブの機能 

オプション 機能と使用方法 

以下のタイミングで

プロンプトを表示 
これら 4 つのチェック ボックスを使用して、その説明で示されている

アクションを完了する前に確認のメッセージを表示するかどうかを指定

できます。 
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オプション 機能と使用方法 

表示しようとするイ
ンスタンス数 n を超
えたら警告する 

規模の大きい配布モデルでは、FILE や USER などの特定のクラスに多
くのインスタンスが含まれることがあります。このオプションの設定数
より多いインスタンスを含むクラスのインスタンスを表示しようとする
と、次のような警告が表示されます。この警告により、クラス インスタ
ンスが表示される前にそれらをフィルタすることができます。インスタ
ンスの表示数はパフォーマンスに関連しています。あまりに多くのイン
スタンスを表示しようとすると、CSDB Editor が CSDB からインスタン
スを取得する間待つことになります。また、操作対象のインスタンスを
見つけるのに長いリストをスクロールしなければならなくなります。 

• [クラスをフィルタ] ダイアログ ボックスを表示して、適切なフィ
ルタを入力するには、[はい] をクリックします。 

• すべてのインスタンスを表示するには、[いいえ] をクリックし
ます。 

• インスタンスを表示せずに警告を閉じるには、[キャンセル] をク
リックします。 

インスタンスの属性
を表示する場合は以
下の属性を表示 

この設定を使用して、ツリー ビューでインスタンス名をダブルクリックし
てインスタンスを表示する場合にウィンドウのリスト ビューの [詳細] ビュ
ーで表示されるカラム ([名前]、[説明]、または[両方]) が指定できます。 

インスタンスの編
集時に編集マスク
を使用 

この設定を使用して、[クラスを編集] ダイアログ ボックスのデータ入力
領域で属性のタイプを区別するかどうかが指定できます。 
このチェック ボックスをオンにすると、論理的な ([はい] / [いいえ] な
ど) データを保持する属性の場合、データ入力領域にチェック ボックス
が表示されます。複数のオプションがある属性の場合、データ入力領域
にドロップダウン リストが表示されます。フラグ セットは、データ入力
領域に一連のチェック ボックスとして表示されます。 
クラス定義で属性の説明の 後にある角かっこ内に属性の有効なオプショ
ンを入力することで、マスクを設定することができます。 
このチェック ボックスをオフにすると、[インスタンスを編集] ダイアログ 
ボックスのデータ入力はすべてプレーン テキストで行うことになります。 
この機能の詳細については、オプションの属性編集コントロール 
(152 ページ) を参照してください。 

下線付きの継承変
数 _BASE_ を強調
表示 

 

この設定は、インスタンスのどの値がクラスの _BASE_INSTANCE_ 
から継承されているかを確認する場合に使用します。継承されたインス
タンスは、赤色の下線付きで表示されます。 
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[詳細] タブ 

図 12      CSDB Editor の [オプション] の [詳細] タブ 

 

表 39 では、[詳細] タブのオプションについて説明します。 

表 39      [オプション] の [詳細] タブの機能 

オプション 機能と使用方法 

トレース オ
プション 

これらの設定は、CSDB Editor のトラブルシューティングを行う場合にのみ使
用してください。 

 
HP のテクニカル サポートからの指示がない限り、これらの設定
は変更しないでください。  

ファイル タ
イプコンポ

ーネントの

追加、編集、

および置換

オプション

を表示 

 
これらの設定は、実運用以外の環境でのみ使用してください。 
この設定を使用して、ファイルタイプ コンポーネントに対するショート
カット メニューで以下のコマンドを表示するかどうかを指定します。 

• このコンポーネントを編集 
• コンポーネント データを置換 
• コンポーネントを追加 

詳細については、付録 B (ページ 命名規則) を参照してください。 
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[KB AutoImport] タブ 

[KB AutoImport] タブ は、HP Client Automation Knowledge Base Server 
(KB Server) のデフォルトの自動インポート ディレクトリを定義するために使

用します。詳細は『HP Client Automation Knowledge Base Server インストール

および設定ガイド』 (KB Server ガイド) を参照してください。 

図 13      CSDB Editor の [オプション] の [KB AutoImport] タブ 

 

[KB AutoImport] オプションを指定するには 

1 KB Server データベースに状態ファイルをインポートするために使用するデ
フォルトのディレクトリを指定するか、ブラウズします。デフォルトのロケ
ーションは、KB Server によってインストールされるエクスポート ディレ
クトリです。このディレクトリには、必要な変数セット サブディレクトリ、
\VarSets が含まれます。 

 
エクスポート ディレクトリとして使用されるディレクトリには、と
いう名前のサブディレクトリ \VarSets が含まれている必要があ
ります。 

2 [KB AutoImport] タブの [保存] をクリックすると、指定したデフォルトの
ディレクトリが KB Server のデフォルトの自動インポート ディレクトリに
設定されます。 
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[通知] タブ 

[通知] タブを使用すると、通知時にエージェントに送信される、radskman.exe 
コマンド ラインの UID 値と STARDIR 値を指定できます。UID は現在のセッ
ションを特定するために使用され、STARTDIR は IDMLIB 開始ディレクトリ
を指定します。たとえば、[UID/STARTDIR をカスタマイズする]  をクリックす
ると、現在ログオンしているユーザーの名前ではなく、マシン名でクライアント
に通知するための値を入力したり、そのまま使用したりすることができます。 

ここで設定した [通知] オプションは Notify Manager によって使用され、下記
の図 14 に示す [通知オプション] ダイアログ ボックスに表示されます。詳細は
通知 (192 ページ) を参照してください。 

図 14      CSDB Editor の [オプション] の [通知] タブ 

 

下記の表 40 では、[通知] タブのオプションについて説明します。 

表 40       [オプション] の [通知] タブの機能 

オプション 機能と使用方法 

UID=[LOCALID] を通
信し、STARTDIR を
通信しない] 

UID=[LOCALID] を使用する通知コマンドを作成します。このコマ
ンドは、現在ログオンしているユーザーの名前でエージェントに通
知します。 
マシンの名前でエージェントに通知するには、下の [UID および 
STARTDIR をカスタマイズする] オプションを使用します。 
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オプション 機能と使用方法 

[UID も STARDIR を通

信しない（クライアン

トはデフォルト値を使

用する）] 

UID の値も STARTDIR の値も使用しない通知コマンドを作成しま

す。エージェントは、UID および STARTDIR のデフォルト値を使

用します。 

デフォルト値以外の値を指定するには、下の [UID と STARTDIR を
カスタマイズする] オプションを使用します。 

UID および STARTDIR 
をカスタマイズする 

[カスタム通知オプション] のそれぞれのテキスト ボックスに入力さ

れた UID 値および STARTDIR 値を使用する通知コマンドを作成す

ることができます。このオプションを使用すると、マシン名でエー

ジェントに通知したり、適切な開始ディレクトリを指定したりする

ことができます。 

• マシン名でエージェントに通知するには、$MACHINE のカス

タム UID 値をそのまま使用します。カスタム値を使用してい

る現在のセッションを特定するために別の UID 値を入力する

こともできます。 

• マシン コンテキストでアプリケーションに通知したり、アプ

リケーションをインストールするには、SYSTEM のカスタム 
STARTDIR 値をそのまま使用します。別の STARTDIR 値を

入力することもできます。 

CSDB Editor の操作 

CSDB は階層構造となっており、ファイル、ドメイン、クラス、およびインスタ

ンスで構成されています。ツリー ビューでは、階層構造の下位のレベルを順次表

示することができ、特定の CSDB を容易に見つけて操作することができます。 

ツリー構造を表示するには 

1 CSDB Editor を開いて、ツリー ビューの PRIMARY をダブルクリックします。 

 
PRIMARY ファイル ドメインは、環境にどの Client Automation 
製品をインストールしたかに応じて異なります。 

次のような [CSDB Editor] ウィンドウが表示されます。 
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2 CSDB コンポーネントを開くには、そのコンポーネントのアイコンをダブル

クリックします。 

ナビゲーション履歴 

CSDB Editor のナビゲーション機能は、Windows のエクスプローラのものによ

く似ています。ただし、特定のコンポーネントの下で以前に開いたブランチの履

歴を破棄するには、[下位ノードを取り除く] 機能を使用します。 

[下位ノードを取り除く] 機能を使用するには 

1 ツリー ビューで SOFTWARE ドメインのアイコンを右クリックします。ショ

ートカット メニューが表示されます。 
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2 [下位ノードを取り除く] をクリックします。ツリー ビューの SOFTWARE 
ドメインの下に展開されているすべてのノードが折りたたまれ、ナビゲーショ

ン履歴が破棄されます。 

複合名 

複合名を使えば、ツリー ビューのナビゲーションが管理しやすくなります。Client 
Automation では、インスタンス名の 1、2、または 3 レベル上の修飾子に基づ
く、1、2、または 3 レベルの折りたたみ機能が用意されています。 

複合名には、1、2、または 3 レベルのプレフィックスがあり、それぞれは、ア

ンダースコア文字によって区切られています。たとえば、ユーザーがいるビルを
基準にして、ユーザーのグループを作成するとします。これらのユーザーのイン
スタンス名に、ビルを識別するプレフィックスを付けます。エンパイア ステー

ト ビルにユーザーがいる場合、そのユーザーを識別するためのインスタンス名 
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のプレフィックスとして "ESB_" を割り当てます。エンパイア ステート ビルに
いる各ユーザーには、ESB_ で始まるインスタンス名が割り当てられます。ツリ

ー ビューによって、自動的にレベルが追加されます。 

図 15      複合名 

 

ツリー ビューに表示されるインスタンス名のプレフィックスのレベル数 (0 ～ 3) 
は、[ツリーに n 個のインスタンス プレフィックスを表示] オプションで指定し

ます。このオプションは、[ビュー] メニューの [オプション] ダイアログ ボック

スの [全般] タブにあります。[オプション] ダイアログ ボックスについては、[オ
プション] ダイアログ ボックスを使用して設定を行う (129 ページ) を参照して

ください。 

ツリー ビューのレベルは、インスタンス名の各アンダースコアに対応して区切ら

れます。したがって、インスタンス名 ESB_FLOOR10_USER1 の場合、プレフィッ

クスのレベル数は 2 となります。[ツリーに n 個のインスタンス プレフィックス

を表示] が 2 または 3 に設定されていれば、このインスタンスは 2 つの折りたた

み可能な非要素レベル (ESB およびその下位の FLOOR10) 内に表示されます。 

CSDB における継承 

CSDB の各クラスには、_BASE_INSTANCE_というベース  インスタンス 
があります。これは、クラスの他のインスタンスのデフォルト値となります。イ

ンスタンスの属性は、特定の値を割り当てない限り、_BASE_INSTANCE_ の
同じ属性からの値を継承します。 
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図 16      アプリケーション (ZSERVICE) クラスの _BASE_INSTANCE_ 

 

インスタンスに継承された値と、インスタンスに直接入力した値の表示に区別は

ありません。_BASE_INSTANCE_ を調べることにより、変数の値が 
_BASE_INSTANCE_ から継承されたかどうかが判別できます。また、変数から値

を削除した後 (値を削除する方法については、クラスを操作する 142 ページ参

照）、値が自動的にインスタンスに再表示された場合、その値は _BASE_INSTANCE_ 
から継承されています。 

ドメイン、クラス、インスタンスを管理する 

CSDB Editor では、CSDB コンポーネント (ドメイン、クラス、インスタンス) の
追加、コピー、編集、名前の変更、および削除を行うことができます。また、イ

ンスタンス間を接続することもできます。 

これらの機能は、[CSDB Editor] ウィンドウで操作対象を右クリックしたときに表

示されるショートカット メニュー からアクセスできます。表示されるメニュー

の内容は、右クリックした対象によって異なります。 

ドメインを操作する 

ここでは、ファイルにドメインを追加する方法について説明します。ドメイ

ン名に入力できる文字数は、半角で 8 文字までです (数字も使用可)。 
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ファイルにドメインを追加するには 

1 PRIMARY ファイルまたは任意のドメインを右クリックし、表示されたショ

ートカット メニューの [ドメインを新規作成] をクリックします。[ドメイン

の作成] ダイアログ ボックスが表示されます。 

2 新しいドメインの名前を入力し、[OK] をクリックします。 

クラスを操作する 

ここでは、クラスの追加、編集、削除を行う方法について説明します。 

クラスを追加する 

新しいクラスの追加方法は、次のいずれかとなります。 

• 既存のクラスをコピーする 

または 

• クラスを新規作成します。 

追加するクラスと実質的に類似する属性を持つクラスが存在するかどうかによっ

て、どちらを選択するかが決まります。該当するクラスがあればそのクラスをコ

ピーし、ない場合はクラスを新規作成します。 

クラスをコピーすると、コピーされたクラスと同じ属性を持つ新しいクラスが作

成されます。新しいクラスの _BASE_INSTANCE_ には、コピーされたクラス

の _BASE_INSTANCE_ の属性値が設定されます。 

既存のクラスをコピーするには 

1 コピーするクラスを強調表示して、右クリックします。 

2 ショートカット メニューの [クラスのコピー] をクリックします。[クラスの

コピー] ダイアログ ボックスが表示されます。 

3 新しいクラスの名前を入力し、[OK] をクリックします。 

—  [オプション] ダイアログ ボックスで [設定] を選択し（詳細は [オプショ

ン] ダイアログ ボックスを使用して設定を行う 129 ページ を参照）、ク

ラスのコピー時にClass Editorを開くオプションを選択していない 場合は、

コピー元のクラスが新しい名前でコピーされ、クラス エディタは表示さ

れません。また、警告も表示されません。新しくコピーしたクラスを編

集するには、クラス エディタを手動で開く必要があります。 

— 逆に、Class Editoを開くオプションを選択しない場合、[クラスを編集] ダ
イアログ ボックスが表示されます。クラスを編集する (145 ページ) を
参照してください。 
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4 コピーしたクラスの追加を完了するには、[説明] フィールドを変更して新し
いクラスを特定することができるようにし、クラスを編集して新しいクラス
の要件を反映してから [OK] をクリックします。 

[クラスの編集の確認] 警告メッセージが表示され、続ける前に、データベー
スのバックアップを取るように警告されます。 

5  [はい] をクリックします。新しいクラスが追加されます。 

 
[クラスの編集の確認] 警告メッセージに対し [いいえ] または [キャ
ンセル] を選択した場合には、クラス エディタは閉じますが、ク
ラスのコピーは完了しません。 
クラスを作成した後で削除する場合には、クラスを削除する 
(155 ページ) を参照してください。 

クラスを作成したら、MASTER_CONNECTION_RULES 変数をチェックして、
そのクラスにドラッグ アンド ドロップ規則を設定する必要があるかどうか決め
てください。接続規則およびドラッグ アンド ドロップ接続の詳細については、
CSDBで接続規則を維持する (202 ページ) を参照してください。 

新しいクラスを作成するには 

1 新しいクラスを作成するドメインを強調表示します。 

2 ドメイン名を右クリックします。 
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3 ショートカット メニューの [クラスを新規作成] をクリックします。[クラス

の作成] ダイアログ ボックスが表示されます。 

4 新しいクラスの名前（BIZUNITS など)を入力し、[OK] をクリックします。

[クラス編集] ダイアログ ボックスが表示されます。クラスを編集する 
(145 ページ) を参照してください。 

 

5 新しいクラスの追加を完了するには、[説明] フィールドを変更して新しいク

ラスを特定することができるようにし、クラスを編集して新しいクラスの要

件を反映してから [OK] をクリックします。 

6 [はい] をクリックします。新しいクラスが追加されます。 

 
[クラスの編集の確認] 警告メッセージに対し [いいえ] または 
[キャンセル] を選択した場合には、クラス エディタは閉じます

が、クラスのコピーは完了しません。 

クラスを作成した後で削除する場合には、クラスを削除する 
(155 ページ) を参照してください。 

クラスを作成したら、MASTER_CONNECTION_RULES 変数をチェックして、

そのクラスにドラッグ アンド ドロップ規則を設定する必要があるかどうか決め

てください。接続規則およびドラッグ アンド ドロップ接続の詳細については、

CSDBで接続規則を維持する (202 ページ) を参照してください。 
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クラスを編集する 

ショートカット メニューの [クラスを編集] を選択したとき、または新しいクラ
スを追加したとき （クラスを追加する 142 ページ） に、[クラスを編集] ダイア
ログ ボックスが表示されます。 

クラスを編集するには 

1 ツリー ビューで 部署 クラスを右クリックし、表示されたショートカット メ
ニューの [クラスを編集] をクリックします。[クラスを編集] ダイアログ ボッ
クスが表示されます。 

 

2 ダイアログ ボックスの上部にある [クラス情報] の各プロパティを設定します。 

説明  
 クラスおよびその用途を説明する簡略名です。ツリー ビューで、クラスの
アイコンの横にこの名前が表示されます。 

永続  
このプロパティは、Client Automation の解決プロセスを十分に理解してい
る管理者だけが使用します。 

永続クラスとは、解決プロセスの実行中、その属性およびオブジェクトがグ
ローバル メモリに保持されるクラスです。永続クラスから作成されたイン
スタンスは、Client Automation Agent のデスクトップに保存できます。  
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永続クラスでないクラスは、一時クラスといいます。一時オブジェクトは、解

決の過程で処理されるときにしか存在しません。一時クラスから作成された

インスタンスは、Client Automation Agent のデスクトップに保存できません。 

永続オブジェクトと一時オブジェクト、およびこれらのオブジェクトが解決プ

ロセスで扱われる方法の詳細については、『Essentials ガイド』の解決につい

ての説明を参照してください。 

自動順序付け  
属性の解決は通常、属性リストでの表示順に従って実行されます。『CM 
Essentials ガイド』の解決についての説明を参照してください。 

このチェック ボックスをオンにするとクラスの属性が以下のようにグルー

プ化され、解決時の処理順が決まります。 

— 式 

— 変数 

— クラス (接続) 

— メソッド 

優先度  
このフィールドには、00 ～ 99 の半角 2 文字の値が設定できます。オブジェ

クトの解決時に、Configuration Server によって ZOPJPRI 変数にこの値が

代入されます。このフィールドの値がゼロに設定されている場合、または値

が設定されていない場合は、そのクラスに対して指定されているデフォルト

値が代入されます。各クラスのデフォルト値は以下のとおりです。 

PATH 5 
REGISTRY 60 
DESKTOP 70 
FILE 50 
METACLAS 10 
ZSERVICE 50 
MACALIAS 70 
その他すべて 50 

タイプ  
クラスを用途と目的に従って分類します。この分類は、解決プロセスに影響

を与えます。たとえば、エージェント コンピュータに サービスリストを格

納するための解決では、[コンポーネント] に分類されたクラスは処理されま

せん。 



 

Windows 用 Administrator 147 

ドロップダウン リストから次のいずれかのオプションをクリックします。 

— [<none>] – このクラスは分類されません。 

— Configuration – このクラスは、エージェント コンピュータ上で Client 
Automation によって管理されるコンテンツを集計レベルで指定します。

通常、このクラスのインスタンスには、配布可能なデータは含まれませ

ん。これらは、1 つまたは複数のコンポーネント クラスに接続されます。

例:ZSERVICE、PACKAGE、VGROUP、VERSION など。 

— Component – このクラスは、設定クラスのインスタンスによって指定さ

れるコンテンツを構成するアイテム（ファイル、レジストリ エントリ、

リンク、アイコンなど）を特定します。通常、このクラスのインスタン

スには、配布可能なデータが含まれます。例: FILE、REGISTRY、およ

び DESKTOP。 

— Policy – This class identifies one, or a group of agent computers.通常、ポリ

シー クラスのインスタンスは、別のポリシー クラスのインスタンス、ま

たは設定クラスのインスタンスのいずれかに接続されています. 

3 属性の定義を変更するには、属性リストでその属性の名前をクリックして強

調表示します。[属性情報] の各テキスト ボックスに、強調表示されている

属性の名前、長さ、および説明が表示されます。[タイプ] ボックスには、そ

の属性のタイプが表示されます。 

4 [属性情報] データ入力フィールドに変更内容を入力し、[タイプ] オプション

をクリックして属性のタイプを設定します。クラスの属性は、表 41 で説明する

4 つのタイプのいずれかとなります。 

表 41      クラスの属性のタイプとその機能 

属性のタイプ 利用状況 

式 

 

解決時に実行される 1 行の REXX コマンドが格納されます。ZSTOP 
という属性で、式が「true」と評価されると、現在のインスタンスの
解決が終了されます。 

変数 

 

変数値を保持する、名前の付けられた格納場所です。変数の値は、エ
ージェントの解決済み要求ステートの一部であり、メッセージングや
シンボリック置換を介して解決プロセスに影響を与えます。 

接続 (使用可能) クラス接続によって、エージェント接続プロセスにおいて、エージェ
ントの要求ステートの解決に使用するパスが特定されます。 
使用可能な接続とは、別のクラスへの接続が設定できる属性のことです。 
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属性のタイプ 利用状況 

 
接続 (設定済み) 

 
注意: アイコン内の文

字は、以下の接続タ

イプを意味します。 

• A – 常時 

• C – クラス 

• I – インクル

ード 

• R – 必須 

設定済みの接続とは、別のクラスへの接続が既に指定されている属性
のことです。 
クラス接続は、実際には解決プロセスの一部です。『Essentials ガイド』
の「解決プロセス」を参照してください。 

• 常時 接続 は、属性の名前に関係なく常に解決されます。 

• クラス接続は、属性の名前が _ALWAYS_ の場合、またはシス
テム メッセージの現在の値と一致する場合に解決されます。 

• インクルード 接続 は、属性の名前に関係なく常に解決されます。 

• 必須接続 では、必須のインスタンスおよびその子のインスタン
ス名が、それを必要とするインスタンスおよびその子のインス
タンス名と一致する場合、前者のインスタンスの解決は行われ
ません。 

必須接続タイプとインクルード接続タイプは、パッケージ間の関係を
表し、PACKAGE クラスのインスタンスを接続する場合に、他の接続
タイプよりも便利に使用できます。 
あるパッケージが別のパッケージを必要とする場合、必須のパッケー
ジのコンポーネントはそれを必要としているパッケージのコンポーネ
ントに上書きされます。 
あるパッケージが別のパッケージをインクルードする場合は、どちら
も単独のエンティティとして配布されます。 

メソッド 

 

メソッドは、解決プロセスの一部として実行されるプログラムですメ

ソッド属性によって、実行するプログラムが特定されます。 

変更を行うと、その変更が直ちに属性リストに反映されます。 

5 [プロパティ] の各チェック ボックスは、属性のタイプに応じてオンまたは

オフにできます。 
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エージェントのプロパティ 

 
Client Automation エージェントのプロパティは、[保護] と [実行] 以
外はすべて将来の拡張用に予約済みです。デフォルト値以外に設定し

ないでください。 

• エージェント保護プロパティを選択すると、エージェント コンピュータの

オブジェクトに格納された属性の値が暗号化されます。 

• エージェント実行プロパティを選択すると、実行対象のメソッドはエージェ

ント コンピュータで実行されます。このプロパティはメソッド属性にのみ

適用されます。 

Configuration Server のプロパティ 

次の表は、Configuration Server プロパティの意味を示しています。 

• グローバル  
一時クラスの変数に設定した場合、解決の過程で一時オブジェクトが消滅す

る前に、子オブジェクトから親オブジェクトへのその変数の移動 (フロー) 
が許可されます。 

• デフォルト  
Client Automation 内部で使用され、管理者は使用できません。一時クラス 
オブジェクトのデフォルト値が、親の永続クラス オブジェクトに反映され

るのを妨げます。 

• 置換  
変数の値のシンボル (他の変数への参照で、アンパサンドで始まる) に対し

シンボリック置換が行われます。このチェック ボックスをオフにすると、変

数の値はリテラル テキストとして扱われ、シンボリック置換は行われませ

ん。 

置換プロパティは、Configuration Server の GET オペレーション (たとえ

ば、REXX プログラムによる EDMGET 関数の呼び出し) の結果として変数

が作成された場合に、シンボリック置換を行うかどうかを指定します。

EDMGET によって取得されたオブジェクトの変数にシンボルが含まれ、オ

ブジェクトが作成されたときに [置換] チェック ボックスがオンになってい

ると、その変数が領域内に作成されるときに置換が行われます。 

たとえば、シンボリック置換の実行時に ZMASTER オブジェクトの ZUSERID 
属性の値が WILLIAM の場合、式 &(ZMASTER.ZUSERID) がシンボリッ

ク置換の後に WILLIAM になります。 
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• 保護  
解決の実行時に属性の値が暗号化されることを示します。解決の実行中、属
性値は暗号化形式でメモリに格納されますが、CSDB にはプレーン テキス
トとして格納されます。 

• 絶対  
永続クラスの変数に設定した場合、一時クラスからインスタンス化された子
オブジェクトの変数は、親オブジェクトの同じ名前の変数の値を上書きしま
せん。 

• 実行  
属性の値によって、Configuration Server で実行されるメソッドが特定され
ることを示します。 

• 解決  
変数の値のシンボル (他の変数への参照で、アンパサンドで始まる) に対し
シンボリック置換が行われます。このプロパティのチェック ボックスをオ
フにすると、変数の値はリテラル テキストとして扱われ、シンボリック置
換は行われません。 

解決プロパティは、オブジェクトに変数が格納されるとき (たとえば、クラ
ス インスタンスが CSDB データベースから取得され、オブジェクトとして
領域内でインスタンス化されるとき) に、シンボリック置換を行うかどうか
を指定します。 

• カウンタ  
変数に Configuration Server で累積される整数が格納されることを示しま
す。累積合計は、すべての親永続オブジェクトの変数と同じ名前の変数に格
納されます。 

たとえば、あるサービス用に配布するすべてのリソースの非圧縮サイズの合
計を計算し、その結果を ZSERVICE オブジェクトに格納するタスクにこの
プロパティを使用するとします。FILE クラスの ZRSCSIZE 変数に対して
このチェック  ボックスをオンにすると、ZSERVICE オブジェクトに 
ZRSCSIZE 変数が追加されます。この変数は、サービスのすべての FILE 
インスタンスの ZRSCSIZE 値の合計を保持します。ユーザーに対する全サ
ービスのリソースの合計サイズが、そのユーザーの ZMASTER オブジェク
トの ZRSCSIZE 変数に自動的に格納されます。FILE クラス テンプレート
の ZRSCSIZE 変数に対して、[カウンタ] チェック ボックスをオンにすると、
ZSERVICE オブジェクトと ZMASTER オブジェクトの ZRSCSIZE 変数が、
Configuration Server によって自動的に作成および管理されます。 

クラス テンプレートの変数の定義でこのプロパティを選択することにより、
整数を格納する変数は累積の対象となり、親永続オブジェクトに格納されま
す。たとえば、FILE クラスの ZCMPSIZE 変数でこのチェック ボックスを
オンにすると、サービス用に配布されるリソースの圧縮サイズの合計が計算
されます。 
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[プロパティ] グループ ボックスの下部にあるデフォルト ボタンをクリックする

と、選択した (強調表示された) 属性のプロパティの設定がデフォルト値にリセッ

トできます。 

クラスに属性を追加するには 

1 新しい属性を追加するには、 初に属性リストで、属性を挿入する位置を決

めます。説明しているとおり、[自動順序付け] チェック ボックスがオンに

なっていないかぎり、属性は解決時に属性リストの表示順に処理されます。 

2 挿入先の前または後となる属性をクリックし、強調表示します。[直前に挿

入] または [直後に追加] をクリックします。指定した場所に空の属性 (デフォ

ルトでは変数属性) が挿入されます。 

3 [属性情報] データ入力フィールドに、名前、長さ、説明を入力し、ドロップ

ダウン リストで [タイプ] オプションを選択します。 

属性名に入力できる文字数は、半角で 8 文字までです。属性名によっては、

解決プロセスに影響を与える場合があります。一時クラスからインスタンス

化された子オブジェクトの変数の値は、永続クラス内で表される、親オブジ

ェクトの同じ名前の変数の値に取って代わることができます。メソッド属性

またはクラス接続属性の名前に応じて、メソッドおよびクラス接続が条件付

きで実行される場合と無視される場合とがあります。属性の名前が 
_ALWAYS_ であれば、メソッドまたはクラス接続は無条件に実行されます。

それ以外の場合でメソッドまたはクラス接続が実行されるのは、属性の名前

がシステム メッセージの現在の値と同じ場合のみです。詳細は『Essentials  
ガイド』 を参照してください。 

属性の長さは文字数で指定します。属性の値の 大文字数と同じかまたはそ

れ以上の数を入力します。接続属性およびメソッド属性に設定する値は、通

常は 50 で十分です。変数属性で必要な長さは、その変数に格納されるデー

タによって異なります。 

入力した説明は、[インスタンスを編集] ダイアログ ボックスの [属性の説明] 
カラムに表示されます。明確な説明を入力しておけば、後でクラスのインス

タンスを編集する人にとってわかりやすくなります。変数属性には、その変

数属性に格納されるデータを明確に特定する説明を入力します。クラス接続

には、「Connect to」と入力するか、または目的を表す説明を入力します。

メソッドおよび式の場合は、そのメソッドまたは式の目的を表す説明にします。 
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4 属性の値を CSDB Editor での表示名として設定するには、属性を選択して
から [属性にインスタンスのエイリアス名を含める] チェックボックスをオ
ンにします。これは通常 Name (簡略名) 属性に設定されます。この設定が
可能な属性は、各インスタンスにつき 1 つのみです。 

オプションの属性編集コントロール 

変数属性の [属性の説明] を利用して、[インスタンスを編集] ダイアログ ボック
スでその変数属性を入力または編集する場合に表示されるコントロールが指定で
きます。通常、変数属性はテキスト ボックスにフリー テキストで入力または編
集します。これは、 チェック ボックス、チェック ボックスのセット、 ドロッ
プダウン リストに変更できます。 

この機能を有効にするには、[オプション] ダイアログ ボックスの [インスタンス 
オプション] タブで、[インスタンスの編集時に編集マスクを使用] チェック ボッ
クスをオンにします。詳細については、表 38 (132 ページ) を参照してください。 

• フラグ属性  
フラグ属性は 1 文字のフィールドで、値は Y または N です。インスタンス
のフラグ属性を入力または編集する場合にチェック ボックスが表示される
ようにするには、クラス テンプレートで属性の説明の 後に [Y/N] を付け
る必要があります。次に 下記の図 17 を示します。  

図 17      フラグ属性に [Y/N] を含む ZSVCCAT 変数 

 

ZSVCCAT 属性の長さは 1 文字で、[属性の説明] には、 後に [Y/N] が付い
た「Service Visible in Catalog? [Y/N]」が表示されています。したがって、
この変数の入力または編集を行う場合には CSDB Editor のユーザー インタ
ーフェイスにチェック ボックスが表示されます。 
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• フラグ セット属性  
フラグ セット属性は 2 文字以上のフィールドで、ゼロまたは 1 つ以上の単

一文字フラグで構成される値を格納します。フラグがオンの場合、そのフラ

グに関連付けられた文字値がフラグ セット文字列に表示されます。フラグ

がオフの場合、そのフラグに関連付けられた文字値はフラグ セット文字列

に表示されません。フラグ セット文字列に何も表示されない場合は、その

フラグ セットにオンのフラグがないことを意味します。 

たとえば、特定のファイルの DOS ファイル属性のフラグ セットは、FILE ク
ラスの ZRSCRASH 属性に格納されています。この 4 文字の属性は、ファイル

をユーザーのデスクトップに配布するときに、FILE インスタンスに関連付け

られたそのファイルの DOS ファイル属性 (R = 読み取り専用、A = アーカイ

ブ、S = システム、H = 非表示) のうちどれをオンにするかを示す文字列を

格納します。インスタンスのこの属性を編集するときは、下記の 図 18 のよう

に表示されます。 

図 18      単一文字オプション セットが入力された属性 

 

[属性の説明] の 後にスラッシュ区切りの複数の単一文字オプションが入力

されていて、オプションの数が属性の長さと一致している場合  (上の 
ZRSCRASH 属性を参照)、その属性はフラグ セットとして扱われます。[イ
ンスタンスを編集] ダイアログ ボックスには、フラグ セットの使用可能な各

値に対応するチェック ボックスが表示されます。任意のチェック ボックスを

オンにすると、それに関連付けられた値が属性に挿入されます。 

• ドロップダウン リスト  
クラステンプレートで属性の説明の 後に、角かっこで囲まれたスラッシュ
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区切りの複数のオプションが入力されている場合、属性の入力または編集に

ドロップダウン リストが表示されます。 

たとえば、 下記の図 19 は、FILE クラスの ZRSCSTYP 属性が [属性の説

明] に 2 つのオプションを備えていることを表示します。角かっこで囲まれ

たスラッシュ区切りの複数のオプションが 後に付加された [属性の説明] 
には、属性の編集にドロップダウン リストが表示されます。 

図 19      ZRSCSTYP 属性 

 

1 クラスに変更を加えるときに、変更をやり直したくなる場合も想定されます。
クラスの編集中に変更が行われると、[復元] が選択可能になります。このボ
タンをクリックすると、[クラスを編集] ダイアログ ボックスが表示されて
からそのクラスに対して行った変更を破棄できます。 

[復元の確認] メッセージが表示されます。 

— [はい] をクリックして、クラスの変更内容を破棄し、編集を再開します。 

— 変更内容を破棄せずに確認ダイアログ ボックスを閉じる場合は [いいえ] 
をクリックします。 

2 クラスの編集が完了したら、[OK] をクリックして変更を保存し、[クラスを
編集] ダイアログ ボックスを閉じます。 

— クラスの属性名または説明が入力されていない場合や、属性の長さがゼ
ロの場合には、警告メッセージが表示されます。 

— 属性名および説明が入力されていて、属性の長さがゼロでなければ、[ク
ラスの編集の確認] メッセージが表示されます。先に進む前にデータベ
ースをバックアップするように警告します。 
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3 [はい] をクリックすると、クラスの既存のインスタンスがすべて更新されます。 

[いいえ] をクリックすると、クラスに対する変更が破棄され、インスタンス
の更新は行われません。 

[キャンセル] をクリックすると、[クラスを編集] ダイアログ ボックスに戻ります。 

クラスを削除する 

クラスとそのすべてのインスタンスを削除するには 

1 CSDB Editor のツリー ビューでクラスを右クリックします。 

2 表示されたショートカット メニューの [クラスを削除] をクリックします。
[削除の確認] ダイアログ ボックスが表示されます。 

3 クラスおよびそのすべてのインスタンスを削除する場合は、[OK] をクリッ
クします。 

削除を行わずにメッセージを閉じる場合は [キャンセル] をクリックします。 

インスタンスを操作する 
管理者が行う操作の大部分は、さまざまなクラスのインスタンスの追加、編集、
削除、およびインスタンスの接続の設定や削除です。 

命名インスタンス 

CSDB 内のインスタンスを命名するときには、次のガイドラインを参照してく
ださい。 

• 表示および印刷可能な文字を使用してください。 

• ピリオド ( . ) を使用しないでください。). ピリオドは、CSDB 内の完全修飾
インスタンスのファイル、ドメイン、クラス、およびインスタンス名 
(F.D.C.I) を区切るために使用される予約文字です。 

• 次のような、オペレーティング システムのファイル システムまたはコマン
ド シェルに対して特別な意味を持つ特殊文字を使用しないでください。 
 \ | / : ; < > * ? ` " ' , ( ) & 

• シーケンス アンダースコアを使用しないでください。この予約シーケンス
は、CSDB 内のグループ リソースを示します。 

• 空白、CR (キャリッジ リターン)、LR (ライン リターン)、またはタブなど
の埋め込みスペースまたは制御文字を使用しないでください。 

簡略なインスタンス名 

簡略なインスタンス名は、インスタンス名とは異なる制限を持ちます。表示およ

び印刷可能な文字を使用してください。スペースおよびその他の特殊文字は許可 
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されます。混同を避けるため、簡略名にピリオドを使用しないことを推奨します。 

インスタンスを追加する 

クラスを新規作成してから追加することができます。または 既存のインスタン

スをコピーすることができます。追加するクラスと実質的に類似する属性を持つ

クラスが存在するかどうかによって、どちらを選択するかが決まります。該当す

るクラスがあればそのクラスをコピーし、ない場合はクラスを新規作成してから

追加します。 

インスタンスをコピーする 

インスタンスをコピーすると、コピーされたインスタンスと同じ属性値を持つ新

しいインスタンスが作成されます。  

既存のインスタンスをコピーするには 

1 ショートカット メニューの [インスタンスをコピー] をクリックします。[イン

スタンスをコピー] ダイアログ ボックスが表示されます。 

2 新しいインスタンスの表示名 (簡略名) およびインスタンス名を入力し、[OK] 
をクリックします。 

インスタンスが作成され、[CSDB Editor] ウィンドウのツリー ビューとリ

スト ビューの両方に表示されます。 

簡略名はツリー ビューに、インスタンス名 (内部名) は [CSDB Editor] ウィ

ンドウのリスト ビューのタイトル バーに表示されます。 

インスタンスを追加する 

インスタンスを新規作成すると、クラスの _BASE_INSTANCE_ で設定されてい

る属性値を持つインスタンスが作成されます。 

新しいインスタンスを追加するには 

1 ショートカット メニューの [インスタンスを新規作成] をクリックします。
[インスタンスの作成] ダイアログ ボックスが表示されます。 

2 表示名 (簡略名) およびインスタンス名を入力し、[OK] をクリックします。 

インスタンスが作成され、[CSDB Editor] ウィンドウのツリー ビューとリ
スト ビューの両方に表示されます。 
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簡略名はツリー ビューに、インスタンス名 (内部名) は [CSDB Editor] ウィ
ンドウのリスト ビューのタイトル バーに表示されます。 

新しいインスタンスの属性値を編集できるようになります。 

インスタンスを編集する 

この節では、単一のインスタンスを編集する方法について説明します。 

インスタンスを編集するには 

1 ショートカット メニューの [インスタンスを編集] をクリックするか、また

は [CSDB Editor] ウィンドウのリスト ビューで属性の名前をダブルクリッ

クします。[インスタンスを編集] ダイアログ ボックスが表示されます。 

 

ダイアログ ボックスには、インスタンス内の属性およびその現在の値の一

覧が表示されます。強調表示された属性が、ダイアログ ボックスの上部の

データ入力フィールドで編集可能な状態となっています。 

2 ダイアログ ボックスの上部にあるテキスト ボックスに値を入力します。 

CSDB Editor が特定の属性に対してどの編集コントロールを使用するかを

決定する方法については、オプションの属性編集コントロール (152 ページ) 
を参照してください。 

3 別の属性を選択して強調表示するには、その属性の名前をクリックします。 

4 変更するそれぞれの属性の編集を続行します。 

5 [OK] をクリックして変更を保存し、ダイアログ ボックスを閉じます。 
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プロンプトを選択する場合、[インスタンスを更新する前] チェッ

ク ボックスをオンにすると、[インスタンスの編集の確認] メッセ

ージ ボックスが表示されます (図 11 132 ページ) を参照してくだ

さい)。[インスタンスの編集の確認] メッセージ ボックスが表示

されます。 

6 [インスタンスの編集の確認] メッセージ ボックスが表示されます。 

— [はい] をクリックすると、インスタンスの更新が完了します。 

— [いいえ] をクリックすると、インスタンスに対する変更が破棄され、
CSDB Editor のメイン ウィンドウに戻ります。 

— [キャンセル] をクリックすると、[インスタンスを編集] ダイアログ ボッ
クスに戻ります。 

接続属性の編集時には、クラス接続の手動編集についての警告がダイアログ ボッ
クスの下部に表示されます。接続の値の入力は複雑になる場合があり、1 つでも
入力ミスがあると、解決の実行時に予期せぬ結果が生じる可能性があります。ド
ラッグ アンド ドロップ メソッドを行うことをお勧めします。 

複数のインスタンスを編集する 

CSDB Editor では、1 回の操作で複数のインスタンス が編集できます。 

選択したインスタンスのうち 1 つをテンプレートとして使用します。[インスタ
ンス編集] ダイアログ ボックスには、テンプレート インスタンスの値が表示さ
れます。テンプレート インスタンスの値を変更すると、選択したインスタンス 
セット全体にその変更が適用されます。変更は、変更操作を確認してダイアログ 
ボックスを終了した後で CSDB に保存されます。 

同時に複数のインスタンスを編集するには 

1 [CSDB Editor] ウィンドウのリスト ビューのすべてのインスタンスを選択
します。 

インスタンスを 1 つクリックして選択します。 

— 選択したセットにインスタンスを 1 つ追加するには、Ctrl キーを押しな
がらクリックします。 

または 

— 選択したセットに複数のインスタンスを範囲選択して追加するには、Shift 
キーを押しながらクリックするか、または Ctrl キーと Shift キーを押し
ながらクリックします。 

選択したインスタンスは、次のように強調表示されます。 
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2 複数インスタンスの編集操作のテンプレートとして使用するインスタンスを

右クリックします。ショートカット メニューが表示されます。 

3 [複数のインスタンスを編集] をクリックします。次の [インスタンスを編集] 
ダイアログ ボックスが表示されます。 

 

選択されているインスタンスの数、それらのインスタンスのクラスの簡略名、

およびテンプレート インスタンスの簡略名がタイトル バーに表示されます。 

4 選択したインスタンス セットのすべてのインスタンスにコピーする値を持つ

変数を、スクロールしてクリックします。 
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— テンプレート インスタンスの選択した変数に、目的の値が既に設定され

ている場合、[すべて変更] をクリックして、選択したセットの他のイン

スタンスにその値をコピーします。 

— 選択した変数に目的の値が設定されていない場合は、値を編集します。 

どちらの場合も、[すべて変更] ボタンの文字が [リセット] に変わります。 

 

現在選択されている変数の値を元の内容に戻すには、次の操作を行います。 

— [リセット] をクリックします。  
インスタンスの変数をスクロールするときに、このボタンの文字を参照す
ることにより、選択した変数に変更が行われたかどうかが判別できます。 

– ボタンの文字が [すべて変更] の場合、現在の [インスタンスを編集]
セッションではその変数に対する変更は行われていません。 

– ボタンの文字が [リセット] の場合、選択した変数に変更が加えられ
ています。 

少なくとも 1 つの変数に変更を行ってから別の変数を選択すると、[復元] 
が使用可能になります。 

現在の編集セッションで行われたすべての変更を元に戻すには 

1 [復元] をクリックします。[復元の確認] メッセージが表示されます。 

2 現在の [インスタンスを編集] ダイアログ ボックス セッションで行われたす
べての変更を元に戻すには、[はい] をクリックします。 

[いいえ] をクリックすると、元の値には戻されず、編集セッションが再開し
ます。 
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編集セッション中に行われた変更は [OK] をクリックし、変更を確認するま
で CSDB には保存されません。 

3 テンプレート インスタンスで行った変更を選択したすべてのインスタンス
に適用して変更を保存するには、[OK] をクリックします。 

[キャンセル] をクリックすると、[インスタンスを編集] ダイアログ ボックス 
セッションが再開します。 

[インスタンスを編集] ダイアログ ボックスで [キャンセル] をクリックする
と、変更を保存せずにダイアログ ボックスが終了できます。 

インスタンスの名前を変更する 

インスタンスの名前を変更する場合は、注意が必要です。インスタンスは、各自
に設定されている接続属性を介して相互に接続されています。インスタンスの名
前を変更すると、そのインスタンスに接続されている他のインスタンスの接続が
無効になります。この結果、解決の実行時に予期せぬ影響が生じる可能性があり
ます。インスタンスの名前を変更する前に、そのインスタンスに接続されている
インスタンスを確認し、該当するインスタンスを適切に編集してください。 

インスタンスの名前を変更するには 

1 ツリー ビューで、インスタンスを右クリックします。ショートカット メニュー
が表示されます。 

2 [インスタンス名の変更] を選択します。[インスタンス名の変更] ダイアログ 
ボックスが表示されます。 

3 インスタンスの新しい表示名 (簡略名) および新しいインスタンス名を入力
し、[OK] をクリックします。 

インスタンスを削除する 

インスタンスを削除する場合は、注意が必要です。インスタンスは、各自に設定
されている接続属性を介して相互に接続されています。インスタンスを削除する
と、そのインスタンスに接続されている他のインスタンスの接続が無効になりま
す。この結果、解決の実行時に予期せぬ影響が生じる可能性があります。インス
タンスを削除する前に、そのインスタンスに接続されているインスタンスを確認
し、該当するインスタンスを適切に編集してください。 

インスタンスを削除するには 

1 インスタンスを右クリックします。ショートカット メニューが表示されます。 

2 [インスタンスの削除] をクリックします。[削除の確認] メッセージが表示さ

れます。 

3 インスタンスを削除するには、[はい] をクリックします。 

インスタンスを削除せずにダイアログ ボックスを閉じるには、[いいえ] を
クリックします。 
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パスワード認証 

この節では、Client Automation agent および Administrator Configuration Server 
にログ オンするときに EDMSIGN および EDMSIGNR を使用してパスワード
認証を有効にする方法を説明します。 

EDMSIGN と EDMSIGNR 

SIGNON (EDMSIGN を使用) と RACF_SIGNON (EDMSIGNR を使用) の 2 
つの ZMETHOD インスタンスの 1 つを使用してセキュリティ設定を有効にし
ます。 

RACF_SIGNON インスタンスが RACF セキュリティのみを実装するように見えて
も、このメソッドはその他のプラットフォーム固有セキュリティ アダプタにア
クセスするために使用できます。 

EDMSIGN 

EDMSIGN は Configuration Server が ZPWD 変数をパスワード認証の使用でき
るようにします。 

• Client Automation agent を Configuration Server に接続した場合、ZMASTER 
オブジェクトの ZPWD 値はユーザーのプロファイルに格納されているパス
ワードと比較されます。 

• Administrator を Configuration Server に接続した場合、ZMASTER オブジェ
クトの ZPWD 値はユーザーのプロファイルに格納されているパスワードと
比較されます。 

EDMSIGNR 

EDMSIGNR は、Client Automation agent または Administrator がセッション
を開始したときに、Configuration Server がパスワード認証に Windows セキュリ
ティなどの外部セキュリティ システムを使用できるようにします。 

 
Windows ユーザーの注記:このメソッドに送信されるユーザー資格情報
は、Client Automation agent または Administrator マシンではなく、
Configuration Server を実行しているマシン上で有効になっている必要 
があります。ユーザーは使用している Windows セキュリティのタイプ
に基づいて、アプリケーションを実行し、サービスを実行するために必
要なすべての権限を付与されていることを確認してください。 

次の 2 つのタイプの Windows セキュリティを区別してください。Workgroup 
Security と Domain Security。 

• Windows Workgroup Security:特殊ユーザー ID (SID) に対する権限は次の

ように設定されます 
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Workgroup_Name + Computer_Name + Group_User_Belongs_To + 
User_Name。 

• Windows Domain Security: ユーザー権限は、次のように設定されます 
Domain_Name + Domain_Group_User_Belongs_To + Computer_Name + 
Computer_Group_User_Belongs_To + User_Name。 

ZMASTER (Client Automation agent 用) または ZADMIN (Administrator 用) 
オブジェクト内の ZPWD 変数に格納されているパスワードは、そのユーザー 
ID のネイティブ セキュリティ システムに格納されているオブジェクトと比較

されます。 

パスワード認証が有効になっていない場合 

この節では、Configuration Server がログ オン時にパスワードが必要ないこと

を決定する方法を説明します。 

エージェント 

パスワード認証は、SYSTEM.PROCESS.ZMASTER 内の 初のメソッド属性が下記

の図 20 に示されているように空白の場合は、Client Automation agent に対し

て有効になっていません。 

図 20      パスワード認証が有効になっていない場合 

 

このように Client Automation agent を Configuration Server に接続した場合、 

1 Client Automation agent が ZMASTER オブジェクトを Configuration Server 
に送信した場合、 
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2 Configuration Server は SYSTEM.PROCESS.ZMASTER インスタンス内で 初

の _ALWAYS_ メソッド属性を探します。 

3 属性が空白の場合は、パスワードは必要なく、ログ オンが許可されます。 

管理者 

Administrator を接続すると、ZADMIN オブジェクトが Configuration Server 
に送信されます。このケースでは、Configuration Server は 
SYSTEM.PROCESS.ZADMIN インスタンスを探します。この値が空白の場合は、パ

スワードは必要ありません。 

パスワード認証が有効になっている場合 

この節では、Configuration Server がログ オン時にパスワードが必要であるこ

とを決定する方法を説明します。 

エージェント 

エージェントが Configuration Server に接続しようとするときに、Configuration 
Server は SYSTEM.PROCESS.ZMASTER インスタンスを探します。

SYSTEM.PROCESS.ZMASTER 内の 初のメソッド属性が値、たとえばに示されて

いるような SYSTEM.ZMETHOD.AGENT_SIGNON 下記の図 21 を含んでいる場合、

Configuration Server はログ オンにパスワードが必要かどうか決定するための

メソッドを探します。 

図 21      パスワード認証が有効になっている場合 
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このように Client Automation agent を Configuration Server に接続した場合、 

1 Client Automation agent が ZMASTER オブジェクトを Configuration Server 
に送信した場合、 

2 Configuration Server は SYSTEM.PROCESS.ZMASTER インスタンス内で 初の 
_ALWAYS_ メソッド属性を探します。図 21 (164 ページ) に示されている

ケースでは、AGENT_SIGNON を探します。 

3 Configuration Server は、このメソッド インスタンスを SYSTEM.ZMETHOD 内で

見つけ、メソッドの名前を取得して (ZMTHNAME 属性から)、 に示されて

いるように認証に使用します  (このケースでは、EDMSIGN または 
EDMSIGNR) 下記の図 22 。 

図 22      EDMSIGN メソッドの SYSTEM.ZMETHOD.SIGNON 

4 認証に使用するメソッドが EDMSIGN の場合、Configuration Server は、

エージェントから取得したばかりの ZMASTER オブジェクトからパスワー

ドを取得します。そのパスワードがデータベース内のこのエージェント用の 
ZMASTER オブジェクトの ZPWD 変数内のパスワードと一致する場合は、

ログ オンが許可されます。一致しない場合は、ログ オンは拒否されます。 

認証に使用するメソッドが EDMSIGNR の場合、Configuration Server は、

パスワード認証に Windows などの外部セキュリティ システムを使用します。 

管理者 

Administrator が Configuration Server に接続しようとするときに、Configuration 
Server は SYSTEM.PROCESS.ZADMIN インスタンスを探します。

SYSTEM.PROCESS.ZADMIN 内の 初のメソッド属性が値、たとえば図 23 (166 ページ) 
に示されているような SYSTEM.ZMETHOD.ADMIN_SIGNON を含んでいる場合、 



 

166 第 3 章 

Configuration Server はログ オンにパスワードが必要かどうか決定するための

メソッドを探します。 

図 23      SYSTEM.PROCESS.ZADMIN 

 

このように、 Administrator を Configuration Server に接続する場合、 

1 Administrator は ZADMIN オブジェクトを Configuration Server に送信し

ます。 

2 Configuration Server は SYSTEM.PROCESS.ZADMIN インスタンス内で 初の 
_ALWAYS_ メソッド属性を探します。上記の図 23 に示されているケース

では、値 SYSTEM.ZMETHOD.ADMIIN_SIGNON_ADMINを探します。 

3 Configuration Server は、このメソッド インスタンスを SYSTEM.ZMETHOD 
内で見つけ、メソッドの名前を取得して (ZMTHNAME 属性から)、認証に

使用します (このケースでは、EDMSIGN または EDMSIGNR)。 
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図 24      EDMSIGN メソッドの SYSTEM.ZMETHOD.SIGNON 

 

4 認証に使用するメソッドが EDMSIGN の場合、Configuration Server は、

ログ オンにパスワードが必要であると判断し、Administrator から取得した

ばかりの ZADMIN オブジェクトからパスワードを取得します。そのパスワ

ードがデータベース内のこの管理者用の ZADMIN オブジェクトの ZPWD 
変数内のパスワードと一致する場合は、ログ オンが許可されます。一致し

ない場合は、ログ オンは拒否されます。 

認証に使用するメソッドが EDMSIGNR の場合、Configuration Server は、パ

スワード認証に Windows などの外部セキュリティ システムを使用します。 

パスワード認証の有効化 

この節は、EDMSIGN および EDMSIGNR を使用したパスワード認証を有効に

する手順を説明しています。次の例で、Client Automation エージェントの例で

は EDMSIGN を使用し、 Administrator の例では EDMSIGNR を使用します。

これらメソッドは両方ともそれぞれの Client Automation コンポーネントと一

緒に使用することができます。 

EDMSIGN を使用した Administrator 用のパスワード認証を実装するには 

1 CSDB Editor を開き、次のパスに移動します。PRIMARY.SYSTEM.ZMETHOD。 

2 ZMETHOD Class で、SIGNON インスタンスを見つけてコピーし、コピーの名

前を変更します (例: AGENT_SIGNON)。  
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3 新しいインスタンス AGENT_SIGNON が ZMETHOD クラスのインスタン

スとしてリストに入れられます。 

4 AGENT_SIGNON をダブルクリックして、CSDB Editor のリスト ビューに

属性を表示します。 

5 ZMTHPRMS の値を ZMASTER に変更します。 

6 SYSTEM Domain の Radia Processes (PROCESS) クラスに移動します。 

7 ZMASTER インスタンスをダブルクリックして、CSDB Editor のリスト ビュ

ーに属性を表示します。  

8 初の _ALWAYS_ (Method) フィールドの値を 
SYSTEM.ZMETHOD.AGENT_SIGNON として指定します。 

Client Automation エージェントに対してパスワード認証が実装されました 
(EDMSIGN を使用)。 

EDMSIGNR を使用した Administrator 用のパスワード認証を実装するには 

1 CSDB Editor を開き、次のパスに移動します。PRIMARY.SYSTEM.ZMETHOD。 

2 ZMETHOD Class で、RACF_ インスタンスを見つけてコピーし、コピーの

名前を変更します (例: ADMIN_SIGNON)。  

3 新しいインスタンス ADMIN_SIGNON が ZMETHOD クラスのインスタン

スとしてリストに入れられます。 

4 ADMIN_SIGNON をダブルクリックして、CSDB Editor のリスト ビューに

属性を表示します。 

5 ZMTHPRMS の値を ZADMIN に変更します。 

6 SYSTEM Domain の Radia Processes (PROCESS) クラスに移動します。 

7 ZMASTER インスタンスをダブルクリックして、CSDB Editor のリスト ビュ

ーに属性を表示します。 

8 初の _ALWAYS_ (method) フィールドの値を 
SYSTEM.ZMETHOD.ADMIN_SIGNON として指定します。 

初の _ALWAYS_ (Connect To) フィールドが次のようになること

を確認してください。ADMIN.ADMINID.&ZUSERID。 

Administrator に対してパスワード認証が実装されました (EDMSIGN を使用)。 
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パスワードの変更 

 
この節の情報は、Client Automation パスワードのみに適用されます。 

Client Automation パスワードは次のいずれかの方法で変更できます。 

• Agent Explorer を開き、ZMASTER オブジェクト (CM エージェント用) ま
たは ZADMIN オブジェクト (Administrator 用) 内で、ZNEWPWD に新し

いパスワードを、ZPWD に古いパスワードを指定します。 

• CSDB Editor ログ オン画面で、[パスワードの変更] チェック ボックスを選

択してパスワード情報を指定します。 

アクセス規則と管理者 

Administrator のデータベース アクセスは、アクセスの 3 つのレベルのいずれ

かとして定義できます。詳細は 下記の表 42 を参照してください。CSDB Editor 
管理者アクセス規則は、ZACCESS Domain に格納されています。 

表 42      管理者アクセス レベル値 

Access Value Definition 

ALLOW Configuration Server は管理者にアクセス権を付与する前

に管理者アクセス規則をチェックしません。 

この値は、データベース内に定義されていた場合でも、す

べての管理者アクセス規則チェックを無効にします。 

DENY Configuration Server は、管理者にアクセス権を付与する

前に管理者アクセス規則をチェックします。 

管理者は、その管理者に対して特に許可されたデータベー

ス内に定義されたアクセス規則がある場合を除いて、アク

ションを実行できません。管理者セキュリティを設定して

いるときにはこの設定を推奨します。 

注意:このオプションが指定されている場合は、未定義の管

理者は、ADMINID._NULL_INSTANCE_ がそれらの機能

へのアクセスを許可するように変更されていない限り、ど

の CSDB 管理者機能にもアクセス権を持ちません。 
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Access Value Definition 

無視 Configuration Server は、管理者にアクセス権を付与する前

に管理者アクセス規則をチェックします。管理者は、その管

理者に対して特に禁止されたデータベース内に定義されたア

クセス規則がない限り、アクションを実行できます。 

 

すべての Configuration Servers は edmprof ファイルを持っています。このファ

イルは、複数のセクションに分割され、CSDB への管理者アクセスに関する動作

を含む、Configuration Server のオペレーション パラメータを定義します、詳細

は、表 42 (169 ページ) を参照。管理者アクセス パラメータは、MGR_ACCESS セ
クションにあります。 

管理者アクセス値を設定/変更するには 

1 Configuration Server をシャットダウンします。 

2 edmprof ファイルを開きます。 

3 ADMIN 設定を表 42 (169 ページ) の値の 1 つを使用して指定します。 

4 edmprof ファイルを保存して閉じます。 

5 Configuration Server を再起動します。 

新規アプリケーション ウィザードでサービスを作成する 

Packager または Publisher でパッケージを作成したら、CSDB Editor の新規ア

プリケーション ウィザードを使用してサービスを作成します。サービスとは、

Client Automation によって管理されるコンテンツの基本的な構成単位です。

CSDB Editor では、サービスは Application (ZSERVICE) クラスとして表示さ

れます。 

Task 1 CSDB Edito を開始します。 

実行方法については、はじめに (125 ページ) を参照してください。 

Task 2 パッケージ クラスに移動する 

SOFTWARE ドメインの PACKAGE クラスを指定するには 

1 [PRIMARY] をダブルクリックします。PRIMARY ファイルのドメインが、

ツリー ビューおよびリスト ビューのアイコンの下に表示されます。 
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2 [SOFTWARE] をダブルクリックします。SOFTWARE ドメインのクラスが、
ツリー ビューおよびリスト ビューのアイコンの下に表示されます。 

3 [Application Packages (PACKAGE)] をダブルクリックして PACKAGE ク
ラスを開きます。PACKAGE クラスのインスタンスが、次の図に示されてい
るようにツリー ビューおよびリスト ビューのアイコンの下に表示されます。 

 

Task 3 サービスの作成 

新規アプリケーション ウィザードを使用してサービスを作成するには 

1 SOFTWARE ドメインの  PACKAGE クラスで、サービスを作成したい 
PACKAGE クラス インスタンスを右クリックします。ショートカット メニュ
ーが表示されます。 
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2 [新規アプリケーション ウィザード] をクリックします。新規アプリケーショ

ン ウィザードを開きます。 

 

3 [サービス名 (32)] ボックスに、Application (ZSERVICE) インスタンスとして

「WINZIP0009」などの名前を入力します。インスタンスを操作する (155 ページ) 
のインスタンス命名ガイドラインに従います。 

4 このサービスの対象となるオペレーティング システムを指定する場合は、

[ターゲット オペレーティング システム] チェック ボックスをオンにし、

目的のオペレーティング システムをクリックします。 

[ターゲット オペレーティング システム] チェック ボックスがオフの場合、

サービスはすべてのプラットフォームで使用可能です。 

5 Windows インストーラに対応しているアプリケーションのサービスを作成

する場合は、[Windows インストーラ メソッドを設定] チェック ボックス

をオンにする必要があります。 

6 [次へ] をクリックして、アプリケーションのターゲット タイプを選択します。 
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7 [Application Manager] チェック ボックスをオンにします。これにより、サ

ブスクライバに対してサービスが必須アプリケーションとして指定されます。 

 
Application Manager では、サブスクライバに配布されるアプリ

ケーションは必須でなければなりません。 

または 

[Application Self-service Manager] チェック ボックスをクリックして、ユ

ーザーが選択してインストールするオプション アプリケーションとして指

定します。 

8 [次へ] をクリックして、アプリケーションのプロパティを入力します。 



 

174 第 3 章 

 

9 [アプリケーション プロパティ] ダイアログ ボックス内のテキスト ボックス

に、適切な情報を入力します。 

10 [次へ] をクリックして、Application Manager のレポーティング対象となる

イベントを選択します。 

11 レポートするそれぞれのアプリケーション イベントのチェック ボックスを

クリックします。次に、適切なオプション ボタンをクリックして、イベン

トの成功、失敗、または両方をレポートするかどうかを指定します。 

または 

Application (ZSERVICE) のベース インスタンスから ERTYPE 属性と 
EVENTS 属性の値を継承する場合は、[ベース インスタンスを使用する] を
クリックします。イベントレポーティングは、この 2 つの属性によって制御

されます。 

12 現在の設定をデフォルト設定として保存する場合は、[アプリケーション レベ

ルのイベントレポーティング] の [デフォルトとして保存] をクリックします。 

13 [次へ] をクリックすると、選択したものをまとめて見ることができます。 
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14 [完了] をクリックしてアプリケーション インスタンスを作成します。 

15 アプリケーションが追加されたことを示すメッセージが表示されたら、 [OK] 
をクリックします。ZSERVICE クラスにインスタンスが表示されます。 

 
新規アプリケーション ウィザードで入力した情報を変更するには、

CSDB Editor を使用します。ZSERVICE インスタンス内で対応

する属性を特定して値を変更してください。  

エンタイトルメント ポリシーを実装する方法の詳細については、『Application 
Manager および Application Self-service Manager ガイド』を参照してください。 

新規アプリケーション ウィザードで MSI の基本動作を定義する 

以下のパッケージの場合は、MSI パッケージのコンポーネントを継続的に管理
する Advanced Package Management ではなく、Basic Package Management 
を使用します。 

• 管理インストールをサポートしていないパッケージ。 

• Client Automation ではインストールまたはアンインストールのみを行い、
コンポーネントの管理は行わない。つまり、コンポーネントの検証または修
復に Client Automation エージェント を必要としません。 
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Packager for Windows Installer で作成したパッケージの場合、新規アプリケー

ション ウィザードで [MSI ベースのインストール] が定義できます。これらのパ

ッケージは、CSDB の MSIBASIC クラスに関連付けられています。 

図 25      新規アプリケーション ウィザードの MSI の基本動作 

 

管理インストールが実行できないパッケージでは、Client Automation による管

理機能が使用できない Basic Package Management がデフォルトになっていま

す。[新規アプリケーション ウィザード] ダイアログ ボックスの [MSI の基本動

作] では、パッケージの管理に使用するインストール タイプおよび MSI のネイ

ティブ モードを指定します。 

新規アプリケーション ウィザードで [MSI の基本動作] を定義するには 

1 パッケージのインストール方法に関係するインストール タイプを選択します。 

セットアップ ベースのインストール  
パッケージは SETUP.EXE ファイルでインストールされます。インストール
時に MSIEXEC が呼び出されます。このオプションでは、MSI アプリケーショ
ンに対してネイティブの setup.exe が実行されます。コマンド ライン スイッ
チ  (サイレント  インストールを行う  /s や完全インストールを行う 
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ADDLOCAL=ALL など) が setup.exe でサポートされている場合は、[作
成メソッド] にスイッチが追加できます。すべての MSI アプリケーションが
同じコマンド ライン スイッチをサポートしているわけではありません。
setup.exe の詳細については、お使いのアプリケーションのドキュメントを
参照してください。 

MSI ベースのインストール  
パッケージは MSIEXEC でインストールされます。 

カスタム  
パッケージは、カスタム インストール メソッドでインストールされます。 

2 基本パッケージ管理用に指定されている [作成メソッド]、[検証メソッド]、
[更新メソッド]、[削除メソッド] のネイティブ MSI のコマンドおよびスイッ
チを、必要に応じて参照および変更します。 

バージョン グループ エディタ 

バージョン グループ エディタ は、Application Manager がインストールされて
いる場合に CSDB Editor で使用できる機能です。バージョン グループ エディ
タを使用すると、バージョン グループ クラスのインスタンスが作成および編集
できます。バージョン グループ エディタの各機能で、バージョン グループの 
Version インスタンスを作成、編集、削除したり、バージョン グループの配布
を制御したりすることできます。『Application Manager および Application Self-
service Manager ガイド』を参照してください。 

サービスの最適化 

サービスの 適化は、サービス内のパッケージの定期的な更新を も効率的に配
布するためにパッチを使用します。新しいパッケージには、前のパッケージでパ
ブリッシュされたファイルの改訂部分および追加部分が含まれています。 

パッチ は、既にパブリッシュされ、エージェント コンピュータにインストール
済みのアプリケーションをアップグレードまたは修正する際に必要なデータ (バ
イト) をパッケージ化してパブリッシュしたものです。パッチに格納されている
のはパッケージ間の差分だけなので、配布に必要な時間およびネットワーク バ
ンド幅は少なくなります。パッチは、ファイル変更の際に、ファイルが丸ごと置
き換える方法よりも効率的に配布できる場合にのみビルドしてください。 

サービスの 適化は次のように機能します。 

1 Packager または Publisher は、パブリッシュ中のファイルのメッセージ ダ
イジェスト アルゴリズム (MD5) 署名を計算します。MD5 アルゴリズムで
は、メッセージを入力として受け取り、それに対して 128 ビットのフィン
ガープリント (メッセージ ダイジェスト) が作成できます。この情報は、
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Configuration Server に圧縮形式で格納されます。MD5 署名の詳細につい
ては、次の Web アドレスを参照してください。 

www.faqs.org/rfcs/rfc1321.html 

2 CSDB 内の PATCH ドメインには、PATCH クラス内の利用可能なパッチのリ

ストが格納されます。パッチのファイル署名は、パッチのデータを格納する

関連インスタンスの識別に使用されます。PATCH ドメインの詳細については

『Configuration Server データベース リファレンス ガイド』を参照してくだ

さい。 

パッチをユーザーに配布する前に、POLICY ドメインの USER ク
ラス内で ZOBJPTCH 変数を N から Y に変更します。 

3 CSDB Editor で、[サービスの 適化] は、Application (ZSERVICE) イン

スタンスのショートカット メニューのオプションです。このオプションを

使用すると、選択したアプリケーション コンポーネントのパッチが作成、

表示、削除できます。 

[サービスの最適化] オプションを使用する 

[サービスの 適化 ] オプションを使用してパッチを作成するには、まず 
Packager または Publisher でパッケージをパブリッシュさせる必要があります。
この方法については、Packager (47 ページ) および Publisher (72 ページ) を参
照してください。 

 
パッチは、署名があるパッケージに対してのみ作成可能です。初期設
定では、MD5 のみがサポートされています。 
バイト レベルの差異計算によるパッチ生成を有効にするために、パッ
チの対象となるパッケージは、同じロケーション (コンピュータ) から
パブリッシュする必要があります。この機能では、インスタンス名の
サフィックスにある 8 バイトの CRC が格納されます。 

 
Packager および Publisher は現在、MD5 署名を計算して使用してい
ます。この署名はパッチ機能に不可欠な要素なので、以前に転送され
たコンポーネントに対する下位互換性はありません。 

ここでは、以下の手順について詳しく説明します。 

• パッチの対象となるパッケージの Application (ZSERVICE) インスタンスを 
SOFTWARE ドメインに作成します。 

• サービス 適化ウィザードを使用してパッチを作成します。 

この例では、BLD という一連のテキスト ファイルを 適化します。これらのテ

キスト ファイルは、パッケージ化され、CSDB に転送されています。各ファイル

は、SOFTWARE ドメイン内の対応する各 パッケージです。 
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パッケージを CSDB にパブリッシュした後で、 ZSERVICE インスタンスを作成す
る必要があります。 

 
新旧パッケージ間のサイズの違いがあまりにわずかなために、パッチ
を作成すると、かえってファイルのサイズが増えてしまうケースもあ
ります。その場合は、パッチが作成できません。 

 
この例で必要なファイルは、以下の命名規則でパブリッシュされてい
ます。 

• bld1.txt ファイルは、 初は bld.txt という名前でパブリッシュ
されました。 

• 2 番目のファイルが、パブリッシュされる際に bld.txt という
名前に変えられたので、元の bld.txt ファイルは bld1.txt と
いう名前になりました。 

• 3 番目のファイルが、パブリッシュされる際に bld.txt という名前
になったので、2 番目のファイルは bld2.txt という名前になり
ました。 

パブリッシュ時に同じファイル名および同じマシンを使用することで、パ
ッチを正しく作成するのに必要な CRC が同じものになります。 

サービスの最適化を設定するには 

1 ツリー ビューを展開して、PRIMARY.SOFTWARE.PACKAGE クラスを表

示し、BLDTEST パッケージを指定します。 

 

2 [Application (ZSERVICE)] クラスを右クリックします。ショートカット メ
ニューが表示されます。 

3 ショートカット メニューの [インスタンスを新規作成] をクリックします。 



 

180 第 3 章 

4 BLD_CREATE という新しいインスタンスを作成し、[OK] をクリックしま

す。[BLD_CREATE] サービスが CSDB に追加されます。 

5 [Application (ZSERVICE)] クラスの  [BLD_CREATE] インスタンスに 
BLDTEST1、BLDTEST2、および BLDTEST3 パッケージをドラッグ アン

ド ドロップします。 

 

Application Packages (PACKAGE クラスから) を格納する Application 
(ZSERVICE クラス) を作成した後に、パッチの作成が開始できます。 

ユーザー向けのプランまたはポリシーを作成する場合と同じ方法で、パッチ

の作成、編集、および削除用のプランを策定することもできます。次に、パ

ッチ作成時に留意する事項をいくつか示します。 

— パッチを作成するパッケージのドキュメントの作成方法をまとめる必要が

あります。小さなデータベース内で異なるパッチをビルドする場合であれ

ば、パッチを作成する接続パスのスキーマは比較的わかりやすいものです

が、データベースの規模が大きくなると、パッチクラスおよびそのパッチ

の対象となるパッケージも扱いにくいものになる可能性があります。 

— パッチの対象に指定できるのは、MD5 署名があるパッケージだけです。 

— パッチは、バージョニングとは異なります。パッチの配布に失敗した場

合でも、旧バージョンに戻すことはできません。 

6 [Application (ZSERVICE)] クラスの [BLD_CREATE] を右クリックします。

ショートカット メニューが表示されます。 

7 [サービスを最適化] をクリックします。サービス 適化ウィザードが表示さ

れます。 
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8 [使用できるパッケージ] の [接続元] ボックスの矢印をクリックします。 適
化するサービスを適用可能なパッケージが表示されます。[接続元] ボックスの
矢印をクリックすると、Application (ZSERVICE) のすべてのパッケージが
表示されます。この例では、 [接続元 ] をクリックすると、Application 
(ZSERVICE) の BLD_CREATE のすべてのパッケージが表示されます。 

手順 6 BLD_CREATE で選択したサービスを適用するパッケージ が表示さ
れています。 

 

9 ドロップダウン リストで、[BLDTEST Software 1 (BLDTEST1)] をクリッ
クします。 [使用できるパッケージ ] の  [接続先 ] ボックスには、
BLD_CREATE サービスでパッチ可能なパッケージが表示されます。 

10 [使用できるパッケージ] の [接続先] ボックスをクリックします。 適化す
るサービスでパッチ可能なパッケージが [接続先] に表示されます。 

11 ドロップダウン リストで、BLDTEST Software 2 (BLDTEST2)をクリックします。 
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12 [SOFTWARE ドメインに、パッチする資格があるクラス] で、SOFTWARE 
ドメイン内のパッチ対象クラスをクリックします。パッケージのファイル 
リソースが格納されているクラスを選択します。 

 
現在、パッチがビルドできるクラスは、[File Resources (FILE)]、
[MAC File Resources (MACFILE)]、[MSI Resources (MSI)]、
[MSI Basic Resources (MSIBASIC)]、[Mobile File Resources 
(RMMFILE)]、[Unix File Resources (UNIXFILE)] です。 

この例では、パッチ可能なクラスは [File Resource (FILE)] だけです。 

 

 
パッケージ内でどのクラスがパッチ可能かを判別するには、

[Application (ZSERVICE)] インスタンスを展開して、属性を表示

します。インスタンスを確認すると、パッチ可能なリソースが特

定できます。 

13 [File Resource (FILE)] を選択して、[次へ] をクリックして続行します。 

[ファイルと進行状況] ダイアログ ボックスが表示されます。 
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このダイアログ ボックスには、ファイルと進行状況の情報が表示されます。
[使用できるパッケージ] ダイアログ ボックスで指定した内容に基づいて、
インスタンスの情報が収集されます。 

下記の表 43 このダイアログ ボックスの [ファイルと進行状況] セクション
にオプションが表示されます。表 44 (184 ページ) は、[パッチ条件] 領域に
オプションが表示されます。 

表 43      ファイルと進行状況の情報 

カラム 説明 

コンポーネン
ト ファイル名 

作成中のパッチの名前。 

リソース パッ
ケージ サイズ 

オリジナル リソースのパッケージ サイズ。 

ターゲット  
パッケージ  
サイズ  

オリジナルのターゲット リソースのサイズ。 

ステータス パッケージのステータス。有効な値は、[なし]、[キュー]、
[拒否]、[アクティブ]、[作り付け] のいずれかです。 

パッチ サイズ オリジナルのパッケージ データ (BLD1) と変更されたパッケ
ージ データ (BLD2) のサイズの差です。 

圧縮後のサ
イズ  

[リソース パッケージ サイズ] に表示されているパッケージ
の圧縮サイズ。 
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カラム 説明 

日付 パッケージがパブリッシュされた日付。 

サイズの制
限値 :  

この情報は、[パッチ条件] の [保存する 低割合 (%)] フィー
ルドに入力した値です。この値は、パッチのビルドが完了し
たときか、パッチ ビルド プロセスが終了するときに表示さ
れます。 

% 制限 この情報は、[パッチ条件] の [保存する 低バイト数] フィー
ルドに入力した値です。この値は、パッチのビルドが完了し
たときか、パッチ ビルド プロセスが終了するときに表示さ
れます。 

時間の制限値 この情報は、[パッチ条件] の [ファイルごとの 長処理時間] 
フィールドに入力した値です。この値は、パッチのビルドが
完了したときか、パッチ ビルド プロセスが終了するときに
表示されます。 

[パッチ条件] のオプションで、パーセント サイズ、バイト数、時間要素などの
値を入力すると、パッチのビルドの制約が指定できます。条件を設定すると、ファ
イル リスト内でチェック ボックスがオンになっている全ファイルに、その条件
が適用されます。これにより、パッチの作成が制御できます。 

一覧内のファイル数が多い場合は、各ファイルを評価してパッチをビルドするか
どうかを指定する手間を省くために、[すべてオン] をクリックして、一覧内のす
べてのファイルを選択します。次に、[パッチ条件] を設定し、パッチをビルドし
た方がメリットがありそうなファイルに、パッチのビルドを限定します。 

下記の表 44 は、[パッチ条件] 領域のオプションの詳細について説明しています。
これら 3 つのオプションのデフォルトは空 (オンになっていない) のチェック ボッ
クスです。 

表 44      [パッチ条件] の情報 

ファイル  オプ
ション 

説明 

保存する 低
割合  ( % )  

保存するコンポーネントの 小限の割合 (%) を指定します。
この値に達しない場合、パッチはビルドされません。 

保存する 低
バイト数  

パッチが保存する 低限のバイト数を指定します。この値
に達しない場合、パッチはビルドされません。 

ファイルごとの
長処理時間 

パッチに対して 長でどのくらいの処理時間をかけられる
かを指定します。ドロップダウン リストで、パッチのビル
ドにかけられる時間の上限を指定します。時間は、分また
は時間と分の組み合わせで設定できます。 

コンポーネント ファイルを選択すると、パッチのビルド用ボタンが有効になります。 
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条件を適用するには、対応するチェック ボックスをオンにします。チェック ボ
ックスの隣のデータ入力フィールドが有効になるので、そのデータ フィールド

に条件を入力します。各条件が組み合わされてパッチに適用されます。選択した

ファイルに対してパッチがビルドされるようになるには、適用したすべての条件

が満たされなければなりません。 

下記の表 45 は、[パッチ条件] ボタンの機能について説明しています。 

表 45      [パッチ条件] ボタンの機能 

ボタン アクション 

すべてオン [コンポーネント ファイル名] カラムに表示されている全ファ

イルが選択されます。 

ビルド 一覧内のファイル プロセスを開始します。 

自動リフレッ

シュ 
[自動リフレッシュ] をクリックすると、[自動リフレッシュ タイ

マ] ダイアログ ボックスが表示されます。[自動フレッシュ] を使

用する場合は、1 ～ 99 分のリフレッシュ間隔を入力します。0 を
入力すると、自動リフレッシュがキャンセルできます。 

すべてオフ [コンポーネント ファイル名] カラムで選択されている全ファ

イルの選択が解除されます。 

削除 選択したコンポーネント ファイルが削除されます。 

リフレッシュ ビルド ステータスがリフレッシュされます。 

前へ 前の画面に戻ります。 

次へ 次の画面に進みます。 

終了 適化ウィザードが終了します。 

14 パッチを適用するファイルの横のチェック ボックスをオンにします。 
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15 [ビルド] をクリックします。新しいパッチのビルドを確認するメッセージが

表示されます。 

16 [はい] をクリックして続行します。 

または 

[いいえ] をクリックして終了します。 

[はい] をクリックすると、オリジナルとターゲットのペアの現在のパッチが

削除され、選択した各ファイル  ペアに対するパッチ作成リクエストが 
Configuration Server に送信されます。 

17 [ステータス] を更新するには、[リフレッシュ] をクリックします。 

18 [終了] をクリックすると、サービス 適化ウィザードが終了します。 

または 

[前へ] をクリックすると、[使用できるパッケージ] ダイアログ ボックスに戻

り、追加のパッチがビルドできます。 

パッチは、PATCH クラスの下にある PATCH ドメインに格納されます。 
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PATCH.PATCH を調べて、パッチ インスタンスがビルドされたことを確認し
ます。ビルドが拒否されたパッチを調べて、その理由を確認します。要求され
たパッチの現在のステータスを確認するには、MESSAGE 変数を参照します。 

 

サービス グループ 

Client Automation は、複数のサービス パッケージを必要とする製品を管理するこ
とにより、製品のフル インストールやフル オペレーションを実現します。製品
が他のサービス パッケージを必要としている場合、または他のサービスに依存
している場合は、サービス グループを使用することができます。これには、パ
ッケージ化された MSI 製品も含まれます。この場合は、以下のようなケースが
考えられます。 

• 複数の MSI サービス パッケージを利用している製品。たとえば、MS 
Office では、他の言語パック サービスが必要となります。 
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• MS Office のように、サイズが大きい製品。製品スイートの一部の機能だけ
をインストールする場合に備えて、いくつかの小さな下位サービスに分割し
なければならない場合があります。 

サービス グループ機能を使用すると、上位のサービス、つまりマスター, (ページ) 
サービス単位で複数のサービスがグループ化できます。この操作により、同じタ
イプのコンポーネントや関連するコンポーネントを論理的にわかりやすくまとめ
ることができます。 

CSDB Editor を使用して定義し、グループ サービスおよびパッケージをマスタ
ー サービスに関連付けます。 

 
通知またはタイマーによる更新などのアクションは、必ずマスター サ
ービスを対象にしてください。マスター サービスに適用したアクショ
ンは、すべての下位サービスに適用されます。 

コンポーネントの機能拡張 
• Application Manager  

RADSKMAN コマンドには、複数のサービス リクエストを処理するロジッ
クが含まれます。RADSKMAN では、個々の下位グループに対するリクエ
ストを実行し、 終結果のレポートをマスター サービスに返します。 

• Application Self-service Manager  
 Service List サービスリストには、マスター サービスのみが表示されます。 

前提条件 
サービス グループに対してマスター サービスを設定する前に、以下の設定を変

更または確認してください。 

• Configuration Server (バージョン 4.5 以上):edmprof ファイル内で、

MGR_OBJECT_RESOLUTION セクション内の 
ALLOW_DUPLICATE_INSTANCES が [No] に設定されていることを確認

してください。 

• Configuration Server (バージョン  4.5 以前):edmprof ファイル内で、

MGR_OBJECT_RESOLUTION セクション内で次のように設定されている

ことを確認してください。 

— ALLOW_CIRCULAR_REFERENCE が [Yes] に設定されており、 

および 

— ALLOW_DUPLICATE_INSTANCES が [No] に設定されていること。 

• CSDB 

複数のサービスをまとめて設定する (インストールに際して依存関係にある
各サービスをグループ化する) には、Application (ZSERVICE) クラスの 
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_BASE_INSTANCE_ に ZSVCGRP という変数を追加します。これは ZSVCGRP 
と呼ばれる変数です。ZSERVICE クラスに追加する場合は、次の表を参考
に変数を設定します。 

クラスの編集については、クラスを編集する (142 ページ) を参照してください。 

表 46      ZSVCGRP 変数 値 

値 動作 

はい Configuration Server に Y (Yes) と指定すると、サービス グループ
は、インストールの際に無関係なアプリケーションの集まり、また
は依存関係にないアプリケーションの集まりとして処理されます。 
変数を指定しなかった場合、これがデフォルトです。 

D Configuration Server に D (Dependent) と指定すると、サービス 
グループの下にあるサービスを、インストールの際に依存関係にな
いものとして処理されます。1 つのサブサービスが失敗した場合、
残りのサービスはインストールされません。 

いいえ サービス グループがない場合は、N (No) と指定します。 

サービス グループ用のマスター サービスの作成 
edmprof ファイルに変更を加えた後に、サービス グループ用のマスター サービ

スインスタンスを作成できます。 

CSDB Editor を使用して、マスター サービスに新しい Application (ZSERVICE) 
インスタンスを作成します。次に、グループのメンバーになる各サービスに、メ

ンバー サービスとマスター サービス間の接続を作成します。サービス メンバー

はいつでもマスター サービスに追加することができます。 

この例では、「Sales Services」というマスター サービス インスタンスを作成します。

このマスター サービスは、Amortize サービスと GS-Calc サービスを含みます。 

図 26      ZSERVICE クラスのサンプル サービス 
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サービス グループ用のマスター サービスを作成するには 

1 CSDB Editor を開き、 PRIMARY.SOFTWARE.ZSERVICE クラスに移動

します。 

2 クラスを展開し、[Application (ZSERVICE)] 内のインスタンスを表示します。 

3 [Application (ZSERVICE)] を右クリックします。ショートカット メニュー

が表示されます。 

4 ショートカット メニューの [インスタンスを新規作成] をクリックします。

[インスタンスの作成] ダイアログ ボックスが表示されます。 

5 新しい ZSERVICE インスタンス (SALES SERVICES) の名前を入力します。 

6 [OK] をクリックしてインスタンスを作成します。新しいインスタンスが 
Application (ZSERVICE) クラスに表示されます。 

 

サービスをマスター サービスに追加できるようになりました。 

7 [SALES SERVICES] を右クリックし、ショートカット メニューの [接続を

表示] をクリックします。[SOFTWARE.ZSERVICE 接続] ダイアログ ボッ

クスが表示されます。 
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8 [SOFTWARE.ZSERVICE 接続] ダイアログ ボックスの [Application (ZSERVICE)] 
をクリックして、[OK] をクリックします。画面のリスト ビューに、ZSERVICE 
クラスのインスタンスが表示されます。 
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9 右からサービスを選択して ZSERVICE.SALES SERVICES インスタンスに

ドラッグします。 

10 カーソルがペーパー クリップに変わったらサービスの上にドロップします。 

11 接続を確認します。 

12 必要に応じて、概略を示した手順に従ってサービスを追加します。このサー

ビス グループのマスター サービス インスタンスが完了しました。 

 
マスター サービスにグループ化されたサービスは、データベー

ス内でマスター サービスに接続した順番に従って上から順番に

インストールされます。マスター サービス グループ内のメンバ

ー サービスは ZSVCPRI 内の設定を使用しません。 

 

これで、このマスター サービスをユーザーに配布する準備が整いました。 

通知 

Notify を使用すると、管理者が 1 つまたは複数のエージェント コンピュータを 
Configuration Server に接続し、指定したアプリケーションが更新または削除

できます。Client Automation が管理するアプリケーションに基づいて電子メー

ル通知をエージェント コンピュータに送信することもできます。 

 
通知要件の詳細については、『Application Manager および Application 
Self-service Manager ガイド』の「Deploying Applications」の章を参照し

てください。 
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通知機能では、オーディエンス リスト内のエージェント コンピュータと通信し
ます。Client Automation がエージェント コンピュータにアプリケーションを
インストールすると、そのエージェント コンピュータがオーディエンス リスト
に追加されます。 

通知の使用に際しては、以下のような前提条件があります。 

• 通知の前に、サブスクライバが Configuration Server に接続していること。
通知機能では、CSDB の PROFILE ファイルに情報が格納されているエージェ
ントにのみ通知を行います。 

• サブスクライバが Client Automation を使用してアプリケーションを既にイ
ンストールしており、指定したアプリケーションのオーディエンス リスト
に追加されていること。 

• (サブスクライバへの通知に電子メールを使用する場合) サブスクライバの電
子メール アドレスが、POLICY ドメイン内の USER クラスにある USER 
インスタンスの EMAIL 変数に格納されていること。 

• Configuration Server が Notify 用に適切に設定されている必要があります。
Configuration Server 設定 ファイル edmprof に適切な値を設定する詳細に
ついては、HP ソフトウェア サポート ウェブサイト Engineering Note、
OVEN018720: Configuring the Radia Configuration Server for E-mail 
Notification を参照してください。 

 
このドキュメントを検索するには、 

• www.hp.com/go/hpsoftwaresupportに移動してください。 

• Use self-solve knowledge search クリックしてください。 

• HP Passport ユーザー ID とパスワードを入力します。 

• エンジニアリング ノート番号を [キーワード、質問、フレー
ズ、ドキュメント識別子に入力する] テキストボックスに
入力します。 

• [完全一致] を選択します。 

• スクロール 製品 リストから、Client Automation 
management applications を選択します。 

• すべてのバージョン、すべてのオペレーティング システ
ム、技術ドキュメントを選択します。 

• [検索] をクリックします。 

• [ビュー オプション] ダイアログ ボックスの [通知] タブで、CSDB Editor に
よるエージェント用通知コマンドの生成方法を選択していること。アプリケ
ーションをインストールするようサブスクライバに通知する際の UID 値およ
び STARTDIR 値がカスタマイズできます。詳細については、[通知] タブ 
(136 ページ) を参照してください。 

http://www.hp.com/go/hpsoftwaresupport
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CSDB Editor で通知アクションを開始する方法には、以下の 2 種類があります。 

• ポリシー クラス インスタンス (USER、DEPT、または WORKGRP) を Application 
(ZSERVICE) インスタンスにドラッグする方法。オーディエンス リストに

含まれるエージェントはいずれもポリシー クラス インスタンスのメンバー

であり、アプリケーション インスタンスによって示されているアプリケーショ

ンを Client Automation でインストールし、Client Automation で管理してい

るコンピュータです。 

• アプリケーション インスタンスのショートカット メニューで [Notify 認証] 
を選択する方法。オーディエンス リストに含まれるエージェントは、アプ

リケーション  インスタンスによって示されているアプリケーションを 
Client Automation でインストールし、Client Automation で管理している

コンピュータです。 

 
いずれの方法を使用する場合でも、通知を有効にするには、既にアプ

リケーションがエージェント コンピュータにインストールされている

必要があります。 

通知が開始されると、CSDB Editor で通知処理を完了するためのダイアログ ボッ

クスが表示されます。どちらの方法で通知を開始しても、表示されるダイアログ 
ボックスは同じです。 

フィルタで CSDB の表示内容を指定する 

要求ステートが大きくなった場合は、CSDB Editor で CSDB の内容を制限して表
示するように設定すると便利です。これにより、ドメイン、クラス、またはイン
スタンスの検査や編集の際に、ウィンドウ内を上から下までスクロールして探す
手間を省くことができます。CSDB Editor には、ユーザーが定義した条件を基に 
CSDB の表示内容を制限するフィルタ設定機能があります。この機能は、USER ク
ラスや FILE クラスなど、多数のインスタンスがあるクラスに対して特に有効です。 

フィルタ仕様は、CSDB Editor に対してどのドメイン、クラス、インスタンス
を表示するかを指示するものです。フィルタは、ドメイン、クラス、またはイン
スタンスの名前と、指定した条件が一致するかどうかを基に処理されます。 

フィルタ仕様には、1 つまたは複数のワイルドカード文字 (「*」や 「?」) が指定
できます。「*」は、フィルタ対象のコンポーネント名にある任意の数の文字を
表します。「?」は、フィルタ対象のコンポーネント名にある任意の 1 文字を表
します。 

次の表では、有効なフィルタ式の例、およびその式によって選択される名前を示
します。 
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表 47       有効なフィルタ式の例 

フィルタ仕様 選択される名前 

* ワイルドカードによってすべての文字が一致したと見な

されます。現在有効なフィルタがすべて解除されます。 

_* アンダースコアで始まる名前を示します。 

*_A* プレフィックスがあり、任意のレベルのプレフィックス

の後に「A」が続いている名前を示します。 

*.?LL ピリオドでいったん区切られ、その後に任意の 1 文字と 
[LL] が続いている名前を示します。  

*-??WORD*.HP? 任意の文字列にダッシュが続き、その後に任意の 2 文字

と WORD という文字があり、さらに任意の文字列がピ

リオドまで続き、次に HP、さらに任意の 1 文字が続く

名前を示します。 

適用できるフィルタには、CSDB Editor セッション全体にわたって機能するも

の (パーマネント フィルタ)と、現在の CSDB Editor] ウィンドウでのみ有効な

もの (テンポラリ フィルタ) があります。 

パーマネント フィルタ 

パーマネント フィルタ はどの CSDB Editor ウインドウを開いても適用され、 
CSDB Editor セッション全体にわたって機能します。いずれのクラスもそれぞ

れのパーマネント フィルタに関する指定があります。 

パーマネント フィルタの設定または解除は、[フィルタ] ダイアログ ボックスの

上部にある [パーマネント フィルタの設定] で行います。 

ESB_ というプレフィックスで USER クラスのインスタンスをフィルタするパー

マネント フィルタを設定するには 

1 ツリー ビューで、POLICY ドメインを展開します。 

2 ツリー ビューを下にスクロールして、USER クラスを探します。 

3 USER クラスを右クリックします。ショートカット メニューが表示されます。 

4 [インスタンスをフィルタ] をクリックして [インスタンスをフィルタ] ダイ

アログ ボックスを表示します。 
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5 [フィルタのカスタマイズ] ボックスに「ESB_*」と入力します。 

6 [パーマネント フィルタの設定] で、ユーザー クラスの横にある [設定] をク

リックします。フィルタ仕様が表示されます。 

7 フィルタを適用するには、ダイアログ ボックスの下部の [保存 / 適用] をクリ

ックします。ダイアログ ボックスが閉じ、ツリー ビューはフィルタが適用

された状態に更新されます。 
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現在の CSDB Editor セッション内であれば、どのウィンドウを開いても、こ
のフィルタが USER クラスに適用されます。 

パーマネント フィルタを削除するには 

1 [インスタンスをフィルタ] ダイアログ ボックスで、対応する [クリア] ボタ
ンをクリックします。 

2 [保存 / 適用] をクリックしてフィルタを削除します。 

テンポラリ フィルタ 

[インスタンスをフィルタ] ダイアログ ボックスでは、テンポラリ フィルタを適
用することもできます。テンポラリ フィルタは、現在の [CSDB Editor] ウィン
ドウが開いている間だけ有効になります。テンポラリ フィルタを適用するには、
[フィルタのカスタマイズ] フィールドでフィルタ仕様を指定し、[保存 / 適用] を
クリックします。 

ESB_ というプレフィックスで USER クラスのインスタンスをフィルタするテン

ポラリ フィルタを設定するには 

1 ツリー ビューで、POLICY ドメインを展開します。 

2 ツリー ビューを下にスクロールして、USER クラスを探します。 

3 USER クラスを右クリックします。ショートカット メニューが表示されます。 

4 [インスタンスをフィルタ] をクリックして [インスタンスをフィルタ] ダイ

アログ ボックスを表示します。 

5 [フィルタのカスタマイズ] ボックスに「ESB_*」と入力します。 
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6 [保存 / 適用] をクリックします。 

テンポラリ フィルタを削除するには 

1 フィルタ仕様として「* 」を指定します。 

これはあらゆるドメイン、クラス、インスタンスの名前に一致するので、フィ

ルタを削除することができます。「*」というフィルタ仕様は、高速フィル

タリストでよく見かけます。 

2 [保存 / 適用] をクリックしてフィルタを削除します。 

ベース インスタンスまたは null インスタンスを表示する 

[インスタンスをフィルタ] ダイアログ ボックスでは、クラスのベース インスタ

ンスまたは null インスタンスだけが表示されるように設定することもできます。  

ベース インスタンスまたは null インスタンスを表示するには 

1 ツリー ビューで、POLICY ドメインを展開します。 

2 ツリー ビューを下にスクロールして、USER クラスを探します。 

3 USER クラスを右クリックします。 

4 ショートカット メニューの [インスタンスをフィルタ] をクリックします。

[インスタンスをフィルタ] ダイアログ ボックスが表示されます。 

5 USER クラスの _BASE_INSTANCE_ を表示する場合は [Base を取得] 、USER 
クラスの _NULL_INSTANCE_ を表示する場合は[Null を取得] をクリック

します。 

6 [保存 / 適用] をクリックします。 

フィルタ結果を追加する 

現在のフィルタ結果の表示内容を保持したまま、追加フィルタを適用したい場合

があります。2 つのフィルタ結果を同時に表示するには、次のフィルタを実行す

る際に [結果を追加] チェック ボックスをオンにします。 

コンポーネント クラスのインスタンスをフィルタする 

コンポーネント クラスのインスタンス (FILE および DESKTOP などのクラス
のインスタンス) は、接続先の設定 クラスのインスタンスを基にフィルタするこ
とができます。 

コンポーネント クラス (この例では、SOFTWARE ドメインの FILE クラス) を
フィルタする場合、[インスタンスをフィルタ] ダイアログ ボックスに、[所有す
るパッケージ]というスクロール リストが含まれます。図 27 (199 ページ) を参
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照)。このスクロール リストにパッケージ インスタンスが表示されます。このス
クロール リストにパッケージ インスタンスが表示されます。 

図 27      コンポーネント クラスのフィルタ 

 

FILE インスタンスをフィルタして、特定の PACKAGE インスタンスに接続され
ているものだけを選択するには 

• [所有するパッケージ] ボックスの一覧で、パッケージをダブルクリックします。 

または 

• [所有するパッケージ] ボックスの一覧で、パッケージをクリックし、[保存/
適用] をクリックします。 

たとえば、[所有するパッケージ] ボックスの一覧で [Amortize Windows NT 
Platforms] をクリックし、[保存 / 適用] をクリックします。[インスタンスをフィ
ルタ] ダイアログ ボックスが閉じ、選択したインスタンスが [CSDB Editor] ウィン
ドウのリスト ビューに表示されます。 

高速フィルタ 
[フィルタをダブルクリックするとただちに適用されます] というラベルの下にあ
るボックスでは、使用頻度が高いと思われるフィルタ仕様が表示されます。この
フィルタ仕様は、適切な権限を持つシステムの管理者によってカスタマイズ可
能です。 
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このボックス内にあるフィルタを高速フィルタ仕様といいます。ラベルが示すよ
うに、目的のフィルタ仕様をダブルクリックすると、そのフィルタ式がすぐに適
用されます。高速フィルタは、現在表示されている CSDB Editor ウインドウで
のみ有効なテンポラリ フィルタです。 

高速フィルタをカスタマイズする 

高速フィルタを CSDB に保存し、必要な接続を確立すると、[インスタンスをフィ
ルタ] ダイアログボックスに表示されて選択できる高速フィルタのリストが指定
できます。[インスタンスをフィルタ] ダイアログ ボックスを表示したときに、その
ダイアログ ボックス固有の高速フィルタのリストが CSDB から取得されます。 

CSDB Editor セッションを開始するときに入力したユーザー ID、およびフィル
タ対象のコンポーネント (ドメイン、クラス、インスタンス) に基づく解決プロ
セスで、CSDB 内の適切なリストが特定されます。詳細については、
『Essentials ガイド』の「Resolution Process」を参照してください。 

特定のドメインに対する高速フィルタのリストが、PRIMARY ファイル内の 
ADMIN ドメインにある ZLIST32 クラスのインスタンスから収集されます。ここ
で、その仕組みを説明します。 

RAD_MAST というユーザー ID でログオンしているとします。管理者のユーザ
ー ID に関連付けられている権限およびデフォルト値は、PRIMARY ファイルの 
ADMIN ドメインに格納されています。ADMINID クラスには、管理者のユー
ザー ID ごとのインスタンス (ここでは RAD_MAST というインスタンス) があ
ります。 

RAD_MAST インスタンスには、ZADMIN クラスのインスタンス (ここでは 
ZADMIN.MASTER_ADMIN) への接続が設定されています。 

図 28      RAD_MAST インスタンスの接続 
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ZADMIN.MASTER_ADMIN への接続属性は、システム メッセージ (&ZADMFUNC) 
でパラメータを渡します。このシステム メッセージは、ZADMIN.MASTER_ADMIN 
インスタンスで設定されている接続のうち、どれを実行するかを示します。特定

の解決の実行時に、システム メッセージの値と一致する名前を持つ (または 
_ALWAYS_ が指定されている) 接続だけが実際に確立されます。解決を開始す

る前に、CSDB Editor によってパラメータの値が設定されます。ここでは、[イン

スタンスをフィルタ] ダイアログ ボックスでインスタンス マスクのリストを取

得する必要があるので、ZADMFUNG 変数の値 (すなわち、シンボリック置換

後はシステム メッセージの値) が MASKINST に設定されます。 

図 29      Client Automation への ZADMFUNC 変数の設定 

 

これによって、フィルタされるドメイン (SYSTEM) を基に ZLIST32 クラスの

インスタンスである ZLIST32.MASTER_& ZADMDOMN_INSTANCES への

接続が実行されます。ドメインは ZADMDOMN 変数で示され、CSDB Editor に
よって動的に設定されます。この変数の値は、管理者がどのクラスを右クリック

して [インスタンスをフィルタ] ダイアログ ボックスにアクセスしたかによって

決まります。この例では、目的のデフォルト高速フィルタ仕様のリストを含む 
ZLIST32.MASTER_SYSTEM _INSTANCES (解決プロセスによってシンボリッ

ク置換が実行された後で) に接続されます。 
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図 30      LIST32.MASTER_SYSTEM_INSTANCES への接続 

ドメインに対する高速フィルタのリストを変更する場合は、ZLIST32 クラスに
対応するインスタンスを編集します。編集内容は、変更した ZLIST32 インスタン
スに接続するためのユーザー ID を持つすべての管理者に対して適用されます。 

特定の管理者を対象にしたカスタム高速フィルタを設定するには、上記の情報を参
考にして、ADMIN.ADMINID クラスにあるその管理者のユーザー ID インスタンス
を、目的の高速フィルタ リストを格納する ZLIST32 インスタンスに接続します。 

CSDB Editor を使用してこれらの変更を行う方法の詳細については、インスタ
ンスを追加する (156 ページ) およびインスタンスを編集する (157 ページ) を参
照してください。 

CSDB で接続規則を維持する 
CSDB Editor では、クラスのインスタンス同士がドラッグ アンド ドロップで接

続できます。CSDB では、クラスのインスタンス同士がドラッグ アンド ドロップ

で接続できます。 

接続規則の概要 

新しいクラスをドラッグ アンド ドロップで操作できるようにするには、新しい

クラスの規則を確率する必要があります。これらの接続規則は、PRIMARY ファイ
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ル、ADMIN ドメインの ZCONNECT クラスの MASTER_CONNECTION_RULES 
インスタンスに格納されます。 

図 31      MASTER_CONNECTION_RULES インスタンス 

 

ZCONNECT クラスには接続規則が含まれ、Name List (ZLIST) クラスにはすべて

のクラスのすべての規則が格納されます。接続規則を作成するには、まず ZLIST 
クラスに規則を作成する必要があります。次に、その規則を ZCONNECT クラ

スに追加します。 
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図 32      ADMIN ドメインの Name Lists (ZLIST) クラス 

CSDB Editor では、これらの規則に基づいて [接続を表示] ダイアログ ボックス

のクラス リストが設定され、ドラッグ アンド ドロップ接続が制御されます。 

ここでは、USER クラスに対して確立された接続規則を例に説明します。まず、

図 33 (205 ページ) にある ZLIST.CONNECT_USER_TO_RULES インスタン

スを確認してください。 
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図 33      ZLIST.CONNECT_USER_TO_RULES インスタンス 

この図に示した USER クラスのインスタンスには、以下のクラスへの接続が格

納できます。 

• WORKGRP 

• ZSERVICE 

• DEPT 

• COUNTRY 

• STAGER 

• HTTP 

• MULTCAST 

• MBLCONFG 

ZLIST インスタンスには、ZLIST インスタンスによって表されるクラス (この

場合は USER) から接続するクラスのリスト ( 大で 20 クラス) が格納できます。

このリストを編集して、他のクラスを追加したり、接続規則からクラスを削除し

たりすることができます。CSDB 内のクラスから接続できるようにするクラス

が 20 を超える場合は、ZLIST クラス テンプレートを編集して、ZNAMEnn 変
数を追加できます。 

接続の規則が Name List (ZLIST) クラスで確立されると、その接続タイプが作

成されます。ここではドラッグ アンド ドロップの接続規則を作成しているので、

Connection Rules (ZCONNECT) クラスにクラス変数を追加します。次に、規

則変数を編集して、USER クラスに対して確立できる接続のタイプを定義します。 
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これで、新しいクラスに対してドラッグ アンド ドロップで接続が確立できるよ

うになります。 下記の図 34 は、USER クラスが格納されている POLICY ドメ

インの接続可能クラスを示しています。 

図 34      POLICY ドメインの接続可能クラス 

 

新しいクラスで接続を有効にする 

他のクラスへの接続が格納できる新しいクラスを CSDB に追加した場合は、次

の手順を実行する必要があります。 

• 新しいクラスを表すインスタンスを ZLIST クラス内に作成します。 

• 新しい ZLIST クラス インスタンスを設定して、接続規則を使用することが

できるようにします。 

• ZCONNECT クラス テンプレートに新しいクラスを追加します。 

• MASTER_CONNECTION_RULES で、新しいクラスの変数を設定します。 

次の手順では、例として TEST という新しいクラスの接続を追加する方法を説

明します。 

1 CONNECT_newclass_TO_RULES という ZLIST クラスのインスタンス

を作成します。newclass には、たとえば TEST などの新たに追加するク

ラスの名前を指定します。 
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2 CSDB Editor を開き、PRIMARY.ADMIN.Name Lists (8) (ZLIST) クラス

に移動します。 

2 ZLIST を右クリックし、[インスタンスを新規作成] をクリックします。 

3 新しいインスタンスに上記で推奨している CONNECT_TEST_TO RULES とい

う名前を付けます。この図は、ZLIST クラスに 
CONNECT_TEST_TO_RULES を追加した状態を示します。 

 

4 CONNECT_TEST_TO_RULES インスタンスを編集して、新しいクラスの

接続先となるクラスの名前を、それぞれの ZNAMEnn 変数に設定します。 

ここでは、次の図に示すように、例として ZSERVICE クラスおよび WORKGRP 
クラスに接続できるように ZNAME01 および ZNAME02 に値を設定します。 
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次に、Connection Rules (ZCONNECT) クラスに接続規則変数を追加する必

要があります。 

5 PRIMARY.ADMIN.ZCONNECT クラスに移動します。 

6 ZCONNECT クラスを右クリックし、ショートカット メニューで [クラスを

編集] をクリックします。 

7 新しいクラス変数 (TEST) を、ZCONNECT クラスのクラス テンプレート

に追加します。属性の長さは 50 で、説明は「Test Connect List」です。 

ZCONNECT クラスに属性を追加する際は、属性タイプを必ず [ク
ラス接続] に変更してください。次の図を参照してください。 

クラスの編集については、クラスを編集する (145 ページ) を参照

してください。 
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クラス テンプレートに新しい属性を追加したら、

ZCONNECT.MASTER_CONNECTION_RULES インスタンスで新しい属

性の値を設定する必要があります。 

8 リスト ビュー (画面の右側) で、新しいインスタンスを見つけ、新しい変数の

値を ZLIST.CONNECT_TEST_TO_RULES に設定します。newclass は、新し

いクラスの名前です。 

たとえば、次の図で、TEST 属性に設定された値を確認してください。 
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次の図は、MASTER_CONNECTION_RULES に新しい接続規則が追加された

ことを示します。これで、新しいクラスの接続がドラッグ アンド ドロップで操

作できます。 
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WI が有効なアプリケーションの管理 

この節では、機能セット エディタについて説明します。 

機能セット エディタの概要 

CSDB Editor は、機能セット エディタを持ち、そのウィザード形式のインター

フェイスにより、Client Automation で管理する Windows インストーラ対応ソ

フトウェア  パッケージの機能が容易に選択および設定できます。Client 
Automation 機能セット エディタを使用することで、パッケージ化および配布

のテクノロジと Windows インストーラのさまざまな機能が同時に使用できます。 

Office 2000 のリリース以降の Microsoft 製品には、Windows プラットフォーム

上でソフトウェア製品のインストールおよび管理に使用する新しいテクノロジ 
(Microsoft Windows インストーラ) が導入されています。Client Automation 製
品では、Windows インストーラ対応のアプリケーションが以下の方法でインス

トールおよび管理できます。 

Publisher では、Windows インストーラ対応アプリケーションが、 基本メソッ

ド と詳細なメソッド でパブリッシュおよび設定できます。 

 
Windows Installer 有効アプリケーションに関する詳細については、

『Extensions for Windows Installer Getting Started ガイド』を参照し

てください。 

Windows Installer 有効アプリケーションに関する詳細については、

Windows インストーラ ファイルをパブリッシュする (88 ページ) を参

照してください。 

CSDB を使用すると、HP 製品に Windows インストーラの機能セットが格納で

きます。 

Client Automation を使用すると、ポリシーを管理したり状態データを収集した

りすることができます。 

Client Automation では、Windows インストーラ変換 (MST) ファイルを作成し

なくても、MSI パッケージのカスタマイズが制御できます。 

Client Automation では、以前にインストールされた Windows インストーラを

探索し、そのパッケージが管理できます。CM を使用して配布していない 
Windows インストーラにも対応しています。 
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機能セット エディタにアクセスする 

機能セット エディタにアクセスするには 

1 機能を編集したいソフトウェア パッケージを表す Application Packages イン

スタンスを探します。 

2 このインスタンスをダブルクリックして、その MSI と MSIFEATS の接続

を表示します。 

3 MSIFEATS 接続を右クリックすると、下の図のようなショートカット メニュ

ーが表示されます。 

 

4 ショートカット メニューで [機能セット エディタ] をクリックします。 

[機能セット エディタ] ダイアログ ボックスが表示されます。 

MSI 機能セット エディタについて 

図 35 (213 ページ) に示すように、機能セット エディタのインターフェイスは、

左側のツリー ビュー、右側のボタン リスト、 下部のパッケージ サイズ情報の 
3 つで構成されています。 
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図 35      [機能セット エディタ] ダイアログ ボックス 

 

凡例 

a ボタン 

b ツリー ビュー 

c パッケージ サイズ情報 

ツリー ビュー 

各機能は、ツリー コントロールを使用して移動できるよう階層構造にグループ

化されています。上位レベルの機能は、その下位レベルの 2 つ以上の機能 (子機

能) で構成されます。ツリー内の移動は、一般的な Windows エクスプローラ ツ
リーと同じです。 
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機能メニュー 

各機能の横にあるドロップダウン ボタンをクリックすると、機能メニューが表

示されます。 

図 36      機能メニュー 

 

各機能には、その機能のインストール方法やメンテナンス方法を判別するための

属性が割り当てられています。 

このツリー内で機能名が太字で表示されているのは、MSI 機能セット エディタ

の現在のセッションで属性が変更された機能です。 

通常、上位レベルの機能に属性を設定すると、その機能を構成するすべての子機

能にも自動的に適用されます。この規則の例外については、表 48 (215 ページ) 
の属性の説明を参照してください。 
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表 48      機能メニューのオプション 

機能のアイコンと名前 機能の説明 

 マイ コンピュー

タから実行 

この機能は、エージェント コンピュータのハード ドライブに物理的
にインストールされ、 適なパフォーマンスを得ることができます。 
この属性は、すべての子機能に適用されます。子機能の属性が既に 
[初めて実行するときにインストール] または [使用不可] に設定されて
いる場合には適用されません。 
子機能は、ツリー上で特定の機能の下に分岐接続された状態で表示さ
れます。 

 マイ コンピュ

ータからすべて実行 

この機能は、エージェント コンピュータのハード ドライブに物理的
にインストールされます。子機能のすべての属性は [マイ コンピュー
タから実行] になり、エージェント コンピュータのハード ドライブに
物理的にインストールされます。 
その機能がユーザーのマシンから実行されるため、 適なパフォーマン
スを得ることができます。モバイル コンピュータのユーザーは、モバイ
ル環境で使用する際に必要なすべての機能を [マイ コンピュータから実
行] または [マイ コンピュータからすべて実行] に設定しておく必要があ
ります。そうしないと、コンピュータのハード ドライブにインストール
されていない機能を外出先で使用する場合に、オリジナルのインストー
ル メディアを要求するプロンプトが表示されます。メディアを持ち歩い
ていない場合は、その機能を使用することができません。 

 送信元から

実行  

この機能は、エージェント コンピュータのハード ドライブに物理的
にインストールされず、管理インストール ポイント (AIP)から実行さ
れます。これは、通常はエージェント コンピュータにアクセス可能な
ネットワーク共有です。 
この属性を選択した場合、その機能のすべての子機能に属性が自動的
に適用されます。ただし、既に属性が [使用不可] に設定されている子
機能には適用されません。 
[送信先から実行] および [送信先からすべて実行] 属性は、パフォーマ
ンスを低下させて AIP へのアクティブ接続のニーズに対してローカル 
ハード ドライブの容量を節約します。 

 送信先からす

べて実行 

この機能は、エージェント コンピュータのハード ドライブに物理的
にインストールされず、AIP から実行されます。これは、通常はエー
ジェント コンピュータにアクセス可能なネットワーク共有です。 
この属性を選択すると、子機能に現在割り当てられている属性に関わりな
く、[送信先から実行] 属性がすべての子機能に自動的に適用されます。 
[送信先から実行] および [送信先からすべて実行] 属性は、パフォーマ
ンスを低下させて AIP へのアクティブ接続のニーズに対してローカル 
ハード ドライブの容量を節約します。 
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機能のアイコンと名前 機能の説明 

 初めて実行する

ときにインストール 

この機能は、エンド ユーザーがショートカットやメニューからその機能
を使用しようとするまでは、エージェント コンピュータにインストール
されません。ショートカットからアクセスできる機能のショートカット
は、そのパッケージが初めてインストールされたときに配布されます。エ
ンド ユーザーが初めてその機能を呼び出すと、機能をサポートするのに
必要なファイルがエンド ユーザーのハード ディスクにインストールさ
れ、その後もインストールされたままとなります。次回その機能を使用す
るときは、エージェント コンピュータから実行されます。 
このような機能をインストールするためには、エージェント コンピュ
ータで  リダイレクタが動作しており、そのコンピュータから 
Configuration Server に接続できる必要があります。 
これにより、実際に使用する機能のみがハード ディスクにインストー
ルされるため、エージェント コンピュータのディスクの使用容量を
小限に抑えることができます。一方、エンド ユーザーから見ると、そ
の機能を初めて呼び出したときにインストールが必要になります。 
この属性を選択した場合、その機能のすべての子機能に [初めて実行
するときにインストール] 属性が自動的に適用されます。ただし、既
に属性が [使用不可] に設定されている子機能には適用されません。 

 使用不可 
この機能はインストールされません。ユーザーからは使用できず、他
のサービスに影響を及ぼす可能性があります。すべての子機能の属性
も、[使用不可] に設定されます。 
たとえば、あるサービスを MS Word を配布するように定義し、Office の
その他の機能をすべて [使用不可] に設定します。そして、別のサービ
スを MS Excel を配布するように定義し、Office のその他の機能をす
べて [使用不可] に設定します。 
ここで、あるエンド ユーザーが MS Word サービスをインストールし
たとします。インストールは正常に完了し、Office の他の機能はイン
ストールされていません。その後しばらくして、同じエンド ユーザー
が Microsoft Excel サービスをインストールしたとします。この場
合、MS Excel サービスでは、Office の他の機能がすべて [使用不可] 
に設定されています。そのため、MS Excel はインストールされます
が、一方で MS Word はアンインストールされてしまいます。 
アンインストールされた機能を必要とするオプションをエンド ユーザ
ーが選択すると、もう一度セットアップを実行して機能のインストール
状態を変更するよう指示するメッセージが表示されますしかし、Client 
Automation 製品で管理されているソフトウェアのエンド ユーザーは、
通常はセットアップにアクセスできないようになっています。 
[使用不可] 属性は、エンド ユーザーに使用を許可しない機能にのみ割り当
てるようにしてください。また、エンド ユーザーがメッセージを受け取っ
た場合にどのように対処したらよいかを周知しておく必要があります。 
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機能のアイコンと名前 機能の説明 

 無視 
注意: この機能は下位互換用に用意されています。サービスによって
無視される必要がある機能を判別する必要はありません。 
[無視] 属性が設定された機能はインストールされません。エンド ユー
ザーはこの機能が使用できませんが、そのことが他のサービスに影響
を及ぼすこともありません。Client Automation の管理製品では、そ
の機能が管理対象ソフトウェアのコンポーネントではないかのように
扱われます。すべての子機能の属性も [無視] に設定されます。 
たとえば、あるサービスを MS Word を配布するように定義し、
Office のその他の機能をすべて [無視] に設定します。そして、別のサ
ービスを MS Excel および PowerPoint を配布するように定義し、
Office のその他の機能をすべて [無視] に設定します。ユーザーが両方
のサービスをインストールすると、2 番目にインストールしたサービ
スのインストールが、1 番目にインストールしたサービスによってイ
ンストールされた機能に影響を受けることはありません。 
これら 2 つのサービスを、1 つのパッケージから作成して CSDB にパ
ブリッシュすることも可能です。その場合は、パッケージをコピーし
て別の名前に変更します。次に、これらのパッケージを機能セット エ
ディタを使用して編集します。 

このツリー内で機能名が太字で表示されているのは、MSI 機能セット エディタ

の現在のセッションで属性が変更された機能です。 

Hide と Disable 機能 

機能名（下図では、Microsoft Word for Windows を例として）を右クリックす

ると、[表示しない] と [無効] のショートカット メニューが表示されます。 

図 37      [表示しない] と [無効] のショートカット メニュー 

 

[表示しない] をクリックすると、機能とそのすべての子機能が、ネイティブの 
Microsoft Windows インストーラの [機能の追加/削除] ダイアログ ボックスには 
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表示されなくなります。[機能の追加/削除] は、エンド ユーザーがコントロール 
パネルの "プログラムの追加と削除" アプレットを使用してアクセスするダイア

ログ ボックスです。 

非表示に設定したすべての機能は、MSI 機能セット エディタのツリーでは、機

能名の前にプレフィックス (H) が追加された状態で表示されます。 

[無効] をクリックすると、機能とそのすべての子機能が Client Automation エ
ージェントによって無視されます。無効にした機能の値は、Client Automation 
インスタンスの値ではなく、MSI ファイルと MST ファイルの組み合わせから 
Windows インストーラによって決定されます。 

非表示に設定したすべての機能は、MSI 機能セット エディタのツリーでは、機

能名の前にプレフィックス [D] が追加された状態で表示されます。 

機能セット エディタのボタン 

機能セット エディタのボタンは、[機能セット エディタ] ウィンドウの右側にあ

ります。 下記の表 49 で、これらのボタンを説明します。 

表 49      機能セット エディタのボタン 

ボタン 機能の説明 

 [保存して終了] をクリックすると、ファイルの属性に加え

た変更が保存され、機能セット エディタが終了します。機

能セット エディタは、右上隅の X をクリックして終了させ

ることもできます。 

 
[保存せずに終了] をクリックすると、属性に加えた変更が

破棄され、機能セット エディタが終了します。機能セット 
エディタは、右上隅の X をクリックして終了させることも

できます。 

 
[デフォルト] をクリックすると、すべての機能の属性が、

そのソフトウェアの出荷時の MSI ファイル内の設定にリセ

ットされます。このデフォルト設定は、[保存して終了] を
クリックして機能セットを保存しないと適用されません。 

 
[リセット] をクリックすると、MSI 機能セット エディタの

現在のセッションの開始以降に変更した機能設定が元の設

定に戻ります。すべての機能の設定が、CSDB から読み込

んだ設定にリセットされます。 

 [ヘルプ] をクリックすると、CSDB Editor のヘルプ トピッ

クが表示できます。 
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パッケージ情報 

パッケージ情報のセクションには、現在設定している Windows インストーラ対

応機能のサイズが表示されます。 

大サイズ  
機能ツリー内のすべての機能をインストールする場合に、エージェント コンピュ

ータで必要になる可能性のあるディスク容量をバイト単位で示します。ツリー内

の すべての機能 を[マイ コンピュータから実行] 属性または [マイ コンピュータ

からすべて実行] 属性に設定した場合は、このディスク容量が必要になります。 

合計サイズ   
機能ツリー内のすべての機能をインストールする場合に、エージェント コンピュ

ータで必要になる可能性のあるディスク容量をバイト単位で示します。ツリー内

のすべての機能を [マイ コンピュータから実行] 属性または [マイ コンピュータ

からすべて実行] 属性に設定した場合は、このディスク容量が必要になります。 

選択したサイズ  
選択されている機能およびその子機能をインストールする場合に、エージェント 
コンピュータで必要になるディスク容量をバイト単位で示します。このサイズの

計算には、[マイ コンピュータから実行] 属性または [マイ コンピュータからす

べて実行] 属性に設定されている機能のみが含まれます。 

Windows の [プログラムの追加と削除] 設定 

Windows インストーラ対応ソフトウェア パッケージ (MS Office など) をエージ

ェント コンピュータにインストールすると、通常であれば Windows コントロ

ール パネルの [プログラムの追加と削除] アプリケーション が使用して管理でき

るアプリケーションのリストに追加されます。 

Client Automation では、Windows コントロール パネルの [プログラムの追加

と削除] アプリケーションにアプリケーションをリストしないようにすることが

できます。これにより、エンド  ユーザーがアプリケーションの  Client 
Automation 製品の集中管理に干渉するのを防ぎます。または、Client 
Automation では、[プログラムの追加と削除] アプリケーションによるアクセス

に対して個別の機能を選択して非表示にすることができます。 

[プログラムの追加と削除] のアプリケーションのリストの排除 

アプリケーション全体が [プログラムの追加と削除] アプリケーションのリスト

に表示されないようにするには、CSDB Editor を使用して、その Application 
Packages クラス インスタンスに接続されている DATA1.MSI ファイルで、MSI 
クラス インスタンスの SHOWINCP 変数の設定を変更します。 
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図 38      DATA1.MSI インスタンス 

 

下の図のように、SHOWINCP 変数の値を N に変更します。 

図 39      Editing DATA1.MSI インスタンス 

 

Microsoft Windows インストーラ アップデート機能によって表示される機能の非表示 

エンド ユーザーが [プログラムの追加と削除] アプリケーションで Windows イ
ンストーラ対応ソフトウェア パッケージを選択して [変更] をクリックすると、
Microsoft Windows インストーラが呼び出されますが、エージェント コンピュ
ータへのインストールで機能を操作するためのネイティブなユーザー インター
フェイスは表示されません。エンド ユーザーが [機能の追加 / 削除] をクリック
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すると、Microsoft Windows インストーラによって [機能の追加/削除] ウィンド
ウが表示されます。 

MSI Feature Set Editor の [非表示] 機能を使用すると、Microsoft Windows イ
ンストーラの [機能の追加/削除] ダイアログ ボックスに個々の機能は表示されな
いようにすることができます。Client Automation 管理製品のこうした機能を使
用することで、アプリケーション ソフトウェアの各機能についてエンド ユーザ
ーによるインストールが制御でき、エンド ユーザーによって不正なインストー
ルが行われるのを防ぐことができます。 

Windows インストーラ対応パッケージのコピー 

Client Automation 管理製品を使用して Windows インストーラ対応アプリケー
ションを管理する重要な利点の 1 つは、種類が多岐にわたるソフトウェア パッ
ケージが特定でき、それらが対象のユーザーに確実に配布できる点です。 

Client Automation の詳細な機能を使用すると、包括的な AIP を 1 つだけ作成
し、これを CSDB に転送させるだけです。多岐にわたる機能セットはすべて、
個別のパッケージとして CSDB 内にカプセル化されます。 

新しい機能セットを作成するには 

既存のパッケージをコピーし、個別にニーズに合わせて編集します。 

1 [Application Packages] インスタンスを右クリックし、表示されたショート
カット メニューで [パッケージをコピー] をクリックします。 

 

パッケージ インスタンスをコピーすると、すべてのパッケージのコンポー

ネント インスタンスがコピーされ、それには時間がかかることを通知する

メッセージが表示されます。 

2 [パッケージのコピー] を継続するには [はい] をクリックします。 

[パッケージのコピー] をキャンセルするには [いいえ] をクリックします。 
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[パッケージをコピー]を実行すると、パッケージ インスタンスと、そのパッ
ケージ インスタンスに属すすべてのコンポーネント クラス インスタンスが
コピーされます。新規に作成されたパッケージは、元のパッケージの完全な
コピーになります。この操作では、各パッケージがそのコンポーネントに対
する制御を引き継ぐことで、CSDB 内の整合性が維持されます。 

3 [パッケージとコンポーネントのコピー] ダイアログ ボックスで、新しくコ
ピーされたパッケージの名前を入力します。 

4 [OK] をクリックして続行します。CSDB 内のパッケージのコピーにしばら
く時間がかかります。 

5 新たにコピーされたパッケージが CSDB Editor のツリー ビューに表示され
たら、パッケージの下に表示される MSIFEATS インスタンスを右クリック
し、ショートカット メニューで [機能セット エディタ] をクリックします。 

MSI 機能セット エディタを開きます。 

6 配布しないアプリケーションのプロパティは [無視] に設定します。 

7 [保存して終了] をクリックすると、パッケージの機能セットが更新されます。
このパッケージを適切なポリシー (USER、DEPT、WORKGRP) インスタ
ンスに接続すれば、シングル機能がスタンドアロン アプリケーションとし
て配布および管理できます。 

機能セットをネイティブ モードで管理する 

企業によっては、アプリケーションのパッケージ化と Client Automation の管
理を別々の人が担当する場合もあります。MSI 機能セット エディタで変換 
(MST) ファイルを編集しない場合もあるかもしれません。機能セットをネイティ
ブ MSI モードで管理するには、パッケージと MST ファイルを次の手順でパブ
リッシュします。 

1 Publisher を詳細モードで使用し、ACP を作成して Windows インストーラ 
パッケージをパブリッシュします。  

パッケージをパブリッシュしたら、CSDB Editor を使用して、Application Packages 
(PACKAGE) インスタンスから SOFTWARE.MSIFEATS.packageprefix_* への接続
を削除します。 

2 複数の MST ファイルがある場合は、Publisher をコンポーネントの選択モー
ドで使用し、各 MST ファイルを個別のパッケージとして転送させます。これ
により、各 MST ファイルの新しい PACKAGE インスタンスが作成されます。 

3 MSI PACKAGE インスタンスを、各変換ファイルの PACKAGE インスタ
ンスに接続します。 
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4 変換パッケージごとに 1 つずつ Application (ZSERVICE) インスタンスを作

成します。 

5 サブスクライバを、適切な変換パッケージのサービスに割り当てます。 

 
*.MST ファイルを変更したり置き換えたりすると、そのアプリケーショ

ンをアンインストールまたは再インストールするための MSIEXEC が
呼び出されます。 

サービスをインストールまたは修正すると、MSIFEATS オブジェクトが存在し
ないことが検知され、ネイティブ MSI モード (MSIEXEC) が使用されます。そ
の結果、データの送信元の適切なロケーションで MSIEXEC がネイティブに呼
び出されます。MSIEXEC が呼び出され MSIEXEC MST ファイルが 1 つしか
存在しないことが検知されると、MSIEXEC を呼び出すコマンド ラインに .MST 
ファイルが追加されます。MSIEXEC が呼び出され、MST ファイルが複数存在
することが検知されると、MSIEXEC は MSI ファイルに対してのみ実行されま
す。MSI のネイティブな動作は、更新および修復に使用します。 

 
Feature Set Editor (MSIFEATS) ではまだ使用できない機能を、MST 
ファイルを使用して新しい機能として含めた場合、その MST ファイ
ルからの新しい機能は MSI サービスにも含まれます。一方、MST ファ
イルに含まれている機能が既に MSIFEATS オブジェクト内に存在す
る場合は、MSIFEATS に指定されている機能状態が使用され、追加の 
MST ファイルに含まれている機能は無視されます。MST ファイルの
みを使用して MSI パッケージを管理する場合は、この節で説明した手
順を使用してください。 

レジストリ ファイル エディタ 

レジストリ ファイル エディタを使用すると、Client Automation パッケージに

関連付けられたレジストリ キーのプロパティや値が編集できます。 

Packager を使用してパッケージを作成する場合、そのパッケージのレジストリに

対するすべての変更は、LIB ディレクトリ内のファイル (拡張子 .EDR) に格納され

ます。このファイルを修正する場合は、レジストリ ファイル エディタを使用しま

す。修正したファイルは CSDB に再転送され、インスタンスが更新されます。 

レジストリ ファイル エディタにアクセスする 

レジストリ ファイル エディタにアクセスするには 

1 レジストリ設定を編集したいソフトウェア パッケージを表す Registry 
Resources インスタンスを探します。 
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2 ツリー ビューで、インスタンスを右クリックします。ショートカット メニュ
ーが表示されます。たとえば、Drag & View Windows NT プラットフォー
ム パッケージのレジストリ インスタンスを見つけて右クリックします。 

 

3 [レジストリ リソースを編集] をクリックします。[レジストリ ファイル エ
ディタ] ダイアログ ボックスが表示されます。 
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— ツリー ビュー (左側) には、レジストリ ファイル内のキーを表すノード
が表示されます。 

— リスト ビュー (中央の [名前] と [値]) には、選択したレジストリ キーの
コンテンツが表示されます。 

— 右側のボタンを使用すると、保存して (または保存せずに) 終了したり、
レジストリ ファイル エディタのヘルプ機能にアクセスしたりすること
ができます。 

プロパティ設定ショートカット メニュー 

レジストリ ファイル エディタのプロパティを設定するには、レジストリ ファイ
ル エディタ内のツリー ビューの任意のノードを右クリックします。ショートカッ
ト メニューが表示されます。 

この ショートカット メニューの各オプションは、以下の節で説明しています。 

アクティブ 

[アクティブ] を選択すると、レジストリ キーがパッケージに含まれます。 

非アクティブ 

[非アクティブ] を選択すると、レジストリ キーはパッケージには含まれません。
アクティブでないノードは、そのフォルダ上に  が表示されます。 

配布/検証 

[配布 / 検証] をクリックすると、次のサブメニューが表示されます。 

• 無条件 / 強制  
レジストリ キーは、既にデスクトップに存在する場合でも、サブスクライ
バが Configuration Server に接続するたびに配布されます。この設定では、
修正または削除されたレジストリ キーが修復されます。この設定は、アプ
リケーション ソフトウェアの動作を保証するために変更してはならないレ
ジストリ キーに使用します。 

• 無条件 / 存在  
レジストリ キーは、初回の配布の時点か、削除されたときに配布されます。
ただし、ユーザーが修正したレジストリ キーの値はリセットされません。
これはデフォルトの設定です。 

• 存在 / 存在  
レジストリ キーは、サブスクライバのデスクトップに存在しない場合にの
み配布されます。レジストリ キーが存在するかどうかは、初回の配布の時
点、および以降の接続時ごとにチェックされます。この設定では、ユーザー
がレジストリ キーの値が完全に制御でき、何らかの理由でレジストリ キー
が削除された場合でも再配布されます。 
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新しいキー 

[新しいキー] は、レジストリに新しい値を追加する場合に選択します。新しいキ

ーの名前を入力するためのダイアログ ボックスが表示されます。[OK] をクリッ

クすると新しいキーが作成され、[キャンセル] をクリックするとレジストリ ファ

イル エディタに戻ります。 

新しい値 

[新しい値] は、新たに作成したキーや既存のレジストリ キーに値を追加する場合に

選択します。以下の情報を入力するためのダイアログ ボックスが表示されます。 

値の名前  
レジストリ ファイルに追加する値の名前を入力します。この名前は、[レジスト

リ ファイル エディタ] ウィンドウの中央部分に値名として表示されます。 

データ タイプ  
このドロップダウン メニューを使用すると、使用可能なデータ タイプのリストか

らデータ タイプが選択できます。選択できるデータ タイプは以下のとおりです。 

• REG_SZ 
説明的な情報に も一般的に用いられるテキスト シーケンス。これはデフォ

ルトの設定です。 

• [REG_DWORD]  
4 バイト長の正数で表されるデータ。二進数、十六進数、または十進数で表

示されます。 

• REG_EXPAND_SZ 
拡張可能なデータ文字列このテキストには、アプリケーションからの呼び出

しによって置換される変数を含めることができます。 

• [REG_MULTI_SZ] 
ユーザーが判読可能な複数のテキスト エントリを含む文字列。 

常に削除 

[常に削除] は、レジストリ キーの下にあるすべての値を Radreg32 Delete 操作

中に削除する場合にクリックします。このオプションをオンにすると、キーの下

にあるすべての値が、バックアップ EDR ファイル内にある元のレジストリ値を

復元することなく削除されます。 

削除しない 

[削除しない] は、キーの下にあるすべての値を Radreg32 Delete 操作中に保持

する場合にクリックします。 
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削除 (デフォルト) 

[削除 (デフォルト)] は、値の削除または復元に関する Radreg32 Delete 操作で

通常の Delete 動作を実行するときにクリックします。 

レジストリ キーを編集する 

レジストリ キーの値を編集するには、レジストリ ファイル エディタを使用しま

す。レジストリ キーの情報を編集するには、この節の手順例に従ってください。 

 
レジストリ ファイル エディタを使用する際は、細心の注意を払って作

業を進める必要があります。各レジストリ キーの機能を十分理解せず

に編集すると、パッケージやサービスが使用できなくなるおそれがあ

ります。 

レジストリ キー内のデータを編集するには 

1 Windows タスクバーの [スタート] → [すべてのプログラム] → [HP Client 
Automation Administrator] → [Client Automation Administrator CSDB 
Editor] の順にクリックします。[CSDB Editor のセキュリティ情報] ダイア

ログ ボックスが表示されます。 

 
出荷時のユーザー ID は RAD_MAST です。パスワードは必要あり

ません。セキュリティ管理者がこの設定をインストールの過程で変

更している場合があります。必要に応じて、セキュリティ管理者に

確認して、ユーザー ID とパスワードを取得してください。 

2 必要に応じて、ユーザー ID とパスワードを入力し、[OK] をクリックします。

CSDB Editor の起動画面が表示されます。 

3 [PRIMARY] をダブルクリックします。 

4 [SOFTWARE] ドメインを展開し、[Application Packages (PACKAGE)] ク
ラスを展開します。 

5 [Drag & View Windows NT Platforms] パッケージを展開します。 

6 レジストリ インスタンスを展開します。 
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7 レジストリ ファイルを右クリックして、ショートカット メニューから [レジ

ストリ リソースを編集] をクリックします。[レジストリ ファイル エディ
タ] が表示されます。 

8 リスト ビューでノードをクリックして展開し、レジストリ キーのコンテンツ
を表示します。 

9 リスト ビューでレジストリ キーの名前をダブルクリックします。 
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[値を上書き] ダイアログ ボックスが表示されます。 

10 [新しい値] ボックスでデータを編集します。 

11 [OK] をクリックして変更を保存し、ダイアログ ボックスを閉じます。 

または 

[キャンセル] をクリックして、変更内容を保存せずにダイアログ ボックス

を閉じます。 

レジストリ キーのデータを編集するには 

1 リスト ビューでレジストリ キーの名前をダブルクリックします。 

2 [リセット] をクリックします。 

3 [OK] をクリックして変更を保存し、ダイアログ ボックスを閉じます。 

または 

[キャンセル] をクリックして、変更内容を保存せずにダイアログ ボックス

を閉じます。 

レジストリ ファイル エディタを閉じる 

レジストリ ファイルのインスタンスへの変更が完了したら、レジストリ ファイ

ル エディタを閉じます。 

レジストリ ファイル エディタを閉じるには 

1 [保存して終了] をクリックして変更を保存し、ダイアログ ボックスを閉じ

ます。 

または 

[保存せずに終了] をクリックして、変更を保存せずにダイアログ ボックス

を閉じます。 

2 変更を保存して閉じる場合は [はい] をクリックします。 

または 

レジストリ ファイル エディタに戻る場合は [いいえ] をクリックします。 
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AMP Editor 

AMP Editor は、アプリケーション プロファイルを作成および修正するためのツー

ルです。Application Management Profiles およびその編集方法については『HP 
Client Automation Application Management Profiles ユーザー ガイド(AMPs ガイ

ド)』を参照してください。 



 

Windows 用 Administrator  231 

4 Linux および Macintosh 用 
Administrator  

この章は以下を目的としています。 

• Administrator をインストールするためのシステム要件について理解する。 

• グラフィカルまたは非グラフィカル モードを使用して Administrator をイ

ンストールできるようになる。 

• Linux 用の Agent Explorer を使用する方法を習得する。 

• Publisher を使用する方法を習得する。 
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はじめに 

LINUX 用 Administrator には次の 2 つのコンポーネントがあります。Publisher お
よび Agent Explorer. 

Macintosh 用 Administrator には次の 1 つのコンポーネントがあります。Publisher 

インストール 

LINUX 用および Macintosh 用 Administrator をインストールする方法につい

て説明します。 

システム要件 

• Configuration Server が動作しているコンピュータへの TCP/IP 接続。 

プラットフォーム サポート 

サポートされているプラットフォームの詳細については、本リリースに付属のリ

リース ノートを参照してください。 

前提条件 

• エージェントをルート (または sudo コマンドを発行可能な Mac OS X 管理

者ユーザー ID として) インストールすることを強くお勧めします。 

• Client Automation エージェントをローカル ファイル システムにインスト

ールします。 

• Administrator ソフトウェアのグラフィカル コンポーネントを実行する予定

の場合は、LINUX 環境変数 DISPLAY が環境内に設定されていることを確

認してください。設定されていない場合は、インストールはデフォルトで非

グラフィカル インストールになります。ただし、グラフィカル表示をリダ

イレクトしたいホスト名または IP アドレスを指定するためにこの変数を設

定することができます。 
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表 50      DISPLAY 変数の設定 

対象 タイプ 

C シェル setenv DISPLAY IP address または hostname:0.0 

Bourne、Bash、または 
Korn シェル 

DISPLAY=IP address または hostname:0.0 

export DISPLAY 

 

 
DISPLAY 環境変数が環境内に設定されていない場合は、インストー

ルはデフォルトで非グラフィカル インストールになります。 

トラブルシューティング 

Client Automation エージェントのインストール中に問題が発生した場合は、テ

クニカル サポートに問い合わせる前に次の手順を実行してください。 

• インストール コマンド ラインにテキスト -loglevel 9 を追加して診断追

跡を有効にします。 

 
インストール オプション – loglevel 9 は、インストールの問題を

診断するためにのみ使用してください。 

• インストールを実行した ユーザー ID のホーム ディレクトリ内にある 
tmp/setup/setup.log にアクセスします。 

推奨事項 

• Administrator をルートとしてインストールして実行することを強く推奨し

ます。 

 
管理対象リソースに所有者およびグループ指定を適用するにはル

ート権限が必要です。 

インストール メソッド 

Administrator をインストールするには、次のいずれかを実行してください。 

• インストール手順をインストール メディアから直接実行します。 
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• インストール メディアからファイルを一時ディレクトリにコピーしてイン
ストール手順を実行します。 

コマンドライン上の複数のパラメータを利用して Administrator をインストー
ルすることもできます。 

-mode plain 

例：./install –mode plain 

Administrator を プレーン モードでインストールします。インストール グラフィッ
クは、プレーン モードで表示されます (動画はなし)。これは、ネットワーク大
域幅が問題になる可能性があるリモート インストールに役立ちます。 

-mode text 

例：./install –mode text 

Administrator を非グラフィック インストールを使用してテキスト モードでイ
ンストールします。インストールは、完全にコマンド ライン上で行われます。
インストールは DISPLAY 環境変数が設定されていない場合には、デフォルト
でテキスト モードになります。 

Administrator LINUX 用 または Macintosh 用 インストール 

LINUX 用および Macintosh 用 Administrator をインストールする方法につい

て説明します。 

グラフィカル インストール 

ここでは、グラフィカル ユーザー インターフェイス (GUI) を使用して LINUX 用ま
たは Macintosh 用 Administrator をインストールする方法について説明します。 

GUI を使用して LINUX 用または Macintosh 用 Administrator をインストールするには 

 
Administrator インストールを実行しているユーザーの ユーザー ID 
が以前に Client Automation エージェントをインストールしている場
合は、Administrator の場所はデフォルトで Client Automation エー
ジェント実行可能ファイルの場所になります。 

1 ご使用のオペレーティング システムによって、 現在の作業ディレクトリをイ
ンストール メディア上の正しい UNIX サブディレクトリに変更してください。 

例：RedHat 用： 

/Configuration Server/management_infrastructure/ 
administrator_workstation/linux/ 
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2 ./install (Mac OS X の場合は、sudo ./install) と入力して、Enter キ
ーを押します。[ようこそ] ウィンドウが表示されます。 

3 [次へ] をクリックします。HP Software ライセンス契約ウィンドウが表示さ
れます。 

4 ソフトウェア ライセンス条件を読み、[同意する] をクリックします。 

 
以前に Client Automation エージェントをインストールしたユー
ザー ID で Administrator をコンピュータにインストールしてい
る場合は、インストール プログラムは、Configuration Server の IP 
アドレスを次に表示します。次の 3 つのウィンドウ、[Administrator 
ロケーション]、[Lib ディレクトリ]、および [Log ディレクトリ] 
は、Client Automation エージェントがインストールされていな
いコンピュータに Administrator をインストールするときにのみ
必要です。 

[Administrator ロケーション] ウインドウが表示されます。 

5 Administrator をインストールしているディレクトリの名前を入力するか、
[ブラウズ] をクリックしてそこに移動します。 

6 [次へ] をクリックします。指定したディレクトリが既に存在する場合は、場
所を確認するプロンプトが表示されます。 

— 既存のディレクトリを更新する場合は、[OK] をクリックします。 

— ディレクトリの場所を変更する場合は、[キャンセル] をクリックします。 

[Lib ディレクトリ] ウィンドウが表示されます。 

7 Client Automation で作成された固有情報を格納するディレクトリの名前を

入力するか (lib ディレクトリ)、[ブラウズ] をクリックしてそこに移動します。 

8 [次へ] をクリックします。[Log ディレクトリ] ウィンドウが表示されます。 

9 Client Automation で作成されたログ ファイルを格納するディレクトリの名

前を入力するか、[ブラウズ] をクリックしてそこに移動します。 

10 [次へ] をクリックします。[Configuration Server の IP アドレス] ウィンド

ウが表示されます。 

11 パブリッシュ先の Configuration Server の IP アドレス (形式:xxx.xxx.xxx.xxx) 
またはホスト名を入力します。 

12 [次へ] をクリックします。Configuration Server ポート番号ウィンドウが表

示されます。 

13 Configuration Server のポート番号を入力します (デフォルトは 3464 です)。 

14 [次へ] をクリックします。パッケージの設定ウィンドウが表示されます。 
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15 パッケージの設定ウィンドウに表示される設定を確認します。設定を変更し
たい場合は、該当するウィンドウに到達するまで [戻る] をクリックします。 

16 パッケージの設定が完了したら、[インストール ] をクリックします。
Administrator がインストールされます。 

コマンド ラインによるインストール 

ここでは、Linux 用または Macintosh 用 Administrator の非グラフィカル イン

ストール (コマンド ラインを使用) について説明します。 

コマンドラインを使用して Linux 用または Macintosh 用 Administrator をインス

トールするには 

1 コマンド プロンプトで、現在の作業ディレクトリをインストール メディア上

の正しいオペレーティング システム サブディレクトリに変更してください。 

例：HP-UX の場合： 

/Configuration Server/management_infrastructure 
/administrator_workstation/hpux/ 

2 ./install –mode text (Mac OS X の場合は、sudo ./install –mode 
text) と入力して、Enter キーを押します。 

Administrator のインストールが開始されます。 

3 C と入力し、Enter キーを押します。 

 
以前に Client Automation エージェントをインストールしたユー
ザー ID で Administrator をコンピュータにインストールしてい
る場合は、インストール プログラムは、Configuration Server の 
IP アドレスを次に表示します。次の  3 つのセクション、
[Administrator ロケーション]、 [Lib ディレクトリ]、および 
[Log ディレクトリ] は、Client Automation エージェントがイン
ストールされていないコンピュータに Administrator をインスト
ールするときにのみ必要です。 

4 Administrator のインストールの場所を指定して、Enter キーを押します。 

5 Client Automation 固有オブジェクトの場所を指定して (IDMLIB)、 Enter キ
ーを押します。 

6 Client Automation によって作成されたログ ファイルの場所を指定して 
(IDMLOG)、Enter キーを押します。 

7 Configuration Server の IP アドレスを指定して、Enter キーを押します。 
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8 Configuration Server のポート番号を指定して、Enter キーを押します。 

9 選択したインストール設定事項を確認します。Administrator をその設定で

インストールする場合は、Enter キーを押して デフォルトを受け入れ (Y) イ
ンストールを開始するか、または N と入力してインストール情報を再入力し

ます。 

10 設定したインストール プロセスを完了するには、Enter キーを押します。

Administrator がインストールされます。 

Agent Explorer 

Agent Explorer は Linux に使用することができますが、 Macintosh には使用

できません。 

Agent Explorer の起動 

次の手順は、Agent Explorer を開く、および閉じる方法を説明しています。 

Agent Explorer を開くには、 

• [HP Client Automation Administrator] フォルダの [Client Automation 
Administrator Agent Explorer] をクリックするか、 

または 

コマンド ラインで ./radobjed と入力します。 

Agent Explorer が開き、右側にオブジェクト リストが表示されます。図 40 
(238 ページ) を参照してください。オブジェクト リストには、表示および編集

可能な Client Automation オブジェクトの名前が含まれます。 

 
「Z」で始まるオブジェクトは、Client Automation で使用されます。作成

するオブジェクトに名前を付けるときには、「Z」から始まる名前をクリッ

クしないよう推奨します。 
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図 40      Agent Explorer ウィンドウ 

 

オブジェクト リスト ウィンドウのメニュー 

[Agent Explorer] ウィンドウのメニューを使用して、新しいオブジェクトを開

く、コピー、削除、名前変更、および作成し、Agent Explorer を移動します。 

オブジェクト メニュー 

オブジェクト メニューを使用して、新しいオブジェクトを開く、コピー、削除、

名前変更、および作成します。 
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図 41      オブジェクト リスト ウィンドウのオブジェクト メニュー 

 

表 51      [オブジェクト] メニューのオプション 

メニュー オプション 機能 

新規作成 [新規作成] をクリックして、[新しいオブジェクト
が作成] ダイアログ ボックスに新しいオブジェクト
の名前を入力します。  

開く オブジェクト リストのオブジェクトを選択して [開
く] をクリックします。オブジェクト ビュー ウィン
ドウが開き、変数およびオブジェクトのヒープを編
集および管理できます。 

コピー オブジェクト  リストのオブジェクトを選択しま
す。[コピー] をクリックして、新しいオブジェクト
の名前を入力します。同じ変数と値を持った新しい
オブジェクトが作成されます。 

名前の変更 オブジェクト  リストのオブジェクトを選択しま
す。[名前の変更] をクリックします。オブジェクト
の新しい名前を入力します。 

削除 オブジェクト リストからオブジェクトを選択しま
す。[削除] をクリックすると、オブジェクト リスト
から削除されます。削除された後は、オブジェク
ト、そのヒープ、および変数は復元できません。 

ユーザー ディレクトリ
を変更 

 

終了 [終了] をクリックして Agent Explorer を終了します。 
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[編集] メニュー 

[すべて選択]  
[すべて選択] をクリックして、オブジェクト リスト内のすべてのオブジェクト

を選択します。すべてのオブジェクトに対して同時に [オブジェクト] メニュー

のアクションを実行することができます。 

表示メニュー 

[リフレッシュ]  
画面をリフレッシュします。 

テーブル ウィンドウ メニュー 

[すべて閉じる]  
[すべて閉じる] をクリックして、開いているオブジェクトをすべて閉じます。 

オブジェクト ビュー ウィンドウのメニュー 

オブジェクト表示ウィンドウには、表示または編集できる Client Automation 
オブジェクトの内容が表示され、次の 4 つのドロップダウン メニューがありま

す。[オブジェクト]、[編集]、[ビュー]、[ウィンドウ] 。 

オブジェクト メニュー 

オブジェクト メニューを使用して、オブジェクトの情報を参照し、行った変更

を保存し、オブジェクトを閉じます。 
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図 42      [オブジェクト] メニュー 

 

表 52      [オブジェクト] メニューのオプション 

メニュー オプション 機能 

情報 [オブジェクトの情報] 画面を表示します。 

保存 行った変更を保存します。 

閉じる オブジェクト ビュー ウィンドウを閉じます。 

変数メニュー 

変数メニューを使用して、変数を追加、削除、および名前変更し、変数の値に基

づいてオブジェクト内のヒープ間を管理および移動します。 
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図 43      [変数] メニュー 

 

表 53      [変数] メニューのオプション 

メニュー オプション 機能 

追加 ユーザー指定名を持つ変数をオブジェクトに追加し

ます。 

削除 オブジェクトから変数を削除します。 

編集 変数の値を変更します。 

すべてを修正 オブジェクト内のすべてのヒープのこの変数の値を

変更します。 

フィルタ ユーザー指定文字列を含むすべての変数を表示します。 

名前の変更 オブジェクト内の変数の名前を変更します。 

行の値を計算 選択した変数に対して、オブジェクト内のすべての

ヒープに対するすべての十進数エントリのみを合計

します。 

検索 ユーザー選択変数に対して、値にユーザー指定文字

列を含むヒープを検索します。マルチヒープ オブジェ

クトでのみ利用可能です。 
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メニュー オプション 機能 

次へ検索 検索する文字列を入力するために [検索] コマンドを
使用した後に、このコマンドはその文字列の次のオ
カレンスを検索します。 

前へ検索 検索する文字列を入力するために [検索] コマンドを
使用した後に、このコマンドはその文字列の前のオ
カレンスを検索します。 

ヒープ メニュー 

[ヒープ] メニューを使用して、オブジェクト内のインスタンスを追加、削除、お
よびコピーし、オブジェクト内のインスタンス間を移動します。 

インスタンスはヒープとも呼ばれます。オブジェクト内の各インスタンスを表示
するには、オブジェクト ビュー ウィンドウの一番下にある [>>] または [<<] を
クリックします。 

図 44      ヒープ メニュー 

 

表 54      [ヒープ] メニューのオプション 

メニュー オプション 機能 

追加 空白の値を持つインスタンスを追加します。[変数] → 
[編集] と選択して値を入力します。 
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メニュー オプション 機能 

削除 選択したインスタンスを削除します。[>>] または [<<] 
をクリックして、削除するインスタンスに移動します。 

ヒープを複製 選択したインスタンスのコピーを、値を含めて作成し
ます。[>>] または [<<] をクリックして、複製するイン
スタンスに移動します。 

ヒープのコピー先 選択したインスタンスを [インスタンスのコピー先] ダ
イアログ ボックスに入力したオブジェクトにコピーし
ます。 

移動先 [新しいインスタンスの数] ダイアログ ボックスに入力
した番号のインスタンスに移動します。 

ホーム オブジェクトの 初のインスタンスに移動します。 

末尾 オブジェクトの 後のインスタンスに移動します。 

Packager 

Packager は、 Linux または Macintosh では使用できません。これらオペレー

ティング システムの両方に対して、パッケージ機能は Publisher の一部です。 

Publisher 

Publisher は、Linux および Macintosh オペレーティング システムで利用可能
です。この節では、両方の使用方法について説明します。 

Linux 用 および Macintosh 用  Publisher は、コンポーネントの選択という 1 
つのパブリッシュ モードのみを備えています。 

コンポーネントの選択モードでは、パッケージを作成するためのファイル、ディ
クショナリ、およびリンクなど、アプリケーションを構成する個別のコンポーネ
ントを選択します。 

コンポーネントの選択モードでは、以下の 4 つの段階でパブリッシュを行います。 

1 パブリッシュするファイルを個別に選択 します。 

2 ファイルのプロパティおよびメソッドを編集します。 

3 パッケージおよびサービスのオプションを設定します。 
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4 ファイルを CSDB にパブリッシュ します。 

前提条件 

コンポーネントの選択モードでアプリケーションをパブリッシュする前に、パッ
ケージ化マシンにターゲット アプリケーションをインストールします。これに
より、選択時に必要なファイルがコンピュータに保存されます。 

パブリッシュ 

この節では、コンポーネントの選択モードの一般的なパブリッシュ手順を説明し、
Windows 用 Publisher を参照することによって、表示されるそれぞれの画面に
ついての詳細を示します。Linux および Macintosh 用 Publisher でのパブリッ
シュは、配布オプション以外は、Windows 用のパブリッシュと同一です。
Linux および Macintosh では、[ユーザー コンポーネント] および [マシン コン
ポーネント] オプションは利用できません。次のタスク 2 を参照してください。 

コンポーネントの選択モードでパブリッシュするには 

1 ルートとしてログ オンします。 

2 Administrator をインストールした場所からPublisher を起動して./publishr を
実行させるには 

3 ユーザー ID とパスワードを該当するフィールドに入力します。 

 
出荷時のユーザー ID は RAD_MAST です。パスワードは必要あ
りません。この設定は、インストールの過程で変更している場合
があります。必要に応じて、Client Automation セキュリティ管
理者に確認し、ユーザー ID とパスワードを取得してください。
ユーザー ID とパスワードは大文字と小文字が区別されます。 

4 パブリッシュするデータのタイプ ボックスで、[コンポーネントの選択] の
デフォルト選択をそのままにします。 (これは、現在  UNIX および 
Macintosh で使用できる唯一のパブリッシュ モードです。) 

5 [OK] をクリックします。[選択] ウィンドウが開きます。 

Task 1 パブリッシュするファイルを選択する 

[パブリッシュするファイルを選択] ウィンドウを使用して、パッケージに含める

すべてのファイルを選択します。ここのプロセスは、Windows 用 Publisher の
ものと同じです。パブリッシュするファイルを選択する (74 ページ) を参照して

ください。 
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Task 2 ファイルのプロパティおよびメソッドを編集する 

[編集] ウィンドウを使用して、ファイルおよびフォルダのプロパティおよびメソッ
ドを編集します。ここのプロセスは、配信オプションを除いて、Windows 用 
Publisher のものと同じです。Linux および Macintosh バージョンの Publisher 
では、[ユーザー コンポーネント] および [マシン コンポーネント] オプションは
利用できません。 

 

類似性については、プロパティおよびメソッドを編集する (76 ページ) を参照し
てください。 

Task 3 パッケージおよびサービス情報を入力する 

[コンフィギュレーション] ウィンドウを使用して、パッケージに名前を付け、追
加の説明情報を含め、ハードウェアおよびオペレーティング システムの設定に
基づいてパッケージ配布制限を設定します。[サービス情報] ウィンドウを使用し
て、サービスに関する説明情報、および配布後の管理方法についての情報を入力
します。これらのプロセスは、[クラス] ドロップダウン リストのオプション以
外は、Windows 用 Publisher のものと同じです。Linux の場合は、利用可能な
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唯一のクラスは UNIXFILE であり、Macintosh の場合は、利用可能な唯一のク
ラスは MACFILE です。 

類似性については、パッケージおよびサービス情報を入力する (85 ページ) を参

照してください。 

Task 4 パッケージのパブリッシュ 

[パブリッシュ] ウィンドウでは、パッケージおよびサービス情報を表示して、そ
れをパブリッシュします。ここのプロセスは、Windows 用 Publisher のものと
同じです。パッケージのパブリッシュ (87 ページ) を参照してください。 

UNIX File Resources (UNIXFILE) 

パブリッシュ プロセス中に、UNIXFILE 属性 が定義されます。これらの属性
は、所有者およびグループ関連付けとそれぞれのパブリッシュされたリソースの
パーミッションを定義します。パブリッシュされた各パッケージは、対応する 
UNIXFILE インスタンス が PRIMARY ファイル内にあります。CSDB Editor 
を使用して、これらの属性を表示および変更します。 

 
次の手順では、CSDB Editor を使用します。CSDB Editor は、現在 
32 ビット Windows プラットフォームで利用可能です。詳細 ついては、
CSDB Editor (125 ページ).を参照してください。 

CSDB Editor を使用して UNIXFILE クラス インスタンスを表示するには 

1 [Start] → [Programs] → [HP Client Automation Administrator] → [Client 
Automation Administrator CSDB Editor]。 

[CSDB Editor のセキュリティ情報] ダイアログ ボックスが表示されます。 

2 必要に応じて、ユーザー ID とパスワードを入力し、[OK] をクリックします。 

 
出荷時のユーザー ID は RAD_MAST です。パスワードは必要あ
りません。この設定は、インストールの過程で変更している場合
があります。この設定は、[パスワードの変更] チェック ボックス
をオンにして、[新しいパスワード] と [新しいパスワードの確認] 
の両テキスト ボックスに新しいパスワードを入力して変更するこ
ともできます。 

3 [PRIMARY] をダブルクリックします。 

4 [SOFTWARE] をダブルクリックします。 

5 Unix File Resources (UNIXFILE) をダブルクリックします。 
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6 適切なアプリケーションをダブルクリックします。リスト ビューにそのア
プリケーションの UNIXFILE インスタンスの属性が表示されます。 

インスタンス属性を変更するには、リスト ビューで属性の名前をダブルクリッ
クします。開いているボックスで変更を加えて、[OK] をクリックします。 

パブリッシュされた所有者、グループ、およびパーミッション

の考慮事項 

UNIXFILE クラス は属性 ZPERUID および ZPERGID を含んでいます。これらの
属性は、転送されたリソースのユーザー ID およびグループ パーミッションを定義
します。これらの属性は、パブリッシュ セッション中に入力され、転送されてい
るリソースのユーザー ID およびグループ関連付けを反映しています。また、パー
ミッション文字は、パブリッシュ中に取得されて UNIXFILE.ZRSCRASH 属性
に格納されます。これらの属性は、CSDB Editor を使用して変更できます。 

表 55      UNIXFILE クラス固有の属性 

属性 説明 

ZPERUID 転送されているリソースに関連付けられているユーザー ID。
リソースは配布されると、HPCA Application Manager がルー
トで実行されていて、エージェント ワークステーションにユ
ーザー ID が存在している場合、このユーザー ID によって所
有されます。 

ZPERGID 転送されているリソースに関連付けられているグループ ID。リ
ソースは配布されると、HPCA Application Manager がルートで
実行されていて、エージェント ワークステーションにグループ
が存在している場合、このグループに関連付けられます。 

ZRSCRASH これは管理対象リソース パーミッションの 4 桁の八進法でなけ
ればなりません (例:7555). これはパブリッシュされたリソース
の特性に基づいてパブリッシュ セッション中に入力されます。 

DIRPERMS ディレクトリ構造が存在しないときに、管理対象外フォルダに
割り当てられたパーミッション。Client Automation は、この
属性が定義されていない場合は、umask 設定に基づいてパー
ミッションを割り当てます。 
たとえば、管理対象ファイル file.txt が /opt/newlocation 
に配置された場合に、ディレクトリ /newlocation が存在しな
いと、作成されます。これは、管理対象外ディレクトリです。 
1 つ以上のファイルが新しい場所にインストールされると、
初にインストールされたファイルが割り当てられるパーミッショ
ンを決定します。 
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Client Automation Agent がルート以外のユーザー ID で実行されている場合: 

• 配布されたすべてのリソースは、ユーザー ID と HPCA Application Manager 
を実行しているユーザー ID のグループと関連付けられます。 

• パブリッシュ中に、リソースの所有者およびグループは UNIXFILE インス

タンス データ内に格納されます。インスタンス内の所有者およびグループ

属性は、 唯一のルートが所有者およびグループ特性に変更を実行できる能

力を持場合に、Client Automation エージェントがルートとして実行されて

いる場合にのみ適用されます。 

• Client Automation エージェントの機能は、接続を実行しているユーザー 
ID に対する現在のユーザー ID およびグループ メンバーシップのパーミッ

ション制約に制限されています。 

• Client Automation は ディレクトリ パーミッションがルート以外のユーザ

ーまたはグループ メンバーシップが書き込みするのを禁止しているディレ

クトリには展開できません。 

• Client Automation は、異なる UID および/または GID で所有されている

場合でも、既にエージェント  ワークステーション上にある  Client 
Automation Management の下に配置されたリソースにパーミッションを設

定できない場合があります。 

• Client Automation は、ルート権限を必要とするエージェント メソッドを起

動できなくなります。 

HPCA Application Manager がルートとして実行されていて、 

• リソースの所有者名が ZPERUID に定義されていて、ユーザー ID がエージェ

ント ワークステーション上にある場合は、リソースは指定されたユーザー 
ID によって所有されます。 

• リソースのグループ名が ZPERGID に定義されていて、グループがエージェン

ト ワークステーション上に存在する場合は、リソースは指定されたグルー

プに関連付けられます。 

 
セキュリティ違反を防ぐには、次の点に注意してください。 

リソースの所有者が ZPERUID に定義されていて、エージェント ワー

クステーション上に存在しない場合は、管理対象リソースの所有者指

定は "nobody" (uid 60001) に設定されます。 

リソースのグループが ZPERGID に定義されていて、エージェント ワ
ークステーション上に存在しない場合は、管理対象リソースのグルー

プ指定は "nobody" (gid 60001) に設定されます。 
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A コンポーネント インスタンスを修正

する 
(非プロダクション環境限定) 

この付録は以下を目的としています。 

• ファイル タイプ コンポーネントを追加、編集、置換する際に詳細なオプショ

ンを使用する場合の制約について理解する。 

• ファイルの配布済みコンテンツは、CSDB Editor 内からダイナミックに編

集できるようになる。 

• パブリッシュしたパッケージ内のファイルに配信されたデータのコンテンツ

全体は、CSDB Editor を使用して置換することができるようになる。 

• ソフトウェア パッケージを再パブリッシュすることなく、パッケージのファ

イルや動作のコンポーネント インスタンスが追加できるようになる。 

 
この機能は、プロダクション環境ではサポートされません。ユーザー

が、プロダクション環境のエージェントにアクティブに配布されてい

るパッケージでこの機能を使用した場合、当社はその結果に対してい

かなる責任も負うことはできません。上記のような環境でこの機能を

使用すると、不必要なパッケージ更新が大量に配信されるおそれがあ

ります。これは、パッケージの変更が検知されて、認可されているす

べてのエージェントにその変更が配信されるためです。 
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この付録では、ファイルの配布済みコンテンツを CSDB Editor 内からダイナミッ

クに編集する方法について説明しています。 

下記の図 45 は、コンポーネント変更用のショートカット メニュー コマンドを

示しています。 

図 45      インスタンスのショートカット メニュー 

 

コマンドの使用例 

次の表に、どのような場面でこれらのオプションを使用してコンポーネント イ
ンスタンスを修正するかの例を示します。 
 

表 56      詳細なコンポーネント編集コマンドの使用例 

コマンド 一般的な使用例 

このコンポ

ーネントを

編集 

ファイルに配布されたシリアル番号を変更する。 

readme ファイル、ドキュメント、スプレッド シート、ロゴ画

像、PDF のコンテンツを編集する。 

コンポーネン

ト データを

置換 

パッケージ内の既存ファイルのコンテンツ全体を、CSDB 外
部の別ファイルのコンテンツで置換する。 

コンポーネ

ントを追加 
別のパッケージ ファイルをテンプレートとして使用して、新

しいファイル インスタンスをパッケージに追加する。 
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コンポーネントの追加、編集、置換コマンドにアクセスする 

次の設定は、[オプション] ダイアログ ボックスの [詳細] タブで利用可能です。

[ファイル タイプコンポーネントの追加、編集、および置換オプションを表示] 

図 46      [オプション] ウィンドウの [詳細] タブ 

 

適用可能なインスタンスのショートカット メニューでこれらのコマンドを有効
にするには、[ファイル タイプ コンポーネントの追加、編集、および置換オプ
ションを表示] チェック ボックスをオンにします (この設定は、必ず非プロダク
ション環境で実施してください)。 

 
この機能は、プロダクション環境ではサポートされません。ユーザー
が、プロダクション環境のエージェントにアクティブに配布されてい
るパッケージでこの機能を使用した場合、当社はその結果に対してい
かなる責任も負うことはできません。上記のような環境でこの機能を
使用すると、不必要なパッケージ更新が大量に配信されるおそれがあ
ります。これは、パッケージの変更が検知されて、認可されているす
べてのエージェントにその変更が配信されるためです。 

このオプションを選択すると、[インスタンス] ショートカット メニューが開き

ます (図 45 252 ページ) を参照してください。 
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コンポーネントを編集する 

[このコンポーネントを編集] オプションを使用すると、任意のエディタを選択し

て、ファイル インスタンスの配布済みコンテンツがダイナミックに修正できま

す。ファイルへの変更を保存すると、修正されたファイルが Configuration 
Server に送信 (再転送) され、CSDB 内のインスタンスが更新されます。 

 
この機能は、プロダクション環境ではサポートされません。ユーザー

が、プロダクション環境のエージェントにアクティブに配布されてい

るパッケージでこの機能を使用した場合、当社はその結果に対してい

かなる責任も負うことはできません。上記のような環境でこの機能を

使用すると、不必要なパッケージ更新が大量に配信されるおそれがあ

ります。これは、パッケージの変更が検知されて、認可されているす

べてのエージェントにその変更が配信されるためです。 

たとえば、CSDB Editor でパッケージ化および表現したコンポーネント インス
タンスの配布可能コンテンツが編集できます。編集後のファイルは、必ず元のファ
イルと同じ名前で保存する必要があります。パッケージ内の既存のファイルは、
編集したファイルによって直ちに置換されます。パッケージは CSDB Editor に
よって自動的にパブリッシュされるため、手動で再パブリッシュする必要はあり
ません。 

元のコンポーネントのコンテンツは、CSDB Editor には保持されません。 

パッケージを作成して CSDB に転送する詳細については、Publisher (72 ページ) 
を参照してください。 

コンポーネントを編集するには 

 
コンポーネント エディタはコンポーネントのターゲット オペレーティ
ング システムを知りません。インスタンスを編集する前に、HP で
は、値が編集によって変更されてはならない次の属性の値、およびそ
の他の属性の値をメモ (またはエクスポート) することを推奨します。 
ZRSCMMEM (PDS Member Name) 
ZRSCCRC (Resource CRC) 
ZRSCPADM (PDS AdminID) 
ZPUBVER (Packager/Publisher Version) 
これらの属性の値が編集プロセスの結果として変更された場合は、元
の値を復元することを推奨します。 
たとえば、コンポーネントが Windows オペレーティング システムを
対 象 と し て い る 場 合 は 、 ZRSCMEMM 、 ZRSCCRC 、 お よ び 
ZRSCPADM 属性は適用せず null でなければなりません。コンポーネ
ントの編集後に、これらの属性が null 以外の値を表示する場合は、挿
入された値をクリアしてください。同様に、その他の属性 ZPUBVER 
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などの値は、編集によって変更されないまま残ります。変更された場
合は、ZPUBVER を元の値に復元してください。 

1 CSDB Editor で [オプション] ウィンドウの → [詳細] タブに移動し、[ファイル 
タイプ コンポーネントの追加、編集、および置換オプションを表示] チェック 
ボックスをオンにします。 

2 CSDB で、変更したいコンテンツを含むソフトウェア パッケージに属する
ファイル インスタンスを探します。 

3 ツリー ビューで、インスタンスを右クリックします。ショートカット メニュ
ーが表示されます。 

下の図は、Amortize NT Platforms パッケージ内の Amortize.TXT readme 
ファイル インスタンスのショートカット メニューです。コマンドとして、
[このコンポーネントを編集]、[コンポーネント データを置換]、および [コ
ンポーネントを追加] が表示されています。 

 

4 ショートカット メニューの [このコンポーネントを編集] をクリックします。
AMORTIZE.TXT ダイアログ ボックスのエディタ セレクタが開きます。 

このダイアログ ボックスを使用して、このファイルの修正に常に使用する
エ ディ タを 選択 しま す。 たと えば 、 AMORTIZE.TXT フ ァ イルを 
Notepad.exe で開くには、[メモ帳] をダブルクリックします。[エディタ セ
レクタ] ダイアログ ボックスが表示されます。 

このダイアログ ボックスの使用方法については、[エディタ セレクタ] ダイ
アログ ボックスを使用する (257 ページ) を参照してください。 

5 [エディタ] ボックスでエディタをダブルクリックします。選択したエディタ
が起動し、選択していたファイル コンポーネント インスタンスが開きます。 
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6 ファイルのコンテンツに必要な変更を加え、元のファイルと 同じ名前で保

存します 。 

 
ファイルを別の名前で保存すると、CSDB Editor で選択したファ

イルに加えた変更は元のファイルには反映されません。 

7 エディタを閉じます。 

8 必要に応じて、[OK] をクリックしてインスタンスへの変更を保存し [エディ

タ セレクタ] ダイアログ ボックスを閉じます。 

9 [ファイルの再転送] ダイアログ ボックスが表示され、データベースで選択

したインスタンスへの変更を確定するかどうかを尋ねるダイアログ ボック

スが表示されます。 

— 変更を保存し、変更したファイルのパブリッシュとデータベースへの転

送を実行する場合は [はい] をクリックします。 

— 編集および編集セッションをキャンセルする場合は、[いいえ] をクリッ

クします。データベース インスタンスは変更されていません。 

変更を確定すると、ZRSCDATE、ZRSCTIME、および ZRSCSIZE のイン

スタンス属性に、編集後のファイルのサイズと日付が反映されます。 
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HP では、すべての属性の値を元の値と比較し、不必要に変更された値
を復元することを推奨します。たとえば、元は null だった OS 関連属
性の値をクリアすることが必要な場合があります。詳細については、
254 ページのこの手順の 初にある注意テキストを参照してください。 

[エディタ セレクタ] ダイアログ ボックスを使用する 

[エディタ セレクタ] ダイアログ ボックスを使用すると、ダイアログ ボックス名
に名前が表示されているファイルの編集に常に使用するエディタが選択できます。 

エディタを選択するには、[エディタ] リストのいずれかのエントリを選択します。
また、[関連付け] をクリックして、Windows でそのファイル拡張子に関連付け
られているデフォルトのエディタを使用することもできます。 

[エディタ] リストに表示されるエディタを追加、削除、またはその名前を変更す
るには、右上にある 3 つのボタンを使用します。 

図 47      コンポーネントの編集で使用する [エディタ セレクタ] ダイアログ ボックス 

 

次の表 は、[エディタ セレクタ] ダイアログ ボックスの各ボタンのアクションを
まとめます。 

表 57      [エディタ セレクタ] ダイアログ ボックスのボタン 

ボタン アクション 

ブラウズ /
追加 

[ファイルをブラウズ] ダイアログ ボックスが表示されます。こ
のダイアログ ボックスを使用すると、エディタのリストに追加
するプログラムが選択できます。[ブラウズ] ダイアログ ボック
スで選択したエントリは、[エディタ] リストで強調表示してい
たエントリのすぐ下に追加されます。 

削除 選択した (強調表示されている) プログラムが [エディタ] リスト
から削除されます。 
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ボタン アクション 

情報 / 名前
を変更 

選択しているエディタ プログラムのプログラム名やパスを記載
したダイアログ ボックスが表示されます。このダイアログ ボッ
クスを使用すると、[エディタ] リストに表示される簡略名をそ
のプログラムに割り当てることができます。 

OK 選択した (タイトル バーに名前が表示されている) ファイルを、
強調表示されているエディタで開きます。 
[エディタ] リストのエントリをダブルクリックしてファイルを
開くこともできます。 

関連付け 選択した (タイトル バーに名前が表示されている) ファイルを、
Windows でそのファイル タイプに関連付けられているデフォル
トのエディタで開きます。関連付けがない場合は、再び [エディ
タ セレクタ] ダイアログ ボックスが表示され、そこでエディタ
を指定するか、編集をキャンセルすることができます。 

キャンセル 選択したコンポーネントまたはパッケージに変更を加えずに [こ
のコンポーネントを編集] コマンドをキャンセルします。 

コンポーネント データを置換する 

[コンポーネント データを置換] コマンドは、パッケージ化済みファイルのコン
テンツ全体を、データベース外部の既存のファイルのコンテンツで完全に置換す
る必要がある場合に使用します。たとえば、新しい Readme.TXT があり、そのコ
ンテンツ全体を置換したいとします。その場合はまず、改訂後の Readme.TXT ファ
イルを CSDB Editor の外部に準備します。次に、CSDB Editor 内から [コンポ
ーネント データを置換] コマンドを使用して、既存の Readme.TXT のコンテンツ
を新しい Readme.TXT のコンテンツで置換します。[コンポーネント データを
置換] コマンドを使用した場合は、パッケージ化済みファイルの配信済みコンテ
ンツのみが置換され、そのプロパティは置換されません。 

 
この機能は、プロダクション環境ではサポートされません。プロダク
ション環境のエージェントにアクティブに配布されているパッケージ
でこの機能を使用した場合、当社はその結果に対していかなる責任も
負うことはできません。上記のような環境でこの機能を使用すると、
不必要なパッケージ更新が大量に配信されるおそれがあります。これ
は、パッケージの変更が検知されて、認可されているすべてのエージ
ェントにその変更が配信されるためです。 

"すべての" コンポーネント データを置換するには 

1 CSDB 内のパッケージ化済みコンポーネントを置換するため、その置換デー
タを表すコンテンツを格納したファイルを CSDB Editor の外部で準備しま
す。準備するファイルの名前は、どのような名前でも構いません。 
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[コンポーネント データを置換] コマンドを使用すると、CSDB 
Editor から選択したファイルのデータ コンテンツ全体が、準備した
ファイルのコンテンツによって置換されます。この手順を進める前
に、準備したファイルのコンテンツを十分に検証してください。 

2 CSDB Editor で [オプション] ウィンドウの → [詳細] タブに移動し、[ファイル 
タイプ コンポーネントの追加、編集、および置換オプションを表示] チェック 
ボックスをオンにします。 

3 CSDB で、置換したいデータを格納するソフトウェア パッケージのファイ
ル インスタンスを探します。 

4 ツリー ビューで、インスタンスを右クリックします。ショートカット メニュ
ーが表示されます。 

下の図は、Amortize NT Platforms パッケージ内の Amortize.TXT readme 
ファイル インスタンスのショートカット メニューです。コマンドとして、
[このコンポーネントを編集]、[コンポーネント データを置換]、および [コ
ンポーネントを追加] が表示されています。 

 
5 ショートカット メニューの [コンポーネント データを置換] をクリックします。 

Windows の標準の [ファイルを開く] ダイアログ ボックスが表示されます。 

6 準備したファイル (CSDB Editor から選択したファイルのデータを置換する
ためのコンテンツを格納するファイル) の格納場所に移動します。 

7 置換データを格納するファイルを選択して [開く] をクリックします。確認
メッセージが表示されます。 

8 データを置換する場合は [はい] を、データの置換を中止する場合は [いいえ] 
をクリックします。 
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[はい] をクリックすると、データのコンテンツ全体が選択したファイルのデ
ータで置換され、そのパッケージが自動的に再パブリッシュされます。 

ZRSCDATE、ZRSCTIME、ZRSCSIZE のインスタンス属性には、前に示
したように、新しいファイルのサイズと日付が反映されます。 

[いいえ] をクリックすると、置換コマンドがキャンセルされます。 

コンポーネントを追加する 

[コンポーネントを追加]  コマンドは、ファイル コンポーネントおよび動作コン
ポーネントに対してのみ使用できます。ファイルは常に所有するパッケージに属
しているため、多くの場合、追加コマンドはパッケージの接続から実行すること
になります。新しいファイルを追加するには、既存のパブリッシュ済みファイル
のプロパティをコピーします。ファイルをまったくゼロの状態から (つまり、
Packager から転送されていないファイルから) 作成することはできません。 

 
この機能は、プロダクション環境ではサポートされません。プロダク
ション環境のエージェントにアクティブに配布されているパッケージ
でこの機能を使用した場合、当社はその結果に対していかなる責任も
負うことはできません。上記のような環境でこの機能を使用すると、
不必要なパッケージ更新が大量に配信されるおそれがあります。これ
は、パッケージの変更が検知されて、認可されているすべてのエージェ
ントにその変更が配信されるためです。 

新しいファイルはテンプレートとして使用するインスタンスを選択することによっ
て追加されます。CSDB Editor は、テンプレートの LOCATION 変数から新し
いインスタンスへのパスを継承します。テンプレートを選択したら、そのテンプ
レートを右クリックしてショートカット メニューの [コンポーネントを追加] を
クリックします。[ファイルを開く] ダイアログ ボックスが表示され、パッケー
ジに追加するファイルが選択できます。 後の確認ダイアログでは、必要に応じ
てプロセスを中止することもできます。[はい] をクリックした場合は、[ファイ
ルを開く] ダイアログ ボックスで選択したファイルが転送されます。これで、パッ
ケージに新しいファイルが格納されたことになります。 

コンポーネントをパッケージに追加するには 

1 CSDB Editor で [オプション] ウィンドウの → [詳細] タブに移動し、[ファイル 
タイプ コンポーネントの追加、編集、および置換オプションを表示] チェック 
ボックスをオンにします。 

2 追加するコンポーネントのテンプレートとして使用するため、適切な 
LOCATION 変数が格納されているソフトウェア パッケージのファイル イ
ンスタンスを探します。 

3 ツリー ビューで、テンプレート ファイルのインスタンスを右クリックしま

す。ショートカット メニューが表示されます。 
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下の図は、Amortize Windows NT Platforms パッケージ内の Amortize.TXT 
readme ファイル インスタンスのショートカット メニューです。コマンドと

して、[このコンポーネントを編集]、[コンポーネント データを置換]、およ

び [コンポーネントを追加] が表示されています。 

 

4 ショートカット メニューの [コンポーネントを追加] をクリックします。

Windows の標準の [ファイルを開く] ダイアログ ボックスが表示されます。 

5 パッケージに追加するために準備したファイルの格納場所に移動します。 

たとえば、AMORTIZE2.TXT という名前のファイルを準備した場合であれば、

下の図のようにその格納場所に移動します。この例では、このコンポーネン

トをパッケージに追加します。 
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6 テンプレート ファイルと同じ LOCATION 変数を格納するファイルを追加

するには、準備したファイルを選択して [開く] をクリックします。確認メ

ッセージが表示されます。 

7 [OK] または [キャンセル] をクリックします。 

[OK] をクリックすると、追加したファイルが転送され、パッケージが再パ

ブリッシュされます。追加したファイルの LOCATION のインスタンス属性

には、テンプレート ファイルのロケーションが反映されます。 

[いいえ] をクリックすると、[コンポーネントを追加] コマンドがキャンセル

されます。  
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B 命名規則 
Configuration Server Database (CSDB) に格納されたソフトウェアを整理する

のに役立つ命名規則 について説明します。 

アプリケーションをパブリッシュする際、以下のような要件がサブスクライバご

とに異なっている場合があります。 

• オペレーティング システム 

• ハード ディスクの空き容量 

• プロセッサ、メモリなど 

• 職務権限などの要因に応じて変更すべきデータやアプリケーション 

こうした要件の違いにより、1 つのオブジェクトのパッケージを複数作成しなけ

ればならない場合があります。CSDB 内のデータを整理しておくには、命名規

則を作成して組織内で使用することをお勧めします。  

ここでは、独自の基準を作成するためのベースとして使用できるいくつかの例を

紹介します。 

情報を分類する 

一般には、アンダースコア（_）を含む一意の上位識別子を使用して、CSDB の情

報を分類することを検討します。CSDB Editor では、アンダースコアより前の

識別子を元にインスタンスがグループ化されます。 

 
上位識別子をアンダースコア（_）なしで使用する場合でも、CSDB 
Editor のフィルタリング機能を使用して、その識別子のインスタンス

のみを表示することは可能です。 

たとえば、ローンの償却を計算するアプリケーションに Windows 2000/XP 用と 
Windows Server 2003 用の 2 つのバージョンがある場合、それぞれ 
AMORTIZE_2000/XP および AMORTIZE_2003 と命名することができます。 
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POLICY ドメインの命名規則 

以下のような基準をベースとし、それを応用することをお勧めします。ワークグ
ループのインスタンスを命名する場合は、サブスクライバを適切にグループ化で
きる情報を使用します。たとえば、部門と所在地によって組織化されている企業
の場合、次のような基準を適用することができます。 

表 58      USER クラスの命名規則 

フォーマット 説明 例 

USERID サブスクライバを識別します。 SJones 

DIV_LOC_DESC 所有者または割り当て先を定
義します。 

CTS_CLE_EVERYONE 

DIV 部門を識別します。 CTS（Corporate 
Technology Services） 

LOC 所在地を識別します。 CLE（クリーブランド） 

DESC グループの説明を追加します。 EVERYONE（すべて
のユーザー） 

SOFTWARE ドメインの命名規則 

部門と所在地によって組織化されている企業では、次のような基準でデータを分
類することができます。 

表 59      PACKAGE クラスの命名規則 

フォーマット 説明 例 

DIV_LOC_APPNAME
_VER_OS 

アプリケーションを定義
します。 

CTS_CLE_WINZIP_8
0_XP 

DIV 部門を識別します。 CTS（Corporate 
Technology Services） 

LOC 所在地を識別します。 CLE（クリーブランド） 

APPNAME アプリケーションを識別
します。 

WINZIP 

VER アプリケーションのバー
ジョンを識別します。 

80 
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フォーマット 説明 例 

OS アプリケーションが動

作している  OS を識別

します。  

XP 

表 60      Delivery クラスおよび Auditing クラス* 

* SOFTWARE ドメインの他のすべてのクラス 

フォーマット 説明 例 

REG_DIV_LOC_APPNAME_
VER_OS 

アプリケーションを

定義します。 
NAM_CTS_CLE_WI
NZIP 

REG 地域を識別します。 NAM（北米） 

DIV 部門を識別します。 CTS（Corporate 
Technology Services） 

LOC 所在地を識別し

ます。  
C L E （クリーブラ

ンド）  

APPNAME アプリケーションを

識別します。 
WINZIP 

組織に適合した規則を策定するには、ある程度の時間がかかります。しかし、事

前に規則を作成し、それをしっかりと管理者全員に伝えておけば、後々の混乱を

防ぐことができます。 
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